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②

復
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朝
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日
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観
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強
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日
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史
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.
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②
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朝
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ω
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的
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②
自
修
自
強
論
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②
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朝

鮮
政
府

は
、

一
八
七

六
年

に
日
本

の
砲

艦
外
交

に
屈

し
て
江
華
島
条
約
を
締
結
し
た
。

こ
れ
を
契
機

に
朝
鮮

で
は
、

日
本

に
対
す

る

関
心

が
高

ま
り
、

一
八

=

年

に
最
後

の
通
信
使
が
対
馬
島
か
ら
帰
還

し
て
以
後
、
は
じ
め

て

一
八
七
六
年
と

一
八
入

○
年

の
両
次

に
わ

た

っ
て
修

信
使
を

日
本

に
派
遣

し
た
。
朝

鮮
政
府
は

こ
れ
ら

の
修
信
使

一
行
を
通
じ

て
、
明
治
維
新
後

の
日
本

の
変
化
と
国
際
情
勢
を
あ

る
程

度
把
握

す

る
よ
う

に
な

っ
た
。

一
八
入

○
年

に
は
、
元
山
を
開
港

し
、

日
本
公
使
が

ソ
ウ
ル
に
駐
筍
す

る
よ
う

に
な

る
や
、

日
本
を

よ
り
深
く
認
識

し
、

そ
れ
と
と
も

に
、
朝
鮮

の
開
化

・
自

強
を
促
進
す
る
必
要
性

が
高
く
な

っ
た
。
そ

こ
で
政
府

は

一
八
八

一
年
初
め

に
、

一
二
名
の

「朝
士
」
-

従
来

「紳
士
遊
覧
団
」
と
呼
ば
れ
た
ー

で
構
成
さ
れ
た
朝
鮮
朝
士
日
本
視
察
団

(略
称
、
朝
士
視
察
団
)
を

(
1

)

新

た

に
派
遣
す

る
こ
と

に
な

っ
た

。

こ

の
朝

士
視
察

団

の
朝
士

た
ち

に
は
、

日
本

の
実
情

全
般
を

観
察
報
告

す

る
任
務

の
外

に
、

日
本

政
府
内

の
各
省

と
税

関

の
運
営

状

況
、

お
よ
び
陸

軍

の
操

錬
と
気
船
運
航
な
ど

に
関
す

る
も

の
の
中
か
ら
何
れ
か
を
専

門
的
に
研
究

・
調
査

し
、
そ

の
結

果
を
報
告
す

る
特

殊
任

務

が
付

与

さ

れ

て

い
た
。

し
た
が

っ
て
、
彼

ら

は
帰
国

後

の
復
命

時

に
、

日
本

の
実
情

全

般

と
特
殊

任

務

に
関

し
、

そ
れ
ぞ

れ

『聞
見
事
件

類
』
と

『視
察

記
類
』

に
分
類

で
き

る
報
告
書
を
高
宗

に
進
呈
し
た
の
で
あ
る
。
幸

い
に
も

、
こ
れ
ら

の
報
告
書

は
現
在
、
大

部
分

が
よ
く

保
存

さ
れ

て

い
る
。
そ
し

て
そ

の
外

に
も
、
朝
士

の
な
か

の
数
名

は
、
自

ら

の
日
本
国
情
視
察
活
動
と
関
連
し
た
断
想
な
ど

を
記
録

し
た
日
記
類

や
メ

モ
帳
な
ど
を
残

し

て

い
る
。
彼
ら
が
残

し
た

こ
う
し
た
資

料

の
な
か

で
、
特

に

『
聞
見
事
件

類
』
と
呼
ば

れ
る

日
本

見
聞
記
は
、
彼

ら
が
、
明
治
初
期

の
日
本
を
ど

の
よ
う

に
認
識

し
、
西
洋
文
化

に
対

し
ど

の
よ
う

な
態
度
を
と
り
、
さ
ら

に
彼
ら
が
、

ど

の
よ
う

な
改
革

構
想
を
持

っ
て
帰
国
し
た

の
か
を
知

る
こ
と

が
で
き

る
貴
重
な
資
料

で
あ

る
。

従

来

、
朝

士
視

察
団

に
関
す

る
本
格
的

な
研
究

と
し

て
は
、
鄭
玉

子
氏

の

「
紳

士
遊
覧

団
考
」

(
一
九

六

五
)

が
あ

る
だ

け

で
あ

る
。
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し
か
し
、
こ

の
論
文
も
次

の
よ
う

な
点
を
看
過
し
た
た
め

に
、
充
分
な
も

の
で
は
な

い
感

が
す
る
。
第

一
に
、

こ
の
論
文

で
は
、
近
来

に

発
掘

さ
れ
た
朴

定
陽

の

『
従
宙

日
記
』
と
李

鑛
永

の

『
日
磋
集

略
』

の
よ
う
な
記
録
と
朝
士
た
ち

の
報
告
書
を
綿
密

に
比
較

・
検

討

で
き

な

か

っ
た

の
で
、
朝
士
視
察

団

の
構

成

や
朝
士
た
ち

の
任
務

な
ど
、
重
要
な
事

柄

に
対
す

る
叙

述
に
お

い
て
若

干

の
誤
謬
を

犯
し

て
い
る

の
で
あ

る
。
第

二
に
、
こ

の
論
文

に
お

い
て
は
、
明
治

日
本

に
対

す
る
朝
士

た
ち

の
認
識
能
力

に
限
界
が
あ
る
と
仮
定

し

て
、
彼

ら
が
残

し
た

『
聞
見
事
件
類
』

を
体
系
的

に
分
析

し
な
か

っ
た
こ
と

に
よ

っ
て
、
彼
ら

の
日
本
観
を
具
体
的

に
解
明
す

る
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
。

第

三

に
、

こ

の
論
文

で
は
、
魚
允
中

に
関
連

し
た
諸
資
料

特

に
、

『
財
政
見
聞
』
と

『随

聞
録
』
な
ど

を
活

用
し
な
か

っ
た

た

め
に
、
朝

士
た
ち

の
な
か

に
、
自
修
自

強
論
者
と
変
法
自
強
論
者
と

に
区
別

さ
れ
る

二

つ
の
流

れ

の
、
日
本

認
識
態
度

お
よ
び
改
革
思
想

が
あ

っ
た
こ
と
を
察
知

で
き

な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

そ
こ

で
、
本
稿

で
は
、
朝

士
視
察

団

に
対
す

る
従
来

の
研
究
と
最
近
発
掘

さ
れ
た
新
た
な
資
料

に
基
づ
き

、
ま
ず

こ

の
朝
士
視
察
団

の

構
成

お
よ
び
朝

士
た
ち

の
任

務
な
ど

に
関
す
る
既
存

の
誤
謬
を
修

正
し
、
次

に
、
朝
士
た
ち

が
残

し
た

『聞
見
事
件
類
』
な
ど

の
日
本
見

聞
記
を

分
析
し
、
特

に
魚
允

中

の

『
財
政
見
聞
』
と

『
随
聞
録
』
を
重
点
的

に
検
討
、
分
析
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
自
修
自
強
論
者
と
変

法
自
強
論
者

の
日
本
観
と
改
革

思
想

の
間
に
現
れ
る
差
異
点
を
浮
き
彫
り

に
し
よ
う
と
す

る
。
但

し
、

『視

察
記
類
』

の
よ
う

な
資

料
は
、

開
化
期
韓

国
制
度
史

の
研
究

に
お

い
て
大
変
重
要

で
あ

る
と
思
う

が
、

こ
こ
で
は
こ
れ
を
扱
わ
な
か

っ
た
こ
と
を
断

っ
て
お
き

た

い
。
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朝
士
視
察
団
の
派
遣
と
活
動

朝
士
視
察
団
の
派
遣

神奈川法学第37巻 第1号20C4年(].84}

(
1
)

派
遣

の
背
景

従
来
、

一
八
八

一
年

朝
士
視
察

団

の
派
遣

の
背

景
に
関
し

て
は
、
そ

の
自
主
性
如
何

を
め
ぐ

っ
て
、
二

つ
の
対
立

す
る
見
解
が
提
示
さ

れ

て

い
た
。

一
つ
は
、
鄭
玉
子
氏
を
始

め
と
す

る
国
内

学
会

の
支
配
的

な
見
解

で
、
朝

士
視
察

団

の
派

遣
は
朝

鮮
政
府

が
独
自

的

に
、

日

本
側
と
事

前
交
渉

な
し

に
推
進
し
た
も

の
で
あ
り
、

し
た
が

っ
て
、

こ
れ
は
駐
朝

鮮

日
本
公
使

で
あ

る
花
房
義

質
が

一
八
七
七
年
以
来

、

(
2

)

数
次

に
わ
た
り

「
晋
神
子
弟
」

お
よ
び
留
学

生
を
派
遣
す

る
よ
う

に
勧

め
た
こ
と

と
は
関
係
が
な

い
と

い
う
説

で
あ

る
。

他

の

一
つ
は
、

彰
澤
周
氏

の
見
解

で
、
朝
士
視
察
団
は
日
本

政
府

の
対
朝

鮮
文
化
政
策

の

一
環
と

し

て
行
わ
れ
た
花
房
公
使

の
留
学

生
派
遣
勧
告
が
効
を

(
3
)

奏

し

て
行

わ
れ
た
と

い
う
説

で
あ
る

。

実

際
は
、

こ
の
朝

士
視
察
団
は
両
次

に
わ
た
る
修
信
使

一
行

の
報
告

を
通
じ

て
、
高

宗
が

日
本

に
専
門
的
な
視
察

団
を
派
遣
す

る
必
要

性
を
痛
感

し
た
上
、
閨
氏
戚
族
政
権

が
朝

士
視
察
団

の
派
遣
を
通
じ

て
、
自
派

勢
力
を
伸
長
し
よ
う

と
す
る
政
治
的
欲
求
が
作
用
し
た

こ

(
4

)

と

か
ら
、
主
体
的

に
派
遣
さ
れ
た
も

の
と
見

る
の
が
妥
当

で
あ

る

。
特

に
、
花
房
公
使
は

一
八
八

一
年

六
月

=

日

(陽
、
七
月

六
日
)

に
、
外
務
卿
井

上
馨

に
報

告
し
、
「
(こ

の
視

察
団
は
)
最
初
か

ら
、
国
王

の
決

断

に
よ

っ
て
行
わ

れ
た

こ
と

で
、
政
府

内

に
お

い
て
同
意

(
5

)

し
な

い
者

が
少
な
く
な

い
。
今

日
に
至

っ
て
も
、
ま
だ
完
全

に
衆
論
が

一
つ
に
定

ま

っ
て
い
な

い
」
、
と
記
述

し
て

い
る

。
し
た
が

っ
て
、

朝

士
視
察
団
派
遣

の
決
定
的

な
契
機
は

日
本
物
情
詳
探
欲
求
か
ら
始
ま

っ
た
高
宗

の
決
断

で
あ

っ
た
、
と
見
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

し
か

し
、
朝

士
視
察
団

の
派
遣

に
は
、
そ

の
性
格
上
、

日
本
政
府

の
協
力
が
絶
対

に
必
要
な
も

の
で
あ

っ
た

の
で
、
朝
鮮
政
府

が
日
本
側
と
事
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前
交
渉

な
し

に
派
遣

し
た
と
見

る

の
は
無

理
が
あ

る
。

(
6

)

朝
鮮

政
府

は

一
八
八

一
年

一
月
五
日

(陽
、
二
月
三
日
)

に
、
朝

士
視
察
団
を

日
本

に
派
遣
す

る
計
画
を
李
東
仁

を
通

じ

て
初
め

て
花

　
ア
　

房
公
使

に
通
報
し
、
彼
ら

の
渡

日

の
た

め

の
日
本

軍
艦
を
仁
川

に
派
遣
す
る

こ
と
を

要
請
し
た
。
花
房

公
使

は
、
こ
う

し
た
朝
鮮
政
府

の

(
8

)

要
請

に
対

し
、
気
象
条

件
を
理
由

に
、
そ

の
派
遣
要
請
を

一
-

二

ヶ
月
遅
ら
せ

て
く
れ
る
よ
う

に
要
求
し
た

。
朝
鮮

政
府

は
花
房
公
使

の

延
期
要
求

を
受

け

入
れ
、
朝
士
視
察

団

の
発
程
地
を
船
便

の
購

入
が
容
易

に
出
来

る
釜
山

に
変
更

し
た

の
で
あ
り
、

や
が

て

一
月

=

日

(9

)

に
、
朴
定

陽
な
ど
七
名
を
朝
士
視
察

団

の
朝

士
と

し

て
先
発

し
た

の
で
あ

る

。

朝
鮮

政
府

は
、
朝
士
視
察

団

の
正
確

な
任

務
や
朝

士
た
ち

の
姓
名

お
よ
び
官
等
な
ど
を

日
本
側

に
明
ら
か

に
し
な

か

っ
た
が
、
朝
士
視

察
団

が
派

遣
さ
れ

る
と

い
う
事
実

は
、
朴
定

陽
な
ど
七
名

の
朝
士

が
東
莱

に
出
発
す

る
三
日
前

で
あ

る

}
月

二

一
日
に
、
金
弘
集
を
通

じ

(
10

)

(
11

)

て

、
そ

し

て
、

翌
日

に
再
び
、
李
東
仁

を
通

じ
て
花
房
公
使

に
通
報

さ
れ
た

。

そ

の
後
、
朝
鮮

政
府

は

二
月
九

日
に
、
駐
釜
山

日
本
領

(
12

)

事

で
あ

る
近
藤
真

鋤
に
も
朝
士
視
察

団
が

二
月
中
旬

頃
、
東
莱
府

に
集
結
す

る
と

い
う
事
実
を

通
報

し
た

の
で
あ

る

。

そ
し

て
、

三
月

二
四
日
に
は
、
東
莱
府
使

で
あ
る
金
善
根

が
近
藤
領
事

に
、
公
式
的

に
朝
士
視
察

団

の
朝
士

た
ち

の
姓
名
と
官
等
な
ど

(
13

)

を
通
報

し
な
が
ら

、
彼
ら

の
渡

日

へ
の
協
力

を
求

め
る
公
簡
を
発
送

し
た

の
で
あ

る

。

こ

の
よ
う

に
、
公
式
的

に
通
報

し
た
後

の
三
月

二
六
日
と

二
入
日

の
両
次

に
わ
た

っ
て
朝
士

た
ち

は
近
藤
領
事
を
礼
訪

し
て
お
り
、
船

(
14

)

舶
賃
貸
便

を
提
供

さ
れ
た

。
ま
た
、
彼
ら
が

日
本

へ
向

か

っ
た
後

の
四
月

二
九

日
に
、

日
本

の
外
務
省
か
ら
朝

士
視
察

団

に
対
す
る
日
本

(
15

)

側
の
協
力
方
針
を
示
し
た
公
文
が
到
着
す
る
や
、
礼
曹
判
書
洪
祐
昌
は
五
月
五
日
に
、
花
房
公
使
に
彼
ら
の
任
務
遂
行
に
対
す
る
日
本
側

(16

)

の
協

力
を

要
請
す

る
回
答
書
を
発
送

し
た

の
で
あ

る

。

し
た

が

っ
て
、
朝

士
視
察
団

は
朝
鮮
政
府

が
対
内
的
必
要

に
よ

っ
て
、
独
自
的

に
派
遣

し
た
け
れ
ど
も

、
こ

の
計
画
が
立
案

さ
れ
る
時

か
ら

日
本

側
と
交
渉
を
通
じ

て
、
彼
ら

の
協

力

の
下
で
推
進

さ
れ
た
と
見

る
べ
き

で
あ

る
。
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〈表1>朝 士視察團 朝士たちの背景と経歴

姓 名 毎塑翻
科學登科
(年度)

暗行御史
(外遊國)

主要官職
(官品) 任命時期

視察措當
部 署

朴定陽
40

(1841-一 一1904)

文 科{
1866)

慶尚左道 刑曹参判(
從二品)

1月11日 内務省

趙準永
48

(1833.1886}
文 科

(1864)
無
工曹参判

(從二品)
ク 文部省

嚴世永
50

(1831-一 一1899}

文 科

(1864)

全羅右道

(清國)

吏曹参議
(正三品)

ク 司法省

姜文馨
50

(1831～?)

文 科

(1869)

京畿道
(清國)

工曹参議
(正三品)

〃 工部省

沈相學
36

{1845-一?)
? 無 参 議(

正三品)
ク 外務省

洪英植
26

(1855-1884)
文 科(
1873)

無 参 議(
正三品)

ク 陸軍省

魚允中
33

(1848-x.896)
文 科

(1869)
全羅右道

弘文館慮教

(正四品)
ク 大蔵省

李鋳永
46

(1835-1907)
文 科

(1870)
京畿道

兵曹参知
(正三品)

2月2日 税 関

関鍾黙
46

(1835-1916}
文 科

(1874)
(清國)

兵曹参知(
正三品)

〃 税 関

趙ii巨稜
48

(1833-一?

文 科(
1863}

無
右副承旨
(正三品)

ク 税 関

李元會
54

(1827～?)
? 無

全羅右道
水軍節度使
(正三品)

2月26日 陸軍操錬

金錦元
39

{1842-?)
? (日本)

慶尚左道
水軍虞侯
(正四品)

2月26日 頃 汽船運航

〔典拠〕魚 允中,『從政年 表』;李鋸永,『日磋集 略』;朴定陽,『從官日記 』;國史編 纂委員會編1968.

『高宗時代 史』1～3巻(ソ ウル:探究堂);ソ ウル大學校 古典刊行 會編1972.『 日省録:高 宗編』17
～18巻(ソ ウル:ソウル大學校 出版部);國 史編纂 委員會 編

,1978.『岡文彙考 』4(ソウル:國 史編纂委

員會);李 弘植 編,1983.『(増 補)新 しい國史辞 典』(ソウル:青亜 出版社)

(
2
)

朝

士
視
察

団

の

構
成従

来
、
朝

士
視
察

団

の

朝
士

た
ち

の
任
命
時

期

に

関
し

て
は
、

一
月

一
一
日

に
趙

準
永

・
厳
世
永

・
姜

文

馨

・
魚

允

中

の

四

人

が
、
同

一
二
日
に
は
閾
種

黙
、
そ

し

て
、

二
月

三

日

に
は
李

鋳
永

が
任
命

さ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

そ

の
他

の
朝

士
た
ち

の
任

命
時

期

は
明
ら
か

に
さ
れ

て
い
な
(贈
v・
ま
た
・
彼
ら

に
与
え

れ
た
任
務

は
日
本

の

「
朝
廷
議

論

・
局
勢

形

便

・
風
俗

人
物

・
交
聰

通
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商
」

な
ど
、

日
本
実
情
全
般

を
視
察

し
て
報
告
す

る
こ
と
以
外

に
も
、
朝

士
そ
れ

ぞ
れ
に
次

の
よ
う
な
特
殊
任
務

が
付
与

さ
れ
た

こ
と
が

知

ら

れ

て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
朴
定

陽
は
内
務
省

、
閾
種

黙
は
外
務
省

、
魚

允
中
は
大
蔵
省

、
趙
準
永

は
文
部
省

、
厳
世
永

は
司
法
省

、

姜
文

馨
は
工
部
省

、
洪
英
植

は
陸
軍
、
そ
し

て
、
李

鋳
永

は
税

関
に
関
す

る
諸
般
事

項
を
調
査

・
報
告
す

る
任
務
を
受

け
持

っ
て
い
た

の

で
あ

る
。
そ
し

て
、
金

鋪
元

・
沈
相

学

・
趙
乗
稜

・
李

元
會

の
任
務

は
明
確

で
は
な

い
が
、
趙
乗
穫

・
李
元
會

の
場
合

は
税
関
と

軍
事

関

(
18

)

係
を
受

け
持

っ
た
も

の
と
推

定
さ
れ

て

い
る

。

こ

の
よ
う

に
、
従
来

か
ら
朝

士
た
ち

の
任
命
時
期

や
任
務
は
明
確

に
さ
れ

て

い
な

い
が
、
そ
れ
と
と
も

に
、
彼
ら

が
ど

の
よ
う
な
基
準

で
朝

士
視
察

団

の
朝
士

に
選
抜

さ
れ
、
な
ぜ
派
遣
さ
れ
た

の
か

に

つ
い
て
も

、
明
ら
か

に
さ
れ

て

い
な

い
。
し
た
が

っ
て
、

こ
こ
で
は
最

近
発

掘
さ
れ
た
朴
定
陽

の

『従

臣
日
記
』

や
李
鋸
永

の

『
日
差
集
略
』

の
よ
う
な
記
録
を
参
照

し
、

こ

の
よ
う
な
問
題

に
対
す

る
従
来

の

研
究

で
明
ら

か
に
さ
れ

て

い
な

い
点

を
補

い
、
誤

っ
た
点
を
修
正
し
な
が
ら
、
朴
定

陽
な
ど
が
ど

の
よ
う

な
基
準

で
選
抜

さ
れ
、
彼
ら
が

な

ぜ
派
遣
さ

れ
た

の
か

の
理
由

を
究

明
し
た

い
。

〈
表

1

>
で
示

さ
れ

て

い
る
よ
う

に
、
朝

士
視
察

団

の
朝
士

に
選
抜

さ
れ
た

一
二
名

は
、
当

時

二
〇
代
後
半

か
ら

五
〇
代

中
半

に
至
る

登
科

後

一
〇
年
内
外

の
官

界

(官
僚
)
経

歴
を
積

ん
だ
従

二
品

以
下
か
ら
正

四
品

階
以
上

の
中
堅
官
僚

で
あ

っ
た
。

そ

の
上
、
彼
ら

は
、

朝
士

と

し

て
選
抜
さ
れ

る
以
前

に
、
暗
行

御
史

(朴
定

陽

・
厳
世
永

・
姜
文

馨

・
魚
允
中

・
李

鋳
永

)
、
そ
し

て
、

軍
事
専

門
家

(李

元

会

・
金

鋪
元
)
と
し

て
活
躍
し
た
前

歴
が
あ

っ
て
、
政
府
内

で
占
め

る
比
重
が
比
較
的

に
大
き

い
人
物

で
あ
り
、
以
前

に
日
本

に
派
遣
さ

(
19
)

れ
た
修

信
使

の
官
等

お
よ
び
経
歴
と
比
較

し

て
も
何

ら
劣

る
こ
と
も
な
か

っ
た

。

(
20
)

(
21

V

(
22

)

つ
ま

り

、
彼

ら

は
高

宗

か

ら

、

「
綜
核
明
敏

」
乃
至

は

「
文
学
多

識

」

ま
た

は

「有

知
識

」

で
あ

る

と

い
う

点

が
認

め

ら

れ

、

朝
士
視
察

団

の
朝
士
と
し

て
選
抜

さ
れ
た

の
で
あ
る
。

ま

た
、
こ
れ
ら
朝

士
た
ち

は

〈
表

1
>
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
大
き
く

三
段

階

に
わ
た

っ
て
選
抜

さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
段

階
別
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に
日
本
政
府
内

の
各
省

の
事

務
、
ま

た
は
税

関
事
務
、

そ
し

て
汽
船

運
航
と

陸
軍
操
錬
な
ど

で
区
分

さ
れ
る
分
野

の
業
務
を

調
査

.
報
告

す

る
特
殊
任
務
を
帯

び

て

い
た
。

ま
ず

、

一
月

=

日
に
、
朴
定
陽

・
趙
準
永

・
厳
世
永

・
姜

文
馨

・
沈

相
学

・
洪
英

植

・
魚
允

中

の
七
名

が

「
東
莱
暗
行
御

史
」

と

(23

)

い
う
名

の
下

に
朝
士
視
察

団

の
朝
士
と
し

て
任
命

さ
れ
た

の
で
あ
り

、
彼

ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
日
本

政
府

内

の
内
務
省

・
文

部
省

・
司
法

(
24

)

省

・
工
部
省

・
外

務
省

・
陸
軍
省

・
大
蔵
省

な
ど

の
事

務
を
調
査

・
報

告
す
る
任
務

が
与
え
ら
れ
た

。
引
き
続
き
、

二
月

二
日
に
、
李

鋳

(
25

)

永

・
閾
種
黙

・
趙
乗

稜

・
李
元
會

の
四
名

が

「東
莱
暗
行
御
史
」

に
任
命
さ
れ
、
朝
士
視
察

団
に
追
加
配
置

さ
れ
た

の
で
あ
り

、
李

鋳
永

(
26

)

な
ど

三
名
は
税

関
事

務
を

、
そ
し
て
、
李
元
會
は
陸
軍
操
錬
を
調
査

し

て
報
告

す
る
任

務
を
帯
び

て
い
た

。

そ

の
後

、

二
月

一
〇
日
、
李

(
27

)

元
會
は
総
理
機
務
衙
門
の
参
画
官
と
し
て
任
命
さ
れ
、
参
謀
官
李
東
仁
と
共
に
、
汽
船
と
銃
砲
購
入
計
画
を
担
当
す
る
よ
う
に
な

っ
た

(
28

)

(
29

)

が
、
同

一
五
日
頃

に
李
東

仁
が
失
踪

し
た
後

、

こ
の
計
画

に
蹉

蹟
が
生

じ
る
や

、
同

二
六

日
に
朝
士
視

察
団

の
朝
士

に
戻
さ
れ
た

。
そ

(30

)

し
て
、
同
二
六
日
頃
、
金
鋪
元
が
李
東
元
の
代
わ
り
に
汽
船
運
航
に
関
連
す
る
諸
般
事
項

に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
を
指
示
す
る

(
31

)

武
衛
所
伝
令

を
受
け

て
、
東
来
暗
行
御
史

の
資
格

で
は
な

い
が
、
朝
士
視
察
団

の

一
員

と
し

て
合
流
し
た

。

そ
れ

で
は
、
朝
鮮
政
府

が

こ
の
よ
う

に
、

三
段
階

に
わ
た
り
朝
士
視
察
団

の
規
模
を
拡
大
し

て
派
遣
し
た
理
由
は
何

で
あ

っ
た
か
。
当

時

の
国
内
情

況
と
連

関
さ
せ

て
考
察

し
て
見

る
と
、
次

の
よ
う
な

こ
と

が
考
え
ら
れ

る
。

ま
ず
、
朝

鮮
政
府

が
第

一
段
階
と

し
て
、

一
月

=

日
に
、
朴
定
陽
な
ど
七
名
を
朝
士
視
察
団

の
朝
士

に
任
命
し
た
目
的
は
、
明
治
維

新
以
後

の
日
本

の
実
情
全

般
お
よ
び

日
本
政
府
内

の
各
省

の
事
務
を
調
査

・
把
握

し
、
朝
鮮

の
内
政
改
革

に
必
要
な
方
案

を
講
じ

る
た
め

に
、
特

に

一
八
八

〇
年

一
二
月
に
新

設
し
た
総

理
機
務
衙

門

の
運
営

に
必
要
な
人
材
を
養
成
す

る
た

め

の
参
考
資
料
を
収
集
す
る
と

こ
ろ

(
32

)

に
あ

っ
た

。

彼
ら
七
名

の
朝

士
は

一
月

二
四
日
に

ソ
ウ

ル
を
出
発

し
、
二
月
二
五
日
に
は
、
彼

ら

の
な

か

の
魚
允
中
と
洪
英
植
を
除
く

五
名
は
東
莱
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(
34
)

府

に
到
着

し

て
泊
ま

っ
て

い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
魚
允
中
と
洪
英
植

が
到
着

せ
ず

、

し
か
も
東
莱
府

が
支
給
す

る
こ
と

に
な

っ
て

い
た

(35
)

経
費

が
調
達

さ
れ
な
か

っ
た

の
で
、
渡

日
す

る
こ
と

が

で
き

な
か

っ
た

。

実
際

に
彼

ら
が
渡

日
で
き
な
か

っ
た
根
本

原
因

は
、
当
時

、
朝

・
日
間

の
最
大

の
懸
案

で
あ

っ
た
税
則
議
定

に
関
す
る
協
商

が
難
航
を

(36

)

繰
り
返

し

て
い
た
た
め

で
あ

っ
た

。

つ
ま
り
、
朝
鮮
政
府
は

一
月

二
七

日
に
、
金

弘
集
を
通
じ

て
比
較

的
高
率

の
差
等

関
税
と
全

開
港
場

か
ら

の
米
穀

禁
輸
な
ど

の
条
項
を
規
定

し
た
税
則
草
案

(〈
附
録

2

>
参
照
)

の
議
定
を
促

し

て
お
り
、
こ
れ

に
対

し

て
花
房
公
使
は
、
ま

(37
)

ず
仁
川
を
開
港

す
る

こ
と
を

要
求
し

て
い
た

。
結
局
、
朝
鮮
政
府

は
早
急
な
税
則
議
定
を
結

ぶ
た
め

に
、

二
月

一
日

に
仁
川
を

翌
年

(
一

(38

)

八

八
二
年
)
九

月
か
ら
開
港
す

る
こ
と

で
合
意
し
た

の
で
あ

る

。

こ

の
よ
う

に
、
仁
川
開
港

が
迫

っ
て
お
り

税

則
議
定

が
実
現

さ
れ
る
可
能
性

が
見
え

る
と
共

に
、

朝

鮮
政
府
は
今
後
創

設
さ

れ
る
税

(39

)

関

の
運
営
と
仁

川
開
港

が
も
た
ら
す
社
会

・
経
済
的
な
影
響

に
対
処
す
る
政
策
を
早
急

に
整
備
せ
ざ

る
を
得
な
く
な

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、

朝

鮮
政
府
は

二
月

二
日
に
、
第

二
段
階
と
し

て
、
李

鋳
永

な
ど
三
名

の
朝
士
を
朝

士
視
察

団
に
追
加

配
置

し

て
、
日
本

の
税
関
事
務
を
調

査

・
報
告
す

る
よ
う

に
し
た

の
で
あ
り
、

そ
れ
と
共

に
、

二
月

一
〇
日
に
は
李
元
會
と
李
東
仁
を
も

っ
て
、
汽
船
と
銃
砲
購
入
計
画
を
担

(
40

)

当
す

る
よ
う

に
し
、
仁
川
開
港

に
及
ぼ
し
得

る
影
響

に
対
処

し
よ
う
と
し
た

の
で
あ

る

。

し
か
し
、
汽
船
と

銃
砲
購

入
計
画
が
う

ま
く
行
か
な
か

っ
た

の
で
、
二
月

二
六
日
に
、
第

三
段

階
と

し

て
李

元
会
と
金

鋪
元

に
、
そ
れ

ぞ
れ
陸
軍
操
錬
と
汽

船
運
航

に
関
す

る
情
報
を
収
集

・
報
告
す

る
任
務
を
与
え

て
、
朝

士
視
察
団

に
合
流

さ
せ
た

の
で
あ

る
。

189
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〈表2>朝 士視察團の構成

朝 士 階 員 通 事 下人(係 人) 日本人通a

朴定陽 王濟暦 ・李商在 金洛俊 李秀吉 上田敬助

趙準永 李鳳植 ・徐相直 (文順錫)
・崔允伊

武田邦太郎

嚴世永 嚴錫周 ・崔成大 徐文斗 朴春鳳

姜文馨 姜晋馨 ・邊宅浩 金順伊 劉福伊

沈相學 'CC鎭泰 ・李 鍾 彬 金永得 サ相龍

洪英植 高永喜 ・成洛基 ・全洛雲 白福周 鄭龍石

魚允中
柳 定 秀 ・'CC吉溶 ・i昇致 昊

黄 天 或
金永根

李鋳永 李弼永 ・関建鏑 林基弘 金五文

閲鍾黙 閨載厚 ・朴會植 金福奎 李正吉

趙乗穫 安宗沫 ・愈箕換 李章浩 (林錫奎)

李元會 宗憲斌 ・沈宜永 李壽萬 (金鴻 蓬)
・李順 吉

金錆元 孫鵬九 金大弘

1.こ の表 は主 に李鋸永,『 日磋集略』;朴 定 陽,『從官 日記』を参照して作 成したものである。

2.こ の表 に示 され てはないが、5月10日 頃 には金亮漢が渡 日しようと して魚 允中 の 随員 と

して合流 した。

(
1
)
任
務
遂
行

一
月

二

日
か
ら

二
月

二
六

日
ま

で
、
三

段
階

に
わ
た
り
朝

士
視
察
団

の
朝
士

に
選
抜

さ
れ
た

一
二
名
が
、

や
が

て
渡

日
す

る
た
め

に
、
全
員
東
莱
府

に
集
結

し
た

の
は
三
月

二

(41

)

五

日

で
あ

っ
た

。

引

き
続

き

、
高

宗

は

三
月

(42

)

二
九
日
に
鄭
乗
夏
便
に
総
五
万
両
を
彼
ら
朝

士
た
ち
の
任
務
遂
行
の
た
め
の
経
費
と
し
て

(
34
)

支
給

し
た

。
こ
れ
は
東
莱
暗
行
御
史

の
資
格

を
持

っ
て
な

い
金

鋪

元
を
除
く

一
一
名

の
朝

士

に
、
そ
れ
ぞ
れ
日
貨

で
、

一
、
三
六
六
圓

(
44

)

ず

つ
換
金

さ
れ
支

給
さ
れ
た

。

四
月

一
日

に
は
、
弁
察
官

で
あ
る
玄

星
運

(
45

)

を
通

じ

て
船
便

が
賃

貸
さ

れ
た

。

や
が

て
、

朝

士
視

察

団

の
朝

士

た

ち

は

四
月

一
〇

日

(陽
、
五
月
七

日
)
に

〈
表

2

>
の
よ
う

に
、

2
.
朝
士
視
察
団
の
活
動
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日
本
人
通
訳

二
名
を
含

む
総
勢

五

一
名

の
随
行
員
を
率

い
て
住
友
店
所
属

の
安
寧

丸
便

で
・

日
本

に
向

か

っ
て
出
航

し
た

の
で
あ
編
)。

朝

士
視
察

団

の
任
務

遂
行
過
程

を
考
察
す

る
前

に
、
彼
ら

に
対
す

る
日
本
側

の
態

度
を
調

べ
て
見
る
と
、
日
本
政
府
は
彼
ら

の
任
務
遂

行

に
積
極
的

に
協
力
す

る
立
場
を
と

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
朝

鮮
政
府

は
四
月

二
九

日
に
、
日
本
外

務
省

が
禮
曹
宛

て
に
発
送
し
た
公
文

を

受
領

し
た
が
、
そ

の
内
容

に
は
次

の
よ
う

な
朝

士
視
察

団
に
関
す

る
日
本

政
府

の
協
力
方
針

が
示

さ
れ

て
い
る
。

ま
ず

、
東
京

到
着
以
前

の
協

力
方
針
を
考
察

し
て
見

る
と
、

日
本
側

は
近
藤
領
事
か
ら
、
朝
士
視
察
団
が
す

で
に
出
発

し

て
お
り
、
彼

ら
は
神

戸
な
ど
を

陸
路

で
経
由

し

て
東
京

に
向
か
う

予
定

で
あ

る
、
と

い
う
事

実
が
伝
え

ら
れ
た
。
そ

こ
で
、
外

務
省

四
等

属
官

で
あ

る

水

野
誠

一
を
神

戸
に
派
遣

し
、
彼

ら
を

迎
え

歓
待
、
案
内

す
る
よ
う

に
し
た

の
で
あ
り

、
彼

ら

の
沿
路

に
必
要

な

「
一
切
応

用
物
料
」
を

要
請
す

れ
ば
、

こ
れ
を
提
供
す

る
よ
う

に
し
た

い
と

い
う

こ
と
を
明

ら
か

に
し
、
次

の
三
項

目

の
具
体
的
な
協
力
方
針
を
指
示

し
た

の
で

あ

る
。

、

一

、

一

、

各
府

県
内

の
製
造
廠

は
大
小

に
関
ら
ず
、
紳
士

た
ち

が
視
察
を
要
請
す

れ
ば
、
す
ぐ
案
内
し
心
行
く
ま

で
自
由

に
見
ら
れ

る
よ

う

に
す

る
.、

至

る
所

に
群

衆

の
集
ま

る
こ
と
を
必
ず
阻
止
し
、
あ
え

て
不
敬
を
犯
す
者

が
な

い
よ
う

に
す
る
。
大
阪
造
幣
局

や
西
京
禁
閾

は
、

庶

民
が
自

由

に
出
入
り

で
き
な

い
所

で
あ

る
が
、
自
由

に
見

る
の
に
障
碍

に
な
ら
な

い
よ
う

に
す
面
)・

我
が
国

(
日
本
)

の
紳
士

や
人
民
と

し
て
、
視
察

団
員
を
招
請
し
接
待
し
よ
う
と
望
む
者
が

い
れ
ば
、
思
う
よ
う

に
往
来

し

て

(
47

)

も

良

い
し

、

そ

れ

を

拒

ま

な

い
よ

う

に
す

る

。

こ

の
よ
う

に
、

日
本

側
は
朝

士
視

察
団

の
紳
士
た
ち
を

「紳

士
」

と
称
し
な
が
ら
、
彼

ら
が
東
京

ま

で
の
沿
路

で
視

察
し
よ
う

と
す
る

全

て

の
施

設
を
見
学
す

る
こ
と
と

、
日
本

人
士
を
接
見
す

る

の
を
許
容
す

る
な
ど
、
便
宜
を
提
供
す

る
こ
と
を
約
束

し
た

の
で
あ

る
。
そ

れ
と
共

に
、
こ

の
よ
う

な
方
針
を
朝
士
視
察

団
が
通
過
す

る
兵
庫

・
大
阪

・
京
都
な
ど

の
府
知
事

お
よ
び
県
令

に
も
通
知
し

て
い
る
こ
と
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を
明
ら
か

に
し

て
い
る
。

次

に
、
四
項

目
か
ら
成
る
東
京
到
着

以
後

の
協
力

方
針
を
考
察

し

て
み
る
と
、

下
記

の
通
り

で
あ

る
。

一
、

一
行

が
東
京

に
入

っ
て
く
れ
ば
、
本
省
属
員

で
あ

る
華

族
五
辻
中

長
を
も

っ
て
、
便
宜

に
し
た
が

っ
て
世
話

を
さ
せ
、
昨

年

の

修
信
使

例
と
同
様

に
す

る
。
宿
舎
は
路
図

の
よ
う

に
港
区
芝
増
上
寺
内

、
海

軍
が
管
轄
す

る
宿
舎

一
軒
を
充

て
る
。
も

し
、
別

に

起
居
し
た

い
と
す

れ
ば

、
そ

の
意

に
任

せ
る
。

、

学

術
研
究
と
命

を
受

け

て
処
理
す

る
事

、
お

よ
び
観
覧

・
視
察

は
真

に
知
識
を
開
発

で
き

る
よ
う
な
も

の
を
尽
く

し

て
導
き

、

手
落
ち

が
な

い
よ
う

に
す

る
。

、

錬
兵

に
関
す

る
も

の
は
、
決

ま

っ
た
施
行

日
を
待

っ
て
観
覧
す

る

こ
と
を
勧

め
る
よ
う

に
す

る
が
、
特
別

に
彼

ら

の
た
め

に
、

臨

時
に
観
兵

で
き

る
よ
う

に
す

る
。

一
、

そ

の
他

は
、
随
時

に
議
論

し
て
、
懇

切
に
誘
導
す

る
こ
と

に
最
善
を

尽
く
す
。
但

し
、
復
命

し

て
処
理
す

る
こ
と
を
良
く
知
ら

(48

)

な

い
場
合

に
は
保
留

し

て
置
き

、
ま
ず
前
も

っ
て
予
定

す

べ
き

で
は
な

い
。

こ

の
よ
う

に
、

日
本
は
朝
士
視
察
団

の
任
務
を
明
確

に
知

っ
て

い
た
訳

で
は
な

い
が
、

彼

ら
朝

士
た
ち

の
宿
舎

問
題
を
は
じ
め
、
彼
ら

の
任
務
遂
行

に
積

極
的

に
協

力
す
る

こ
と
を
明
ら
か

に
し

て

い
た
。
そ

の
外

に
も
、

日
本
側
は
彼
ら

に
、

軍
事
訓
練

お
よ
び
諸
般
施
設
を

観
覧

で
き

る
よ
う

に
す

る
、
と
確
約
し

て

い
た
。

こ
う

し
た

日
本
側

の
協
力

の
下
で
、
朝
士
視
察
団
は

四
月

=

日
、
対
馬
島

に
到
着

し
た
後

、
長
崎

.
大

阪

⊥
尽
都

.
神
戸

.
横
浜
等

の
施

設
を
視
察

し
、
沿
路

の
地
方
官

た
ち

に
接
待
を
受

け
な

が
ら
、

四
月

二
八

日

(陽

、

五
月

二
五
日
)

に
東
京

に
到
着

し
た
。
彼

ら

は
、

日
本
側

の
要
請

通
り

に
外

務
省

を
訪

問
し

て
入
国
申
告

を
し
た
後

、
七
月

一
四
日

(陽
、
八
月
八

日
)

に
東
京
を
離
れ

る
と
き

ま

で

(
49

)

自
分

た
ち

に
与
え

ら
れ
た
任
務
を
遂
行

し
た

の
で
あ
る

。
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〈表3>

一八八一年朝魚糊 士日本視察団に関する一研究
一 「聞見事件類」と 「随聞録」を中心として一

李1永 の税關事務調査 日程

(193)

日 時 接見人物(官職) 調 査 内 容
4.12(5.9) 河野通猷(長崎税關長) 税務問答

4.,16(5.13} 高橋新吉(神戸税關長) ク

4.26(5.23) 奥井清風(神戸税關書記官) ク

5.5(6.1} 宮本小一(外務省大書記官)

蜂須賀茂紹(大蔵省關税局長)・石川有幸(大蔵省小書記官)

有島武(大蔵省小書記官)

税則問答

税則論議・『條約類纂』貸出

5.7{6.3) 蜂須賀茂紹 税關事務問答

5ユ2(6.8) !/

「税關事例」の調査に対する質問に答えてくれ

ることを要請する

5.15(6.11) 山野景範(外務省大輔)・宮本小一 税務問答

5ユ7(6.1.3) 何如璋(駐日清國公使) 税則問答

5.18(6.14} 蜂須賀茂紹有 島武 「税關事例答録』領収

5.24(6.20} 本野盛享(横濱税關長)・葦原清風(横 濱税關副關長)・

渡邊至(横 濱税關文書課長)・菊名啓之(横 濱税關受税課長)・

富田淳久(横 濱税關鑑定課長)

税務問答

5.25{6.21) 本野盛享 横濱港施設視察

5.26(6.22) e錫 朋(駐横濱清國領事)

本野盛享葦原清風
税則問答

税務問答

5.27(6.23) 丸毛利恒(横濱税關文書課員)・向坂常(横濱税關會計簿記)

津川良藏(横濱税關外國事務)・本野盛享・菊名啓之

税關事務見學 「税關全図」製作依頼

5.28(6.24) 横濱税關各課職員 輸入・収税節次講論

6.1(s.zs) 萢錫朋 税務問答

6.2{6.27) 葦原清風 各課職員 輸入節次講論

6.3(6.28) 各課職員 輸出節次講論・各課事務問議

6.7(7.2) ., 商品荷役節次講論

6.14(7.9) 中村庫輔(横濱税關監視課長) 商品荷役節次實習

sal(7.12) 鑑定節次見學

6.22(7.17) r條約類築』校正始作

6.26(7.21) 中田武雄(漢學者) 中田と『條約類纂』校正

6.29(7.24) 中田武雄 ク

7.2(7.27} 〃 〃 元帳対照完了

ス3(7.28) 有島武 有島武に『條約類纂』再校依頼

7.5(7.30) 何如璋 税則問答

7.6{7.31) 「釜山元山半年輸出入表」の訳

7.10(8.4) 中田武雄 中田に『條約類纂』三校依頼

7.ユ5(8.9) 本野盛享・葦原清風 外國人居留地視察

7.20(8.14) 奥井清風 『條約類纂』のなかの税則財名の校正を奥井
に依頼

7.21(8.15) 高橋新吉 税務問答

この表は李鋳永の『日嵯集略』によって作成したものである。
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彼

ら
は
各
自

が
担
当

し
た
特

殊
任
務
、
す
な
わ
ち
各

省

の
事
務

、
税
関
事
務
、

陸
軍
操

錬
、
汽
船
運

航

に
関
す

る
調
査

に
着
手

し
た
。

彼

ら
は
、

こ
う

し
た
仕
事
を

す
る
た
め
に
、
主

に
そ

の
分

野

の
日
本

側
実
務

者
と

の
接
触
を

通
じ

て
、
研
究
し
調
査

し
な
が
ら

、
関
連
資

料
を

も
ら

い
、

こ
れ
を

日
本

側

の
協
力
を
得
な

が
ら
漢
訳
す

る

こ
と

に
主
力

を
注

い
だ

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

こ
と
は
、
李
害
や
水
の
任

務
遂

行
過
程
を
示

し

て

い
る

〈
表

3
>
に
良
く

現
れ

て
い
る
。

そ
れ
と
同
時

に
、
彼

ら
は

日
本

の
政
界
要
人
と

経
済
界

人
士
、
お

よ
び
在
野
著
名
人
、
そ
し

て
、
駐

日
清
国
使
節
な
ど

に
会

い
、
日
本

(
50

)

の
内
情
全

般

や
国
際
情

勢

に
関
し
て
意
見

を
交
換
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
そ

の
実
態
を
把
握

す

る
た

め

の
助
け
を
得

た

の
で
あ

る

。
ま

た

、
彼

ら
朝
士

た
ち
は

明
治
維
新

以
後
、

日
本

が
推
進

し
た
富

国
強
兵
政
策

の
成
果

で
あ
る
近
代
的
施

設
お
よ
び
陸
海

軍

の
訓
練
実
況

、

(
51

)

そ
し

て
諸

般
制
度
を
視
察

し
調
査

し
た

。

そ

の
他

に
も
、
魚
允
中

は
大
蔵
省
事
務
を
調
査
す

る
任
務
を
兼

ね

て
、

一
つ
の
特
殊
任
務
を
持

っ
て

い
た
が
、
そ
れ

は
自

分

の
随
員
た

ち
を

呆

に
留
学

さ
せ

る
こ
と

で
あ

つ
娩
)・
し
た
が

っ
て
・
彼

は
警

溶

・
柳
定
秀
を
慶
応
輩

に
、
伊
致

昊
を
同
志
社

に
入
学

さ
せ
、

(
53

)

日
本
語
な
ど
を
学

習
す
る
よ
う

に
し
た

の
で
あ
り

、
ま

た
金
亮

漢
は
造
船
所

で
造
船
技

術
を
習
得
す

る
よ
う

に
し
た

の
で
あ

る

。

以
上

に
考
察

し
た
よ
う

に
、
朝
士
視
察

団

の
朝

士
た
ち
が
彼
ら

の
任
務
を
遂
行
す

る
際

に
お

い
て
、

日
本

側

の
協
力

は
積
極
的

で
あ

っ

た
。

し
か
し
、
日
本
側

の
協
力
が
友
好
的
な
動
機
だ
け

に
よ

っ
て
行
わ

れ
て

い
た

の
で
は
な
く
、

そ

の
背
後

に
は
、
政
治
的

乃
至
経
済

的

(
54

)

な
利
害

関
係
が
大

き
く
作
用

し

て
い
た

の
で
あ

っ
た

。

(
2
)
復
命

朝
士
視
察

団

の
朝
士

た
ち
が
任
務
を
終
え

て
帰

国

・
復
命

し
た
過
程
を
考
察

し

て
見
る
と
、
次

の
通
り

で
あ

る
。
朝
士
視
察

団

の
な
か

圃

で
・
魚
允
中
と
金
傭
元
の
考

な
朝
士
と
警

溶
な
ど
・
彼
ら
の
随
行
員
を
除
≦

・
名
の
朝
士
た
ち
は
、
随
行
員
と
共
に
閏
七
月

百
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(陽
、

八
月

二
五
日
)

に
長
崎
を
出
発

し

て
・
翌
日
に
釜
山

に
到
着

し
協
)。

彼
ら

は
、
帰
京

の
際

に
、

二
ヶ
月
余
り

の
時
間
を

か
け
、
彼

ら
が
遂
行

し
た
任
務

の
結
果

に
関
す

る
報

告
書
を
作
成

し
た

の
で
あ
り

、

八
月
二
吾

、
李
元
會
の
復
趨

を
始
め
と
し
て
・
八
月
三
。
日
に
は
朴
定
陽

●
趙
渠

涜

相
学

李
漿

・
厳
世
い胸
)な
ど
が
・
九
月

百

に
は
関
藤

∵

洪
英
樋

が
・
そ
し
て
・
九
月
二
日
に
は
趙
霧

が
そ
れ
ぞ
れ
復
命
し
繭
)・
ま
た
・
呆

に
残
助田
し
た
魚
允
中
は
朝

.

(60

)

米

条
約

の
協

商

に
関
す

る
特
殊

任
務
を
持

っ
て

、

一
〇
月

二
日
に
天
津

に
渡
り

、
李

鴻
章

・
鄭
観
応

・
周
酸

な
ど
と
会
談

し
た
後
、

一

(
61

)

一
月

一
〇
日
、
釜

山

に
帰

国
し

て

一
二
月

一
四
日
に
復
命

し
た

。

一
方
、
汽
船
運
航

に
関
し

て
調
査
す

る
任
務
を

帯
び

て

い
た
金

傭
元

は
、

日
本

で
自

ら

の
任
務
と
直
接
的

な
関
連
が
な

い
化
学
と
養

蚕
学
を

修
学
し
な
が
ら
滞
留

し

て

い
面
)・

日
本

に
引
き
続
き

滞
留

し
た
金
鋪

元
と
復
命

時

の
莚

説
が
残

っ
て
な

い
李

元
會
を

除
く

一
〇
名

の
朝

士
た
ち
が
、

日
本

の
実
情
全

般

に

関
し

て
観
察

.
調
査

し
た

こ
と
を
復
命
時

に
高
宗

に
報
告

し
た
莚
説
は
記
録
と

し
て
残

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ

の
莚

説

の
内
容
を

分
析

し

て
見

る
と
、
明
治

日
本

に
対
す

る
朝
士
た
ち

の
評
価
が
肯
定
的
な
も

の
と
否
定
的
な
も

の
と

で
、
両
分

さ
れ

て
い
た
こ
と

が
分

か
る
。

ま
ず

、
明
治

日
本
を
否
定
的

に
評
価

し
た
朝
士
た
ち
は
、
朴
定
陽

・
鄭
準
永

・
厳
世
永

・
李

鋳
永

・
閾
種
黙

・
沈
相
学

・
姜
文
馨

・
趙

乗
稜
な
ど

で
あ
る
が

、
こ

の
中

の
代
表

的
な
見
解
と

し

て
の
朴
定

陽

・
趙
準
永

・
姜
文

馨
な
ど

の
報
告
を
考
察
す

る
と
、
次

の
通
り

で
あ

る
。

つ
ま

り
、
朴

定
陽

は
高
宗

が

「
日
本

の
強
弱
は
如
何

で
あ

っ
た
だ

ろ
う

か
?
」
、
と

下
問
し
た

こ
と

に
対
し
、

下
記

の
よ
う

に
、
当

時

の
日
本

の
富

国
強

兵
政
策
を
批

判
し

て
答
え

た

の
で
あ

る
。

「
[
日
本
は
]
外
様
を
見

る
と
、

か
な
り
富
強

の
よ
う

に
思
わ

れ
ま
す
。
領
土
が
広
く
な

い
の
で
は
な
く

、
軍
兵
は
強
く
な

い
の
で
は
な

く
、
宮

室
と
機

械
が

眼

に
華

や
か

で
な

い
の
で
は
な

い
。

[
し
か
し
]
そ

の
中
を
詳
細

に
察
し

て
見

る
と
、

そ
う

で
は
な

い
所
が
あ
り
ま

す
。

一
度

、
西
洋

と
通
交

し
た
後

は
、
単

に
巧
妙
な
こ
と

だ
け
を
追
う

ば
か
り

で
、
財
政
が
枯
渇
し

て
行
く

こ
と

は
考
え

て
な
か

っ
た

の

で
、
機
械
を
設
置
す

る
度
毎

に
、
各

国

に
負
債

を
負
う
額

が
甚

だ
多
く

な
り
ま
し
た
。
そ

の
機
械

か
ら
利
益
が
残

る
も

の
を
、
そ

の
国
債
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の
利
子
と
計
算

し

て
み
る
と
、
し
ば

し
ば
不
足
す

る
と
言
・?
心
配
が
あ
り
ま
す
。

そ

の
間
に
、
西
洋

人
に
侮
辱
を
受

け
、
敢
え

て
生
気

を

振

る
え
ず
、

一
様

に
そ

の
制
度
を
追

い
、
上

で
は
政
法
と

風
俗

か
ら
、

下
で
は
衣
服
と
飲
食

に
至
る
ま

で

の
習
慣

が
変

わ

っ
て
な

い
も

の

(
63

V

が
あ
り
ま

せ
ぬ

。
」

こ

の
よ
う

に
、
朴
定

陽
は
、
日
本
が
明
治
維
新

以
後
富

国
強
兵
を
成

し
遂
げ
た
点
は
認
め

て
は

い
た
が
、
そ
れ
は
実
益

が
な

い
と
見

て
、

そ

の
価
値

を
高
く
評
価
し

て
な
か

っ
た

の
で
あ
り
、
ま
た
、

日
本
が
文

化
や
制
度

面

で
西
洋
化
さ
れ
た

こ
と
も

批
判
的

に
見

て

い
た

の
で

あ

る
。

そ
し

て
、
趙

準
永
と
姜
文
馨
も

、
高
宗

が

日
本

の
西
洋
化

に
対

し
、

「倭

人

が
他

国

の
法

を
皆
好

ん

で
、
た

ぶ
ん
、
折
衷

し
な
か

っ
た

(
64

)

の

で
、

服
色

ま

で
も

そ

の
よ
う

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

よ
う

だ

。

こ
れ

は

、

そ

の
国

を
失

う

こ
と

で
あ

る

」
、
と

い
う

や
、

こ

れ

に
答

え

て
、

そ

れ

ぞ

れ

「
聖

教

が
真

に
正

し

い
こ

と

で
御

座

い
ま

す

。

[
日
本

が
]

短

点

を

捨

て

て
、

良

い
点

を

取

れ
ず

、
全

て

[西

洋

を

]

真

似

る

(
65

)

の
で
、
今

日

の
日
本

は
土
地
と
人
民
以
外

に
は
、

一
つ
も
旧
制
が
御
座

い
ま

せ
ん
、
」
と
答
え

、
あ

る

い
は
、

「
[
日
本

の
衣
服

制
度

の
改

(
66

)

革
は
]
単

に
、
そ

の
国
を
失

っ
た
ば

か
り

で
は
な
く
、
彼
ら
も
恥
ず
か

し
が

っ
て

い
る
様
子

で
し
た

」
、
と
答
え

て
、

日
本

の
西
洋
化

を

否
定
的

に
評

価
し
た

の
で
あ

る
。

次

に
、
明

治
日
本
を
肯
定
的

に
評
価

し
た
朝

士
は
洪
英
植
と
魚
允
中

で
あ
り
、
彼
ら
は
次

の
よ
う

に
高
宗

に
報
告
し
た

の
で
あ

る
。
す

な

わ
ち
、
洪
英
植

は
高
宗

が
、
「
日
本

の
制
度

が
宏
大

で
政
治

が
富

強

で
あ

る
と

言
わ
れ

て

い
る
が
、
察

し

て
見

て
、

そ

の
よ
う

に
感
じ

た

で
あ

ろ
う

か
」
、
と
下
問
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
、
次

の
よ
う

に
答
え

て
い
る
。

「
そ

の
制
度

が
、
た
と
え
宏
大

で
あ

っ
て
も

、
そ

れ
は
皆
集

ま

っ
て
、
か

つ
積

ま
れ

て
成

さ
れ
た
も

の
で
御
座

い
ま
す

。
財
力

に
至

っ

て
は
、

そ

の
事
を
起

こ
す

こ
と

が
甚
だ
盛

ん
で
あ

る

の
で
、
常

に
不
足
す

る
こ
と
を
心
配

し

て
お
り
ま
す
。

そ

の
軍
政
が
強
く
な

い
の
で

は
な

い
の
で
す

が
、
こ
れ
は
皆
、
昼
夜

に
か
け

て
熱
心

に
、
斎
心

一
力

し

て
成

し
た
も

の
で
御
座

い
ま
す
。
彼

ら
が
成

し
た
事
を
持

っ
て
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(
67
)

見

る
と
、
真

に
難

し

い
こ
と

で
は
御
座

い
ま
せ
ぬ
己

こ
の
よ
う

に
、
彼

は

日
本
が
明
治
維
新
以
後
成

し
遂
げ
た
富

国
強
兵
を
好
意
的

に
評
価

し
た
。

魚
允
中
も

、
当
時

の
国
際
情
勢

が

「
常

に
富
強
だ
け
を

計

っ
て

い
た
戦
国
時
代
と
同

一
で
あ

る
だ

ろ
う

か
」
、
と

言
う
高
宗

の
質
問

に

答
え

て
、

「真

に
そ
う

で
御
座

い
ま
す
。
春
秋

戦
国
は
ま

さ
に
小
戦

国

で
あ
り
、
今

日
は
大
戦
国

で
あ

る
の
で
、
全

て
の

[国
が
]

た
だ

(
68
)

智
力

で
争
雄

す
る
だ
け

で
御

座

い
ま
す
」
、
と
答
え

て

い
る
。
そ
し

て
、

こ
の
よ
う

な
現
実
的

な
判
断

の
下

で
、
彼
は

日
本
も
、

「現
在

の

局
勢
を
振
り

返
る
時

に
、
富
強

で
な
け
れ
ば
保
国

で
き

な

い
の
で
、
上

下
が
合
心

し

て
経
営

す
る

の
は
ま
さ

に
こ

の

一
事
だ
け

で
御
座

い

(
69

)

ま
す
」
、
と
答
え

て
、

日
本

の
富

国
強
兵
政
策
を
時
勢

に
適

し
た
合

理
的
な
も

の
、
と
評
価
し

て

い
た
。
ま

た
、
彼

は
、
高
宗

が

「
近
来

に
、
中

原

[
中
国
]
は
果
た

し

て
ど

ん
な
事

に
力
を

入
れ

て
い
る

の
で
あ

ろ
う

か
?
」
、
と
訊

い
た

こ
と

に
答
え

て
、

「
初
め

に
は
軍
務

に

専
心
を
傾
け

た
が
、
近
来

に
は
招
商

局
を
再

開
し
、
輪
船
を
使
用

し
て
商
業
も
奨
励

し

て
い
ま
す
。

[何
故
な
ら
ば
」
外
人
が
来

る
訳
は
、

ま

さ

に
通
商

(が
目
的
)

で
あ

る

の
で
、
我

々
も
霧

で
応

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か

ら
で
函

・
と
篁

て
・
富

国
強
兵
政
策

が
日
本

に
限
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
清
国
も
施
行

し
て

い
た
、
と

い
う
点
を
明
ら
か

に
し
て

い
た
。

以
上

の
よ
う

に
、
復
命
時

の
莚
説
を
残
し
た
朝

士

一
〇
名
中

に
、
朴
定
陽

・
趙
準
永

・
姜

文
馨
な
ど

八
名

は
、
明
治

日
本

の
発
展
相

に

対

し

て
批
判
的

な

い
し

は
否
定
的

に
見
た
反
面
、
残
り

の
二
名

(魚

允
中

・
洪
英
植

)
は
こ
れ
を
好
意

的
な

い
し
は
肯
定

的

に
見

て
い
た
。

そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、

こ
れ
ら

二

つ
の
グ

ル
ー
プ

の
朝
士

た
ち
は
、
朝
鮮

の
開
化

・
自

強
と
関
連

し
た
政
策
構
想
を

展
開
す

る
上

で
も

、

異
な

る
立
場
を

と

っ
た
。

つ
ま
り

、
前
者

は
朝
鮮

の
伝
統
的

な
文
化

と
制
度
を

温
存

さ
せ
な

が
ら
、
西
洋

の

一
部
技
術
だ
け
を
受
容
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
開
化

.
自
強

の
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
が

で
き

る
と

い
う
立
場
を
と

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
れ
と
は
異

な
り

、
後

者
は
朝
鮮

が
日
本
と
同
様

に
、
富

国
強
兵
を
な
し
遂
げ

る
た
め

に
は
、
朝
鮮

の
既
存
制
度

の
な
か

で
、
少
な
く
と
も
身
分

制
度

・
科
挙
制
度

・
軍
事

制
度

な
ど

を
含

む
主
要
制
度

の
改

革
を
断
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
、
と

い
う

立
場
を
と

っ
た

の
で
あ

る
。
故

に
、
こ

の
論
文

で
は
、
便
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宜
上
、
前
者
を
自
修
自

強
論
者

、
そ
し

て
後
者
を
変
法
自
強
論
者
と
称
す

る
こ
と

に
す
る
。

1

H

朝
士
た
ち
の
日
本
観

自
修
自
強
論
者
の
日
本
観

神奈川法学第37巻 第1号2004年(198)

朝
鮮
時

代

に
お

い
て
は
、
暗
行

御
史
が
任

務
を
終
了
す
れ
ば
帰
還
し

て
書
啓

と
別
単
を
各

一
通
作
成
し
、
復
命

日
に
、
王

に
提
出
す

る

の
が
常

規

で
あ

っ
た
。
書
啓

は
、
王
が
下

し
た
封
書

に
指
示
さ
れ
た
事

項
を
採

訪
記
載

し
た
文
書

で
書
簡
形
式

に
な

っ
て
お
り
、
別
単

は

書
啓

に
添
付
さ
れ

る
附
属
書
類

で
、
書
啓

が
復
命

に
必
須
文
書

で
あ
る

の
に
対
し

て
、
別
単
は
見
聞
と
採
訪
事

項
が
多

い
こ
と
か
ら
生

じ

(
71

)

る
追
加

書
類

で
あ

る

。

自
修
自

強
論
者

に
属
す

る
朴
定

陽

・
趙
準
永

・
姜

文
馨

・
李

鋳
永

・
閾
種

黙

・
沈

相
学

・
厳
世
永

な
ど
八
名

の
朝
士

た
ち

の
対
内
職
街

は
、
「
東
莱
暗
行
御
史
」

で
あ

っ
た
。

し
た

が

っ
て
、
彼

ら
も

〈
表

4

>
に
示

さ
れ

て
い
る
よ
う

に
、
封
書

で
詳
探
す

る
よ
う
指
示

さ
れ
た

日
本

の

「朝

廷
議
論

・
局
勢
形
便

・
風
俗

人
物

・
交

聰
通
商
」

な
ど

、
実
情
全
般

に
関
し

て
調
査
し

た
結

果

に

つ
い
て
、

『
聞
見
録
』

ま

た
は

『聞
見
事
件
』

乃
至

『
聞
見
条
件
』

と

い
う

題
目

の
書
啓
を
作
成

し
た

の
で
あ
り

、
こ
れ
ら

の
人

の
数
名

は
彼

ら

の
出
発

か
ら
帰

還

に
至

る
旅
程
を

記
録

し
た
別
単
も
、
別
途
作
成

し

て
、
こ
れ
ら

の
報
告
書
を
復
命

日

に
、
高
宗

に
呈
納

し
た

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ
で
、
自
修
自

強
論
者
に
属
す

る
朝
士

た
ち
が
残

し
た

『
聞
見
事
件

類
』
は
、
正

・
草
本
を
合

わ
せ

て

一
五
巻

が
現
存
す

る
。

し

た
が

っ
て
、
こ
こ

に
は
、
主

に
こ

の
よ
う

な
記
録
を

分
析
し

て
、
彼
ら

の
日
本
観
を
考

察
し
、

こ
れ
を
歴
史
観

・
政
治
観

・
経
済
観

・
社

会
観

・
通
商
観

な
ど

に
区
分
し

て
、
究
明

す
る
こ
と

に
す

る
。

そ
れ
と
共

に
、
分
析

の
便
宜
を
図

る
た
め

に
、
李

鋳
永

・
趙
準
永

・
姜

文



X99
一八八一年朝魚糊 士日本視察団に関する一研究
一 「聞見事件類」と 「随聞録」を中心として一 (199)

〈表4>朝 士視察團 朝士たちの 「見聞事件類分類表」

一連

番號
著 者 書 名 構 成 奎章 閣

圖書番號
備考(影 印事項)

#1 朴定陽 日本國聞見條件
聞見條件だけ
で構成される

●
(鞭 學文献研究所編、

『朴定陽全集』第五巻)

#2 趙準永 日本聞見事件草二
別軍と聞見録
で構成される 7769-2 ●

#3 〃 日本聞見事件草一・
聞見録のみが

収録される
7689-1 ■

#4 姜文馨 聞 見 事 件
聞見事件だけ
で構成される 15250 ●

#5 〃 聞 見 事 件 lj 21349
#4と同0の 内

容 である

#6 李鋳永 日本聞見事件草一 別軍だけで
構成される

7767-1 ●

#7 〃 日本聞見事件草
聞見録だけで

構成される
7769-3 ●

#g 〃 日本聞見事件草二 ク 7767-3
#7と同0の 内

容 である

#9 〃 東莱御史書啓軍
別輩と聞見録
で構成される

■

(韓國學文献研究所編、

『魚允中全集1)#6と#7を

合わせたものである。こ

れから推測するとこの本

は魚允中のものではない

#10 〃 聞 見 事 件 聞見事件だけ
で構成される

1311-3
#7と同一 の 内

容 である

#11 閾鍾黙 聞 見 事 件 ク 1311-2 ●

#12 沈相學 日本聞見事件草二
別軍と聞見録
で構成される 7767-2

従 来、 閾鍾黙 の も
の として知 られ て
いたがこれは誤 り
である

#13 嚴世永 日本聞見事件草一 別軍と聞見録を
区別してないが、

内容としては含

めている

7769-1 ●

#14 〃 日本聞見事件草二 7689-2
#13と 同 一 の 内

容 である

#15 ク 聞 見 事 件
別軍に該当す
る内容がない 131Y-1 ■

#16 魚允中 財 政 見 聞
歳入歳出など7つの項

目で構成されている
●
(韓國學文献研究所編、『
魚允中全剰)
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馨

・
厳
世
永

の
よ
う

に
、
異

本
が
あ

る
場
合

に
お

い
て
は
、
内
容

対
照
を
通

じ

て
正
本

と
し

て
認
め
ら

れ
た

一
連
番

号

2

な
ど

の
記
録
を

分
析
対
象

と
し
た
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し

て
置
く
。

(
#
)

N

恥
、
P

お

神奈川法学第37巻 第1号2004年(200)

(
1
)

歴
史
観

自
修
自
強
論
者

に
属
す

る
朝
士
た
ち
が
、
日
本
が
明
治
初
め

に
至

る
ま

で
辿

っ
て
来
た
歴
史
的
経
路
を
ど

の
よ
う

に
認
識
し
た

の
か
に

つ
い
て
考
察

す
る
前

に
、
彼
ら
が
日
本

の
地
理
的
環
境

に
対
し
、
ど

の
程
度

の
知
識
を
持

っ
て

い
た

の
か
を
考
察

し
て
み
る
と
、
次

の
通

り

で
あ

る
。

厳

世
永
は

日
本

の
地
理

一
般

に
対

し

て
、

「全

国

の
地
勢

は
、
東
高

西
下

で
、

北
緯

三

〇
度
か
ら

四
五
度

～
四
六
度

に
達
し
、
経
線
は

(72

)

東
京

の
極
東

が

=

度

、
極
西
が

四

一
度

で
あ

る
。
面
積

総
数
は

二
四
、
七
九

六
萬

方
里

で
あ

る

」
、
と
言

っ
て
お
り
、
朴
定
陽

は
日
本

が
東

ア
ジ

ア
で
占
め

て

い
る
地
理
的
位
置

に
対
し
、
次

の
よ
う

に
理
解

し
て

い
た
。

「
日
本

は
、
東
海
中

の

一
つ
の
島

国

で
あ
り
、

四
面
が
海

で
あ

る
。
西
北

は
我

が
国

の
東
莱
と
機
張
等

の
地

に
相
面

し

て
お
り
、
直
北

は
樺
太
島
を

境
界

に
、

ロ
シ
ア
と
接
境

し
た
。
東
北
は
千
島
列
島

が
断
続

し

て
、

ロ
シ
ア

の
カ
ム
チ

ャ

ッ
カ
半
島
と
相
連

し
て
お
り
、
東

(
73
)

南

は
太
平
洋

で
あ

る
。
西
南

は
琉
球
諸
島

で
あ
り
、
中
国
の
台
湾
と
真
向
か

っ
て
い
る

。
」

こ
の
よ
う

に
、
厳
世
永

が
緯
度
と
経
度

の
よ
う
な
科
学
的
概
念
を
利
用

し

て
、

日
本

の
地
図
上

の
位
置
を

説
明
し

て
お
り
、
朴
定

陽
が

当
時

の
領
域

問
題

で
日

・
清

・
お
よ
び

日

・
露
問

で
緊
張

が
高
ま

っ
た
琉
球

・
台
湾

・
樺
太
島
等

の
地
を

取
り
上
げ
な
が
ら
、
そ

の
地
理

的
位
置
を
説
明
し

て

い
る
点
を
見

て
も
、
自
修
自
強
論
者

た
ち

は
日
本

の
地
理
的
環
境

に
対

し
、
相
当

な
知

識
を
持

っ
て

い
た
、
と

言
え

よ
う
。

次

に
、
彼

ら
は

日
本

が
明
治
維
新
を
断
行
す

る
ま

で
に
辿

っ
て
来

た
歴
史
を
、
ど

の
よ
う

に
認
識

し
た

の
か

に

つ
い
て
考
察

し

て
み
る
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と
、
次

の
通
り

で
あ

る
。

日
本

の
神

話
時
代
か

ら
明
治
維
新
ま

で
の
歴
史
を
概
観

し
た
朝
士
と

し
て
は
、
厳

世
永
を
挙
げ

る
こ
と

が

で
き

る
。
彼

は
、

『年
契
表
』

(
74

)

と

い
う
古

文
献
を

引
用
し

て
、

日
本

の
神
話
時
代

に

「
天
神
七
代
」
と

「
地
神

五
代
」
と

い
う

、
所
謂

「
神
世
」

が
あ

っ
た
と

し
た
後

、

『本
朝

通
鑑
』
と

『
日
本

政
紀

』

の
よ
う

な
史
書
を
参
照
し

て
、
次

の
よ
う

に
、

日
本
歴
史
を
概
括
し

て

い
た
。

「辛

酉

[
①
8
φ
ρ
]
年

神

武
主

[天
皇

」
か
ら
丁
卯

[
一
八
六
七
]
年

孝
明
主

に
至

る
ま

で
、
国

の
年

代

・
位
置

・
制
度
を
証
明

で

き

る
文
献

が
あ

る
。
し
か
し
、
関
白

が
執

政
し

て
壇
権

し
た
後
、
源
氏

・
平
氏

の
門

戸
が
各
立

し
て
、

三
数
百
年
間

に
、
日
主

は
単

に
虚

位

を
守

っ
た
だ
け

で
あ

っ
た
。
徳

川
氏

に
至

り
、
崇
儒

す
る
国
中

の
読
書
明
義

之
士

が
争

っ
て
尊

王
廃
藩
論

を
引
き
起

こ
し

た
。
戊
辰

[
一
八
六
八
]
年

初
め

に
、
ま
ず
、
徳

川
氏
を
納
土
帰
邸

さ
せ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
各

藩
を
次
第

に
罷
帰

さ
せ
、

日
本
全
幅

が
よ
う

や
く

(
75

)

日
君

の
版
図

に
な

っ
た
。
引
き
続

き
、
旧
制
を
撃
破
し

て
、

一
代

}
号

の
制
度

を
定
め
、
明
治
を
年
号

に
し
た

。
」

こ
の
よ
う

に
、
彼
は
、

日
本
古

代

の
天
皇
制
か
ら
鎌
倉

・
室
町
幕
府
、
お
よ
び
徳
川
幕
府
を
経

て
、
尊

王
撰
夷
運
動

に
よ

っ
て
、
王
政

復
古

、
す
な

わ
ち

明
治
維
新

が
断
行
さ
れ

た
過
程
を
略
述
し

て

い
た
。
そ
し

て
、
彼
ら

が
、
明
治
維

新
が
断
行
さ
れ
た
理
由
と

そ

の
推
進

勢
力

に
対

し
、
ど

の
よ
う

に
認

識
し

て

い
た

の
か
を
考
察

し

て
見
る
と
、
そ

の
代
表
的
な
見
解
を
、
朴
定

陽

の
次

の
よ
う

な
記
録

に
見

い

出
す

こ
と
が

で
き

る
。

「
最
初

に
、
西
洋
と

通
交
す

る
時

に
、
朝
議

が

一
様

で
な
く
、
時

に
は
撰
外

不
納
者
も
あ

っ
た

の
で
あ
り

、
あ

る

い
は
開
国
請

納
者
も

あ

っ
た
。
西
洋
と

通
交

し
た
後
も
、
時

に
は
政
法
を
皆

、
西
人
を
模
倣

し
よ
う

と
す
る
も

の
も
あ

っ
た

の
で
あ
り
、
あ

る

い
は
そ

の
ま
ま
、

旧
制
を
守

ろ
う
と

す

る
も

の
も

あ

っ
た

の
で
あ
る
が
、

「
開
港

党

・
鎖
港
党
」
、

「
開
化
論

・
守

旧
論
」

と
呼
び
な

が
ら
、
互

い
に
謀
陥

し

て
、
長

い
間
衝

突
し
た

の
で
あ

る
。

こ

の
時

に
直
面

し
て
、
関
白

の
余
党
は
中

で
倣
乱

し

て
、
欧
米

の
強
敵

は
外

で
侵
虐

し
た
。
執

政
し

た
数

人
が
臆
決
侶

起
し

て
衆

議
を
排
除
し
、
主
威

[天
皇

の
権
威

]
を
頼

っ
た
が
、
朝
廷

で
は
是
非
が
定
ま
ら
ず
、
野
衡

に
お

い
て
も
議
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論

が
さ
ま
ざ
ま

で
あ

っ
た
。
甚
だ
し
く

は
大
臣

が
街
路

で
喫
劔

し

て
も

そ

の
意

を
変
え
ず

、
そ

の
ま
ま
通
和
を
認
め
、
か
な
り
西
法

を
模

倣

し
た

の
で
あ

る
。
今

日
に
昨

日

の
法
を
改

正
し
、
明

日
に
今

日

の
法
を
改

正
し
た
。
し
た

が

っ
て
、
鎖
港

・
守

旧
を
主

張
す

る
人

は
、

(
76
)

再
び
敢
え

て
朝
議

に
参
列

で
き
な

い

。
」

こ

の
よ
う

に
、
彼

は
、
明
治
維
新

は
内
憂
外
患

に
会

い
、
西
欧
化

を
志
向

す
る

「
開
化
党
」

が
決
行

し
た
も

の
で
あ
り
、
そ

の
後

、
彼

ら
が
政
権
を
取

っ
て
、
急
激

な
西
欧
化
を
推
進

し
て

い
る
と
見

な
し

て

い
た

の
で
あ
り
、

こ
う

し
た
見
解

は
他

の
朝

士
た
ち
か
ら
も

見

い

出
す

こ
と
が

で
き

る
。

以
上

に
考
察

し
た

よ
う

に
、
自

修
自
強
論
者

た
ち
は

日
本

の
地
理
的
環
境

や
日
本

の
歴
史
、

お
よ
び

明
治
維

新

の
背

景
な
ど

に
関

し
、

比
較
的
正
確

に
認
識

し

て

い
た

の
で
あ

る
。

(2
)
政
治
観

ま
ず
、
自
修
自
強
論
者

た
ち
が
明
治
維
新
以
後
、
西
欧
式

で
改
革

さ
れ
た
日
本

の
政
治
制
度

に
対

し
、
ど

の
程
度
理
解

し

て

い
た

の
か

を
考
察

し
て
み
る
と

、
そ

の
代
表
的
な
も

の
と

し
て
、
次

の
よ
う

な
朴
定

陽

の
記
録
を
あ
げ

る
こ
と

が

で
き

る
。

「
[
日
本
は
]
英

国

の
上

・
下
議
院
を
模
倣

し
て
元
老
院

・
大
審
院
を

設
立

し
た
。
凡

そ

一
法

が
あ

れ
ば

、
官

民
を
問
わ
ず
、
必
ず
大
審

院

に
出

て
ゆ
き
発
議

し
、
大

審
院

は
太
政
官

に
上
申

し
、
太
政
官

は
元
老
院

に
送
り
、
各
省

の
官
吏
を
会
集

し

て
、
言
者

の
貴
賎
を

問
わ

ず

、
た
だ
そ

の
法

の
可
否
だ

け
を
と

る
。
議
長
が

い
て
、
議
席
を
専
管

し
、
た
と
え

一
法

二

令

で
あ

っ
て
も

、
必
ず
会

議

で
決
議

し
た

後

、
施
行
す

る
。

こ
れ
が
、
ま
さ
に
、
立
法

の
大
要

で
あ
り
、
法
令

が

一
応
定

ま
れ
ば
、
そ

の
施
行

は
当
然

に
、
各
省
と
各

地
方

に
委
ね

る
が
、

こ
れ
が
所
謂

、
行
政

の
大
要
領

で
あ

る
。
凡
そ
司
法

は
全
的

に
司
法
省

と
裁
判
所
が
担
当

し

て
お
り

、
各
府

県
に
も

裁
判
所

が
あ

(
78
)

っ
て
、

訴

訟

な

ど

の
事

務

を

管

轄

す

る
。

そ

し

て
、

知
事

と

令

は
、

ま

さ

に

、
行

政

官

で
あ

る

の
で

こ

れ

に

関
与

し

な

い

。
」
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こ

の
よ
う

に
、
彼

は
明
治
維
新
以
後

、
日
本

の
政
治

が
大
審
院
と

元
老
院

の
両
院

が
立
法
権
を

、
太

政
官

と
各
省

お
よ
び
各
府
県

が
行

政
権
を
、

そ
し

て
司
法

省
と
裁
判
所

が
司
法
権
を
そ
れ
ぞ

れ
担
当
す

る
三
権

分
立
的
な
統
治
制
度
を
特
徴
と

し

て
い
る
、
と

い
う
事
実
を

(
79

)

知

っ
て

い
た

の
で
あ

る
。
そ
し

て
、

こ

の
よ
う
な
統
治
制
度

の
機
能

に
対
す

る
理
解
は
他

の
朝
士
た
ち

に
も
見

ら
れ
る

。

そ

の
他

に
も

、
彼
ら

は
官
吏

任
用
制
度

や
刑
法

の
改
革
、
お
よ
び
自
由
民
権
運
動
な
ど

に
対

し
て
も

一
定

の
知
識
を
持

っ
て

い
た

の
で

あ

る
。
す

な
わ
ち
、
彼

ら
は

日
本

の
官
吏
任

用
制
度

は
、
「
設
科

し

て
取
士
す

る
法

が
な
く
、
各
学
校

の
生
徒
が
卒
業

す
る
と

、
才
能

に

し
た
が

っ
て
採

用
し
、
党

論

に
嫌
碍

さ

れ
た
り
、
華

壬

族

と
平
民

の
身

分
的
差

別
が
な

い
こ
と
」

を
理
解

し

て

い
繭
)・
ま

た
・
彼

ら

は
、
日
本

が
西
欧
式
警
察
制
度

を
導

入

・
実
施
し

て
お
り
、

フ
ラ
ン
ス
法
典
を
参

照
し

て
、
徒

・
流

・
杖

・
答

の
よ
う
な
刑
罰
を
罰
金

と

(81

)

懲
役
刑

に
変
え

て
施
行

し

て

い
る
こ
と
も
発
見
し

て

い
た

。
そ
し

て
、
彼

ら

の
な

か

で
関
種
黙
は
、

コ

人

の
弁
士

が
連

唱
し

て
言

っ
て

(82

)

(言

い
)
、
国

の
大
勢

は
人
民

に
あ
る
と
言
う
。

こ
れ
は
、
自
由
権

を
指
す

の
で
あ

る

、
」
と
言

っ
て
い
る

こ
と

や
、
朴
定

陽
が

「
野
論

を

聞
く
と

、

[
日
本

の
政
体

が
]
君

民
共
治
と
言

い
、
朝
士

に
聞
け
ば
府

・
県
会

が
毎

年
国
会
を

開
設
す

る
こ
と
を

請
う

が
、
も
し
国
会

を

(
83

)

許
せ
ば
、
ま
さ

に
君

民
共
治

と
同
様

に
な

る

の
で
、
こ
れ
を
暫
く

認
め
な

い
ま
ま

に

い
る

」
、
と

記
録

し

て
い
る
こ
と

か
ら
推
測
す

る
と
、

彼
ら
は
当
時
、

日
本

の
国
権
論
と
民
権
論

の
対
立

に
関

し
て
も
、
あ

る
程
度
知

っ
て

い
た
、
と
言
え

よ
う
。

彼
ら

の
な
か

の

一
部
は
、
明
治
維
新
以
後
採
択
さ
れ
た

日
本

の
諸
般
制
度

の
中
か
ら
、
長
点

に
な

る
も

の
は
受
容

し
よ
う
と
す

る
姿
勢

を
持

っ
て

い
た

の
で
あ

る
。

こ
れ
は
、
李

鎗
永

が
日
本

の
漢
学
者

で
、

か

つ
歴
史
家

で
あ

っ
た
重
野
安
繹

(
一
八
二
七
～

一
九

一
〇
)

に

言

っ
た
次

の
よ
う
な
言
葉

か
ら
伺
う

こ
と
が

で
き
る
。

「
私

の
今
回

の
訪

問
は
、
貴
国

が
政
体
を

一
新

し
た
と

い
う
話
を
聞
き
、

一
度

[
こ
れ
を
]
遊
覧

し
よ
う
と
す

る
も

の
で
御
座

い
ま
す

。

し
か
し
、

や
は
り
汗

漫

に
遊
覧

し

て
終
わ

る
わ
け
に
は
行
き
ま

せ
ん
。

[貴

国

の
]
法
政

の
な
か

で
、
見

習
う

こ
と
が
あ
れ
ば
、

[我

々
も
]

(
84

)

こ
れ

を

見

習
う

こ

と

が

良

い
で

し

ょ
う

。
」
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し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
受
容
態
度

に
も
拘

わ
ら
ず
、
彼
は

日
本
が
旧
制
度

を

一
度

に
廃
棄
し
、
全

て
の
制
度

を
西
欧
化

し
た
訳
を
理
解

す

る
こ
と

が
出
来
な
か

っ
た
。
結
局
、
彼
は
次

の
よ
う

な
疑
問
を
駐
日
清
国
公
使
、
何
如
璋

に
吐
露
し
た

の
で
あ
る
。

「
日

[本
]
国

の
情
形

は

一
時

の
寓
見

で
は
、
ど
う

し

て
も
理
解

で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
政
治
を

一
変
さ
せ
、
百
度
が
す

べ
て
新

し
く
な

っ

た

が
、

こ
れ
は

、
す
な

わ
ち
西
人

の
制
度

を
模

倣
し
た
も

の
で
あ
り
ま

す
。

こ
れ
が
果

た
し

て
、
西
人
が
指
揮

し
た
も

の
で
あ

り
ま
す

(
85

)

か

?

そ
れ
と

も
、

日
人

が
喜

ん
で
行

っ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
か

?
」

こ

の
よ
う

に
、
彼

は
、
日
本

が
無
分
別

に
西
欧
式
制
度
を
模
倣
し

て

い
る
と
見

て
、

こ
れ
を
批
判

し
た

の
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
な
見
解

は
、
李

鋸
永

に
限
ら

れ
て

い
る
も

の
で
は
な

い
。
朴
定

陽
と
厳
世
永
も
復
命
時

の
錘
説

で
、
そ
れ
ぞ
れ
、

日
本

が
政
治
制
度

や
法
律
を

西

欧
化

し
た

こ
と
を
、

日
人

の
民
族
性

に
よ

る
も

の
と
見
な

し

て
、
そ

の
効
用
性
を
否
定

し
た

の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
朴
定
陽
は

「そ

[
日

本

]

の
政
法

は
長

短
を
考
え
ず
、
単

に
西
欧
を
模
倣

し
て
、
毎

日
そ

の
規
程
を
直
し
ま
す
。

こ
れ

で
推
測

し
て
見

る
と
、
彼
ら

[
日
本
人
]

(
86

)

が
変
わ

っ
た
も

の
が
好
き

で
、
追
従

す

る

の
は
分
か
り

そ
う

で
す

」
、
と
話

し

て
お
り

、
厳
世
永
も
、

「
日
人

の
性

情
は
、
変

わ

っ
た
も

の
を
見

る
と
必
ず
真
似

る
も

の
で
す
。
律
を
例
と

し

て
話
す
と

、
旧
典
を
す

べ
て
廃
棄

し
、
是
非
と
も
改
新

し
よ
う
と

し

て
、
そ

の
書

が

(
87
)

一
致
し

て
お
り

ま
せ
ん

」
、
と
論
評
し

て

い
る
。

以
上

の
よ
う

に
、
自

修
自
強
論
者

た
ち

は
、
日
本

が
明
治
維

新
以
後
採

択
し
た
西
欧
式

三
権
分
立

制
度

や
刑
法

の
内
容

な
ど

に
関
し

て

理
解

し

て
い
た
が
、

こ
の
よ
う

な
制
度

の
効

用
性

は
認
め

て

い
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

(
3
)
経
済
観

自
修
自

強
論
者
た
ち
が
調
査

し
た
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

日
本
は
明
治
維

新
直
後

、
貨

幣
制
度
を
改

革
し
、

幽

を
断
行
し
た
・
ま
た
・
当
時

呆

政
府
は
産
業
を
振
興
す
る
た
め
に
蝪

会

・
讐

会
な
ど
を
開
設
k

一
八
七
三
年
に
は
地
租
改
正

天
皇
が
直
接
博
覧
会
場
に
来
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て
、
優
秀
物

品
を
製
造
し
た
人

々
に
施
賞
す

る
ほ
ど

、
近
代
産
業
育
成

に
主
力
を
注

い
で
い
た
。
そ

の
結

果
、
彼

ら
が
視
察

し
た
と
こ

ろ

に
よ

る
と

、

日
本

の
至

る
所

に
、
横

須
賀
造
船

所
、
品
川
琉
璃
煉
造
処

、
牛
皮

治
造
処
、

砲
廠

工
作
所
、
紡
績
所

、
製
紙
所

、
そ
し

て
、

製
革

場
な
ど
、

火
輪

な

い
し
水
輪

に
よ

っ
て
稼
動
さ
れ

る
近
代
的
な

工
場
も

あ

っ
た
。
さ
ら

に
、

日
本

は
鉱
業

の
振
興
も
計

る

一
方

、

一

八
八

〇
年

に
は

、
農
商
務
省

を
新

設
し

て
農

・
商
業
を
本
格
的

に
育

成
し

て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
政
府
支
援

下

に
三
菱
社
、
協
同
社
な
ど

の
会
社

が
設
立

さ
れ

て
お
り

、
各

国

の
農
器
具
を
実
験
し
、
種
穀

と
果
樹
な

ど
を
試

験
栽

培
す

る
農
務
局
試
験
場
が
設
置

・
運
営
さ
れ

て

い
た
。

そ
れ
と
合
わ
せ

て
、
当
時

の
日
本

は
鉄
道

・
郵
便

・
電
信

の
よ
う
な
近
代
的
交

通

・
通
信
施

設
も
拡
張

し

て
い
た

の
で
あ

る
。

ま
ず
彼

ら
が
、

こ
の
よ
う
な
明
治
維
新
以
後

、
日
本

が
採
択

し
た
西
欧
式
産
業
設
備

や
交

通
施

設
を
ど

の
よ
う

に
考
え

て
い
た

の
か
を

考
察

し

て
み
る
と
、
次

の
通
り

で
あ

る
。

こ
れ
に
関
す

る
代
表
的
な
見
解
と

し
て
、
朴
定
陽

が
日
本

の
鉱

工
業

お
よ
び
交

通

・
通
信
施

設

に
対
し

て
下
し
た
評
価

が
注
目
さ
れ

る
。
彼

は
、

日
本

の
工
業
を
次

の
よ
う

に
評
価
し
た
。

「
機
械

を
設
置

し
た
と

こ
ろ
を

見

る
と

、
鋳
鉄

・
造
紙

・
断
木

・
打
鉄

・
練
織
な
ど

の
機
械
と
掘
盤

の
道

具
か
ら
鋳
字

・
印

冊

の
機
器

に
至

る
ま

で
、

こ

の

[
火
輪

・
水
輪

]

に
よ
ら
な

い
も

の
が
な
く
、
別
に
人
力
を
使

わ
ず

に
成
し

て

い
る
。
現
在
ま

で

一
〇
余
年

間
、

日

人

が
ま

だ
そ

の
技
術
を
詳
解

で
き
ず

、

い

つ
も
西
洋

人
を
師

に
し

て
い
る
。
故

に
、
そ

の
設
置
し
た
機
物

の
費

用
と

西
洋
人
雇
用

に
か
か

る
雑
費
を
計
算
す

れ
ば
、

[機
物

の
利
益

が
]
し
ば
し
ば
、

「機
物
設
置

に
か
か

っ
た
国
債

の
]
利
子
を
補
充
す

る

の
に
不
足
す
る
と

言
う
。

凡
そ
、
機
械
を
使
う

技
術
は
た
と
え
臆
見

に
思
料

(す

る
こ
と

が
)

で
き
ず
、
設
機

し
た
鉄
物
と

日
用

の
煤

[
石
]
炭

は
、
実

に
か
か
る

(88

)

費

用
が
巨
大

で
あ

る

」
。

こ
の
よ
う

に
、
彼
は

日
本

の
近
代
産
業

設
備
が
効
率
的

で
あ

る
と
言
う
点

は
認

め
た
が
、
そ

の
設
置

、
お
よ
び
運
営

に
か
か
る
費

用
が

過
大

で
あ

る
こ
と
を
あ
げ

て
、
西
洋
技
術
導

入

の
実

用
性

に

つ
い
て
は
懐
疑
的

で
あ

っ
た
。
彼
は
、

日
本

の
鉱
業

に

つ
い
て
も
、
「
[鉱
業
]

も

や
は
り
、
西

[洋
]
人
を
傭

入
し

て
開
業

し
た

の
で
あ
り
、

そ
の
採
鉱

に
至

っ
て
も
魔
小
な
金
銀
を
得

る
に
過
ぎ
な

い
の
で
、

日
人

が
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(
89

)

言
う

と

こ
ろ

の
採

屈
し
た
鉱
物

が
、

い
つ
も
掛

か

っ
た
費

用
を
補
充

で
き
な

い
の
は
当

然

で
あ

る

、
」
と
言

っ
て
、
工
業
と

ほ
と

ん
ど

同

一
の
評
価

を
下
し

て

い
た
。
次

に
、
彼
が

日
本

の
交
通

・
通
信
施
設

の
な
か

で
、
鉄
路

に

つ
い
て
評
価

し
た
こ
と
を
見

る
と

、
次

の
通
り

で
あ
る
。

「
[鉄
路

は
」

そ

の
用
度

が
広
く
、
そ

の
運
行

が
非
常

に
早

い
。

[し
か

し
]
毎

一
年
、
収
税

は
ち

ょ
う

ど

八
〇
万
余

圓

で
あ

る
が
、
ほ

と

ん
ど
毎
年

、
鉄
道
補
修

な
ど

の
諸
費
が
む

し
ろ
五

〇
余

万
圓

で
あ

る
。

一
年
収

入
か
ら

一
年

の
費
用
を

除
く

と
、
剰
余
金

(余

剰
金
)

は

三
〇
余

万
圓

に
過
ぎ

な

い
。
こ

の
剰
余
金

で
、
設
業

の
費
用
を
充
当

し
よ
う
と

す
れ
ば

、
三
〇
余
年
後

に
よ
う

や
く
終

了
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

い
わ

ん
や
当
初

設
業

の
費

用
は
す

べ
て
が
国
債

で
あ

る
。
毎
年
、

そ

の
利
子

が
大
変
多

い
の
で
、
収
税

の
余

剰
額
は
そ

の
利
子

を
補
充
す

る
こ
と

に
過
ぎ

な

い
だ
け

で
あ

る
。
故

に
、

元
債
報
償

は
、
将
来

そ

の
期
限

が
な

い
。
単

に
鉄
路
だ

け
で
な
く
、
日
国
に
設
置

(
90
)

さ

れ
た
機
械
類

は
大

概

こ
れ
と
似
通

っ
て
い
る

」
。

こ

の
よ
う

に
、
彼
は
、
鉄
路
な
ど

の
交
通

・
通
信
施
設

に

つ
い
て
も
、
鉱
工
業
と
同
じ
よ
う

な
評
価

を

下
し

て

い
る
。

こ

の
よ
う
な
見

解

は
、
朴

定
陽
だ
け

に
限
ら

れ
て

い
な
か

っ
た

こ
と
は
、
次

に
考
察
す

る
日
本

の
富
国
強
兵
政
策

に
対
す

る
自

修
自
強
論
者
た
ち

の
批
判

か
ら
も

、
伺
う

こ
と
が

で
き

る
。

彼
ら
が
調
査

し
た
と

こ
ろ
で
は
・
当
時

呆

政
府

の
歳
入
は

五
五
・
⊥ハ
五

。
・
。
。
・
圓
程
度

で
あ

っ
た
樋

・
呆

政
府
は
こ

の
考

な
莫
大
な
歳
入

が
あ

っ
て
も

、
産
業
建
設
を
通

じ
た
富
国
強
兵
政
策

に
必
要
な
費
用
を
充
当

で
き
ず
、

こ
れ
に
よ

っ
て
三
億
六
千
万
余
圓

に
達
す

る
国
債
を
抱
え

て

い
た

の
で
あ

る
。

し
か
し
、
彼
ら

は
、

日
本

が
富

国
強
兵
政
策

の
結
果
と
し

て
、
外
形
的
発

展
を
成

し
遂
げ

た

こ
と
を
認
め

て

い
た

の
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
点

は
、
李

鎗
永

の
次

の
よ
う

な
記
録

に
も
良
く
現
れ

て

い
る
。

「
百

本

は
]

た
だ
富

国
強
兵
だ
け
を
急
務
と

し

て
定

め

て

い
る
。

さ
ま
ざ
ま

の
機

械
局

の
設
置
規
模

が
極
め

て
大
き
く

、
さ
ま
ざ

ま

の
器
用
物

の
製
作

に
は
、
技

工
が
兼
備

さ
れ

て
い
る

の
で
、
窮

天
造

・
奪

地
利

し
た
と

言
え

る
。

そ

の
上

、
講
武
と
銃
砲

の
備
蓄
を
少

し
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も
怠

け
な

い
。

や
は
り
富

国
と
言
え

る
だ
け

の
も

の
が
あ
り

、
富
国

で
あ

る

の
で
・
ま

た
強
兵
皇

。え

る

の
で
あ
額
)L
・

こ

の
よ
う

に
、
彼
は
、

日
本

の
富

国
は
認
め
る
が
こ
れ
は
外
形
だ
け

で
あ

る
と
見

て
、
次

の
よ
う

に
批
判
し
た

の
で
あ

る
。

「
し
か

し
、
毎

年

の
経
費

が
前

よ
り
も

倍
以

上
増
え

て
、
課
歳
収

入
と
し

て
は
、
実

際
は
継
続
供
給

し
難

い
。
そ
れ

に
、
国
内

か
ら
外

国

に
至

る
ま

で
、
公
債
が
漸
積

さ
れ
た
も

の
が
三
六

三
、
三

二
七
、
九
七

〇
圓

に
も
な

っ
て
お
り
、
毎
年

の
利
子

の
償
還
だ
け

で
も
少
な
く

な

い
。
:
…
・か
ら
聞
く
と

、
生
活

は
ま
す
ま
す
窮
乏

に
な

っ
て
い
く
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、
気
像

は
不
安
定

に
な

っ
て
い
く

よ
う

で
、
生

き

て
い
く

こ
と
が
以
前
よ
り
も
楽

く

で
な

い
、
と
嘆

い
て
い
た

の
で
あ

る
。

お
よ
そ
今

日

[
日
本
]

の
国
勢
を
察

し
て
み
る
と
、
多

く

の

こ
と

の
経
営

が

[外

国
を
]
模
倣

し

て
、
た
と
え
外
見

で
は
富
強

で
あ
る
よ
う

に
見
え

る
が
、
自

主
的

に
裁
制

で
き

ず
、
心

で
は
困
難

に

(
93

)

耐
え

て

い
る
、
と
言
う

。
」

李

鋳
永

と
同
様

に
、
厳
世
永
も

日
本

が
明
治
維
新
以
後

、
富
国
強
兵
政
策
を
採
択

し
、
所
期

の
目
的

で
あ
る
外
形
的

な
経
済
発
展
を
成

し
遂

げ
た
が
、

そ
れ
は
中
身

の
な

い
も

の
で
あ

る
と
見

て
、
次

の
よ
う

に
批

判
し

て
い
る

の
で
る
。

「
[
日
本
は
]
あ
ら

ゆ
る
富
国
強
兵

の
術
と
利
用
厚
生

の
方
を
す

べ
て
具
備

し
な

い
も

の
が
な

い
。

し
か

し
、
近
来

に
は
、
多

額
を
課
税

し

て
も

梁
泊

[梁
山
泊

?

中
国
山
東
省

の
梁

山
に
あ

る
池
]

に
穴
が
開
き

、
財
用

に
節
制

が
な

い
の
で
、
絶
え
ず
漏

れ

る
穴
を

ふ
さ
げ

ず
、
国
債

が
三
億
万
余

円

に
至

る
ほ
ど
累
積
さ
れ
て

い
る
。

こ
の

[償
還
]

に
三

〇
年
を
予
算

し
た
が
、
こ

の

一
事

で
推
測

し
て
見

て
も
・

財
政
が
空

っ
ぽ

で
中
身

が
な

い
こ
と
が
充
分
分
か
額
)・
」

こ

の
よ
う

に
、
自
修
自
強
論
者

た
ち
は
当
時
、
日
本

の
経
済
状
態
を
批
判
的

に
見

て
い
た
。

し
か
し
、
彼
等

は
、

日
本
政
府
が
運
営
し

て

い
た
農
務

局
試

験
場

や
養
蚕
奨
励
な
ど

の
よ
う
な
農
業
育
成
策

に
は
大
き
な
関
心
を
表
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
沈
相
学
は

日
本

の
近
代

的
農

政
を
次

の
よ
う

に
好
意
的

に
評
価
し
た

の
で
あ

る
。

「
百

本
は
」
農
商

[務
]
省
を
新

設
し
各

国

で
製
造
し
た
農
器
を
試
験
し

て
、
優
劣
を

分
け
、
ま

た
数
千
畝

の
田
を
定

め
、
各

国

の
種
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穀
と
果
樹
を
植
え
、
小

さ

い
札

に
そ
れ
ぞ
れ
、
某

国

の
何

の
穀
物

で
某

国

の
何

の
果
樹

で
あ

る
か
を

書

い
て
架

け

て
お
く
。

そ

の
栽

培

に

適
す

る
と
土
壌

の
好
否

を
研
究
し
、
そ

の
結
実

の
多
寡
を
試
験

し

て
い
る
が
、
こ
れ
も

取
長
務
農

の
計

で
あ

る
。
官
員
を

置
き

、

こ
れ
を

検
査

し
て
お
り

、
農

務
局
試
験
場
と
称
す
る
。

…
…
農
蚕
は
江
戸

[東
京

]
か
ら
三

〇
〇
里
離

れ
た
富
岡
と
言
う

と

こ
ろ
か
ら
縦
横
百
余

里

の
野
が
あ

る
が
、
す

べ
て
桑
樹
を
植
え
、
数

千
百
間
を
養

蚕
す

る
。
国
家
が
努

め

て
施
設
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
民
間

に
蚕
農
を
奨
励

し

て
、
僅
か
七

～
八
年
間

に
、
桑
農

が
大
き
く
増
え

て
、

そ
の
近
所
は

み
ん
な
養
蚕

に
努

め
て

い
る
。

そ

の
絹
糸
は
、
品
質
が
諸
国

の
中

で
最
高

で
あ

っ
て
、
中
国
と
西
洋
が
み
ん
な
来

て
、
絹
糸
を
貿
易

し
て
行
く
。

日
国

の
百
般
施
設

中
に
利
益
が
あ

っ
て
害

が
な

い
も

の
は
、

(
95
)

た
だ

こ

の
務
農
為

民
を

第

一
に
す
る
政
事
だ

け
で
あ

る

」
。

こ

の
よ
う

に
、
彼

は
、

日
本

の
農
業

振
興
政
策

は
利
益

が
あ

っ
て
害

が
な

い
良

策
と

し

て
評
価

し
た

の
で
あ
り
、
姜
文

馨
も

「
末
利

[商

.
工
業
]
を
追

求
す

る

こ
と
は
、
た
と
え

論
ず

る
に
値

し
な

い
か
も
知

れ
な

い
が
、
本

[農
業

]

に
努

め
る
こ
と

は
、
む
し

ろ
真
似

(
96
)

る
だ
け

の
値
打
ち

は
あ

る

。
」
と
評
価
し
た
。

要
す

る

に
、
自

修
自

強
論
者

た
ち
は
、
明
治
維
新

以
後
採

択
し
た
富
国
強
兵
政
策

の
結
果
、

日
本
が
外

形
上
、
富
強
を

達
成

し
た
点
は

認
め
た
が
、

こ
れ

に
よ

っ
て
財
政
が
悪
化
し
た
と
見
な
し

て
、
中
身

の
な

い
も

の
と
評
価
し
た

の
で
あ

る
。
但
し
、
彼
ら
は
近
代
西
洋
技

術

の
効
率
性

や
通
信

・
交

通
施

設

の
便
利

さ
は
認
め
た

の
で
あ
り
、
農
業
振
興
政
策
も
良
策
と

し
て
山口同
く
評
価
し
た
。

{208)

(
4
)
社
会
観

自
修
自

強
論

者
た
ち
は
、

日
本
が
明
治
維
新
以
後

、
身
分
制
度
が
崩
壊
し
衣
食

住
が
西
欧
化
さ
れ
、
そ
れ
と
共

に
、
陽
暦
を
採

用
し
キ

リ

ス
ト
教

の
流
布
ま

で
許
容

す
る
な
ど
、
社
会
的

に
急
激
な
変
化
を
受
け

て

い
る
こ
と
を
目
撃

し
た
。

ま
ず
、

日
本

の
身
分
制
度

変
動

に
関
す

る
彼
ら

の
評
価
を
考
察

し

て
み
る
と
、
彼

ら
は
、
平

民
が
官
吏

に
任
用

さ
れ

る
制
度
は
、
華

.
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士
族

の
子
姪

が

「車

馬
を
引
く

賎
役
」

に
転
落
し
た
事

実
、
そ
し

て
、
各
身

分
間
に
通
婚
が
許
容
さ
れ
た
事
実

な
ど

を
否
定
的

に
み
な
し

(
97

)

た

。

こ

の
点

は
、
次

の
よ
う

な
李

鋳
永

の
批
判
に
も
良

く
現
れ

て
い
た
。

「
華
族

は
前

日

の
藩

臣

で
あ
り

、
士
族

は
仕

宙
で
き

る
門
戸

で
あ

る
が
、
平

民
と
交
婚
を
認

め
ら
れ
、
上
下

の
分

が
蔑

し
た
。
た
と
え

民
庶

の
列

に
あ

っ
て
も
技
芸

だ
け
あ

れ
ば

、
ま
ず

属
官
か
ら
位
階

が
漸
進

し

て
、

[そ

の
昇
進

に
]
程
限
が
な

い
の
で
、
貴

賎

の
別
が
棄

(
98

)

乱

で
あ

る

。
」

す
な
わ

ち
、
彼

は
、

日
本

の
身
分
制
度

の
変
化
を
上
下

・
貴
賎

の
分
別
が
乱

れ
て

い
た
も

の
と
評
価
し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
、

日
本

が
衣

食
住
と

風
俗
も
長
短
を

問
わ
ず
、
無
分
別

に
西
洋
を
模
倣

し
、
旧
習
を

廃
止

し
た
も

の
と
判
断
し
た

。
特

に
、
趙
準
永

は
日
本

が

「
和
洋

し

て
以
来

、
宮
室

.
衣

服

・
飲
食

の
類
を
み

ん
な
西
洋
制
度
を

真
似

て
、
豪

・
富
民

が
そ

の
券
華

さ
を
争

っ
て
真
似

る
こ
と

　　

に
よ

っ
て
、
貴

賎

の
別
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た

」い

と
言

い
な
が
ら
、
こ

の
よ
う

な
こ
と
は
、
「
国
家

に
無
益

で
国
民

に
も

不
便
な

の
に
、

ど
う

し

て
こ
れ
を
無

理
や
り

に
強

い
る

の
で
あ

ろ
璽

と
慨
嘆

し
た

の
で
あ

る
・

そ
し
て
・
李

漿

も

冒

本

が
]
す

べ
て
の
土
俗
と

物
情

は
古

い
も

の
を
捨

て
て
新
し

い
も

の
に
従
う
。
故

に
、
新
し

い
も

の
を

真
似

る
者
は

み
ん
な
洋
室

で
住
み
、
洋
衣
を

着

て
、
洋
言
を

話
す

。
こ
れ

が

一
体
全
体

、
す

べ
て
の
人
が
そ

の
よ
う

に
や
る
こ
と
を
喜

ん
で
や
る
だ

ろ
う
漁
)」・
と

言

っ
て
批
判

し
た

の
で
あ

る
・

次

に
、
彼
ら

が
、

日
本

で

の
キ
リ

ス
ト
教
伝
播
を

ど

の
よ
う

に
評
価

し
た

か
に

つ
い
て
考
察

し

て
見
る
と

、
そ

の
代
表

的
な
見
解
と

し

て
、
厳

世
永

の
次

の
よ
う
な
記
録
を
あ
げ

る
こ
と
が

で
き

よ
う
。

「
日
人
が
攻

邪

[
キ
リ

ス
ト
教
を
弾
圧
]

し
た

の
は
、
我

国
よ
り
先

だ

っ
た
。

…
…

一
度
、

互
市

通
商

し

て
か
ら
醜
類
邪
徒

が
潜
形
匿

影

し

て
、

註
誤

[キ
リ

ス
ト
教
伝
播
]

す
る
よ
う

に
し
て
、
次
第

に
拡
散

さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
が

禁
遇

で
き
な

い
。
沿

道

の
店
鋪

に

往
美

主
説
教
と

邪
蘇
説
教
な
ど
を
扁
楯
に
取
り
出
し
て
掲
示
し
た
の
を
見
る
と
・
そ
の
濡
染
者
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
そ
う
望

こ

の
よ
う

な
厳
世
永

の
批
判
か

ら
示

さ
れ

て

い
る
よ
う

に
、
彼
ら

は
、
日
本

で

の
キ
リ

ス
ト
教
伝
播
を
否
定
的

に
評
価

し

て

い
た
。
ま
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(
鵬
)

た
、

一
八
七

三
年

、
日
本
が
採
択
し
た
陽
暦

に

つ
い
て
、
趙
準
永
が

「
暦
象

一
定

で
な
く
、
そ

の
意

味
が
難
解

で
あ

る

」
、
と
評

し
た

こ

と

か
ら
も
分

か
る
よ
う

に
、
彼
ら
は
、

日
本
が
使

用
し

て
い
た
陽
暦
も
、
そ

の
価
値
を
認
め
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

以

上

の
よ
う

に
、
自

修
自
強
論
者
た
ち
は
、

日
本

の
身
分
制
度

の
変
動
ば
か
り

で
は
な
く
、
西
洋
化
さ

れ
た
文
化
全
般
を
批

判
的

に
見

て

い
た

の
で
あ

る
。

神奈川法学第37巻 第1号2004年(210)

(
5
)
通
商

観

自
修
自

強
論
者

た
ち
が
考
察

し
た
と

こ
ろ
で
は
、
日
本

は

一
八

五
八
年

、
米
国
と
通
商
条
約
を
締
結

し

て
以
後

、
当
時
、

一
七

ヶ
国
と

締
約

・
通
商

し

て

い
た
.
ま

た
、
.
」
れ
ら

の
国
家
と

の
通

商

の
た

め
に
、

日
本
は
馨

神

頁

曝

羅

新
潟

な
ど

の
五
港

と
、

こ
れ

に
付
随
す

る
大
阪

、
夷

港
、

下
関
、

ロ
津

、
小
樽
な
ど

の
付

属
港
を

開
港

し

て

い
た

の
で
あ

る
。

そ
し

て
、

元
来
、

日
本

は
米

国

と

の
条
約

で
輸
出

入
品

に
対

し
、
五
%
な

い
し
三
五
%

の
差
等

関
税
を
規
定

し

て
い
た
が
、
こ

の
関
税
率

は

一
八
六
六
年

に
調
印

し
た
江

戸
改
税
条
約

に
よ

っ
て
輸

出
入
品
、
共

に
五
%

の
税
率

に
改
悪

さ
れ

て
い
た
。

こ
の
よ
う

な
弊
害
を
痛
感

し

て

い
た

日
本
政
府
は
、

一
八

七

六
年
以
来
、
条

約
改

正
を
推
進
し

て

い

っ
た

の
で
あ
る
。

ま
ず

、
彼

ら
は

日
本

が
西
欧
諸
国
と
通
商
条
約
を
締
結
し
、
五

%
の
協
定
関
税
率
を
適
用
す

る
よ
う

に
な

っ
た
背
景
を
ど

の
よ
う

に
理

解

し
た

の
か
を
考

察
し

て
み
る
と
、
次

の
通
り

で
あ

る
。

こ
れ
に
関
し

て
は
、
税
関
事
務

の
調
査
を
受
け
持

っ
た
李

鋸
永
と
閾
種
黙

の
記

録

に
見

い
出
す

こ
と
が

出
来

る
。
す
な
わ
ち
、
李
鋳
永

は
日
本

が
各

国
と
条

約
を
締

結
し
通
商

す
る
よ
う

に
な

っ
た
背

景
を
次

の
よ
う

に

説
明

し
て

い
る
。

「各

国

の
税

則
は

一
様

で
は
な
く

、
あ

る

い
は

一
五

%
～

二
〇
%

で
あ
り
、
あ

る

い
は
三

〇
%
～
四
〇
%
か
ら

一
〇
〇
%
～
二

〇
〇
%

に
至

る
こ
と
も
あ

る
。
し
か

し
、
特

に
、

日
本

の
場
合
に
は
、

一
定

の
税

[率
]
を
定
め
ら
れ
た

の
ち
数
年

に
な

る
。
大
概
、

日
本
が
各
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国
と
通
商
条
約
を
結

ぶ
時

に
、
す

で
に
外

勢

の
圧
力
を
受
け

て

い
た
上

、
ま

た
内
乱
も
起

こ
る
兆

し
さ
え
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
自

国

の
主
権

を
持
殖

す

.
」
と

が

で
き

ず
、
各

国
に
欺
さ
れ

る
の
を
免
れ
な
か

っ
た

の
で
、

穫

に
各

票

定

め
た
と

.」
ろ

の
章
程

に
し
た

が

っ
た

の
で
あ

る

。
」

こ

の
よ
う

に
、
彼

は
、
日
本

が
関
税
自
主
権
を
確
保
せ
ず
、
五

%
の
協
定
関
税
率

に
従
う

よ
う

に
な

っ
た
理
由
を
幕
末

の
内
憂
外
患

に

見

い
出

し

て

い
た
。

そ
し

て
、

関
種
黙
も

「
日
本

の
戊
午

[
一
八
五
八
年

」
定
税

に
お

い
て
は
、
む

し

ろ
妥
当
性

が
あ

っ
た
が

、
甲
子

[
天

六
四
]
年

に
至
り
、
英
仏
人

か
ら

の
脅
迫

で
、
従
価

に
定

額
し

て
税
率
を

五
%
に
し

て
行

轟

L
・
と
し

て
・

呆

が
協
定

関
税
率

に
従

っ
た

の
は
、
西
欧
列

強
か
ら
脅
迫

さ
れ
た
か
ら

で
あ

る
、
と
看
倣

し

て
い
た

の
で
あ

る
。

次

に
、
彼
ら

が
、
通
商

が
日
本

の
経
済

に
及
ぼ
し
た
影
響
を
ど

の
よ
う

に
評
価

し
て

い
た

の
か
を
考
察

し
て
み
よ
う
。
朴
定
陽

は
関
税

自
主
権
を
喪
失

す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

日
本
が
受

け
た
被
害
を
次

の
よ
う

に
評
価
し

て

い
た
。

「
[
日
本

は
]

関
税
収
入
が
多
く

な

い
わ
け

で
は
な
か

っ
た
が
国
債

が
日
増
し
に
増
え

て
お
り
、
商

況
が
繁
昌
し

て

い
な
か

っ
た
訳

で
は

な

い
が
物
価

は
日
増
し

に
高
く
な

っ
て
い

っ
た
。
通
商
前
後

の

一
〇
数
年
を

比
較

し

て
見

る
と

、
古
今

に
著

し

い
差
異

が
あ

っ
た
。
ロ
人

該

)
今
、
よ
、つ
や
く

[五
%
協

定
関
税

の
不
利

さ
を
」
悟

っ
て
税
則
を
改
定

し
よ
・つ
と
す

る
が
、

度

定

め
た
規
則
は
容
易

に
甕

ら

れ

な

い
」
。

ま

た
、
関
種

黙
は
通
商

に
よ
る
日
本

の
通
貨
増
発
現
象

に
対
し
、
次

の
よ
う

に
批
判
し
た

の
で
あ

る
。

「新

貨

[金

.
銀
貨
]

の
発
行

と
造
出

が
こ

の
よ
う

に
多

い
が
、

そ

の
半

分
以
上

は
海
外

に
輸
出

さ
れ
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
貿
易

の
不

均

衡
を
補

充
し

て
お
り
、
そ

の
残

り
は
国
内

の
官
民
間

に
潜
伏
さ
れ
、
売
買

上
ほ
と

ん
ど
そ

の
姿

が
見
ら
れ
な

い
。
現
在
、

[国
内

で
]
使

用

さ
れ
る
貨
幣
は

、
た
だ

政
府

が
発
行

し
た
紙
幣

の

一
億
余
万
圓
と
各
銀
行

が
発
行

し
た
数
千

万
圓
だ

け

で
あ

る
。
年
来

に
、
紙
幣
価

格

が
大
き
く

下
が

っ
て
物
価

が
騰
貴
す

る

の
で
、
万
民

が
困
苦
す

る
。
そ

の
原
因

は
直
ち

に
分
か

る
の
は
難

し

い
が
、
紙
幣

の
過
発

に
よ
り
、
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(
801
)

こ

の
よ
う

な
弊

に
至

っ
た
と

言
う
が
、
そ

の
説
が
妥

当

で
あ

る
よ
う

だ

。

こ
の
よ
う

に
、
彼
は
、
日
本

が
輸
入
超
過

に
よ
る
貿
易
収
支

の
欠
損

を
補
う
た
め

に
、
実
質
価
値
が
あ
る
金

.
銀
貨

は
海
外

に
輸
出

し
、

単

に
名
目
価
値
だ

け

で
あ
る
紙
幣
を
乱
発

し
て
、
物
価
騰
貴

(す
な
わ
ち
、

イ

ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
)
を
誘
発

さ
せ

る
こ
と

に
な
り
、

国
家

経
済

が
疲
弊

し
た
、
と

批
判
し
た

の
で
あ

る
。

要
す

る

に
、
自
修
自

強
論
者
た
ち
は
、
日
本

が
開
国
初

め
に
西
欧
列
強

に
欺
購

さ
れ
、
関
税
自
主
権
を
喪
失

し
た
と

い
う
事
実
を

把
握

し

て

い
た

の
で
あ
り
、

こ
れ

に
よ

っ
て
、

日
本
経
済
が
金

・
銀
貨
輸

出
と
物

価
騰
貴

な
ど

の
被
害

を
受

け

て
い
た
、
と
評

価
し
た

の
で
あ

る
。

2

変
法
自
強
論
者
の
日
本
観

変
法

自
強
論

者

に
属
す

る
洪
英

植
と
魚

允
中

の
な

か

で
、
魚
允

中
だ

け
が
彼
ら

の
日
本
観

を
抽

出

で
き

る

『
財

政
見
聞
』
と

『
随
聞

録
』

の
よ
う

な
記
録
を
残

し

て
お
り
、
洪

英
植

の
場
合

に
は

こ
う
し
た
文
書
を
残

し

て

い
な

い
。
『
財
政
見
聞
』
は
魚
允
中
が
復
命

日
に
、

高
宗

に
進
呈
し
た
書
啓

で
あ
り
、
①
歳
入
歳
出
、
②

紙
幣
、
③

国
債
、
④
銀
行

、
⑤

租
税
、
⑥

政
府

の
財
産

、
⑦

邦
内
之
実

蹟
な
ど
、
七

項
目

で
構
成

さ
れ

て

い
る
。

こ
の
本

は
、

そ

の
構
成
項

目
で
示

さ
れ

て

い
る
よ
う

に
魚
允
中

が
、
当
時
、

日
本

が
推
進

し
た
富
国
強
兵
政

策

の
結
果
と
、

そ
れ
に
よ
る
経
済
状
況
を
ど

の
よ
う

に
診
断

・
評
価
し
た
か
を
示
し

て
く
れ
る
資
料

で
あ
る
。
ま
た
、

『随
聞
録
』
は
魚
允

中
が

日
本

で
任
務
遂
行

中

に
、
頭
に
浮

か
ん
だ
改
革

思
想

の
よ
う
な
断
想

、
お

よ
び

日
本

の
新
聞
な
ど

で
採
録

し
た
事
項
な
ど
を
記

し
て

お

い
た
メ

モ
帳

で
あ

る
。
特

に
、
こ

の
本

に
収
録

さ
れ
た

「内

閣
責
任
」
と

い
う
題

下

の
論
説

は
、
彼

が
明
治
維
新
以
後
、

日
本
政
界

の

権
力
構
造

の
変
遷
過
程
を
ど

の
よ
う

に
認
識
し

て

い
た
か
を
示
し

て
く

れ
る
好
資
料

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
こ
で
は
、
こ

の
よ
う

な

資
料

に
依

拠
し
な

が
ら
、
彼

の
日
本
観
を
考
察

し
、

こ
れ
ら
を
政
治
観

・
経
済
観

.
富

国
強
兵
政
策
観

に
分
け

て
考
察

し

て
み
た

い
。
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(
1
)

政
治
観

魚
允
中

は
自
修
自

強
論
者
た
ち

に
比

べ
、
当
時
、

日
本
政
界

の
権
力
構
造

に

つ
い
て
詳
細
な
知
識
を
も

っ
て
い
た
。
ま
ず

、
彼

は
、
明

治
維

新
直
後

、
日
本

政
界

の
権
力
構
造
を
次

の
よ
う

に
説
明
し

て
い
る
。

「
廃
藩

置
県
を

断
行

し
た
後

か
ら
、
内

閣

の
主
宰

[権
]

は
す

べ
て
木
戸

[孝
允
]
と

大
久
保

[利

通
]

に
あ

っ
た
。
要
す

る
に
、
大

臣

は
名
目
的

で
、
参
議

は
実

勢

で
内

閣

に
任
命

さ
れ

た
。

し
た
が

っ
て
、

[彼

ら
は
]
廟

堂
内

で
互

い
に
対
立

し
な

が
ら
も

、
そ

の
権
力

均
衡

の
維

持
を
共
謀

し
た

の
で
あ

る
。
し
か
し
、
名

目
は
実
勢
を
抑
え

る
こ
と
が

で
き

な
か

っ
た
。
故

に
、
内
閣
主
宰

の
名
目
は
、
た
と

え
大
臣

に
あ

っ
て
も
、

そ
の
実
勢

は
参
議

に
あ

っ
た
・
と

い
う

の
が
妥

当
な
評
価

で
あ

る
と
言

え
よ
い鋤
)・
」

次

に
、
彼

は
、
明
治
維
新
初

め

の
実
権

者

で
あ

っ
た
木

戸
孝

允

(
一
八
三
三
～

一
八
七
)
と
大
久
保

利
通

(
一
八
三
三
～

一
入
七

八
)

が
死
亡

し
た
後

で
あ
る
当
時

の
日
本
政
界

の
状
況
を
次

の
よ
う

に
説
明

し

て
い
た
。

「
今

日

の
内

閣
を
試
看

し

て
見

る
と

、
太
政
大
臣

三
条

[実

美
]

・
左
大
臣
有

栖
川

[宮
、
熾
仁

親
王
]

・
右
大

臣
岩
倉

[具
視
]

が

貴

い
と
考
、尺
れ
ば
貴

い
。
た
と
え

、
そ
う
だ
と
し

て
も
、
内
閣
主
宰

の
実
権

が
三
公

の
手

に
あ

る
と

は
言

い
難

い
。
…
…
大
概

、
参
議

の

な
か

で
、
黒

田

[清
隆
]

.
西
郷

[従
道
]

・
寺
島

[宗

則
]

の
三
人
は
薩
州

[薩
摩
藩
]
人

で
あ
り
、
伊
藤

「博
文
]

・
井

上

[馨
]

・

山
縣

[有
朋

]

.
山

田

[顕
義
]

は
長
縣

[長
州
藩
]

人

で
あ
り
、
大
隈

[重

信
]

・
大
木

[喬

任
]

は
肥
縣

[佐
賀

藩
]
人

で
あ

る
。

こ

の
九
公

の
な
か

で
、
大
木
と
寺
島

は
温
厚
な
君
子

で
あ

り
、
黒

田
公
は
開
拓

の
事
業
を
専
任

し

て

い
た
。
西
郷

・
山
縣

二
公
は
た
だ
軍

務

に
専
心
し

て
お
り
、
山
田
公

は
法

制

の
こ
と
を
受

け
持

っ
て

い
る
。
平
常

の
政
治
は
す

べ
て
伊
藤

・
井
上

・
大
隈

三
公

の
計
画

に
従
う
。

…
…
長
州
参
議

は
才
能

で
、
薩
州
参
議

は
実
力

で
、
肥
州
参
議

は

二
縣
参
議
を
仲
介
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
才

・
力

の
間

で
、
そ

の
権
力

(
m
)

均
衡

を
保
持

し
よ
う

と
す

る

。
」

以

上

の
よ
う

に
、
彼

は
、
明
治
維
新
か
ら
当
時

に
至

る
日
本
政
界
内
部

の
権
力
構
造

に
対

し
、
比
較
的

正
確
的

で
詳
細
な
知

識
を
持

っ
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て

い
た

。

特

に
、

彼

が
当

時

、

日
本

政

界

の
実

権

が
薩

摩

、
長

州

、

2

主
導
さ
れ

て

い
る
事
実
を
把
握

し
て

い
た

こ
と

は
注

目
に
値
す

る
。
佐
賀
な
ど
、

三
藩
出
身

の
参
議

に
あ

っ
て
、
彼
ら

に
よ

っ
て
政

局
が

神奈川法学第37巻 第1号2004年{214}

(2
)
経
済

観

魚
允

中
は
大
蔵

省
事
務

に
関
す
る
調
査
を
受

け
持

っ
た
関
係

で
自
修
自
強

論
者

に
比

べ
、

日
本

の
経
済
制
度

改
革

や
財

政
状
況

に
大
き

な

関
心
を
表

明
し
た

の
で
あ

る
。

ま
ず
彼

が
明
治
維
新
以
後
、

日
本
政
府

が
改
革
し
た
諸
般
経
済
制
度
を

ど

の
よ
う

に
理
解
し

て

い
た

の
か
を
考
察
し

て
み
よ
う
。
第

一

に
、
彼

は
日
本
政
府

が

一
八
七
三
年
地
租
改
正
を
断
行

し
、

一
八
七

五
年

に
ふ
た
た
び
幕
末

の
旧
税
千
種
類
余
り
を
廃
止

し
、
当
時

に
は

(
m
)

地
税

・
税
関
税

・
船
税
な
ど

四
九
種

の
税
金

だ
け
が
あ

る
と

い
う
事
実

を
知

っ
て

い
た

の
で
あ

る

。
ま
た
、
彼

は
日
本
政
府

が
地
租
改
正

を
断
行

し
た
理
由
を
次

の
よ
う

に
把
握

し
た
。

「廃
藩
以
前

に
は
、
諸
侯

が
そ
れ
ぞ
れ
税
法
を
施
行

し
た

の
で
、
全
国
各
地

の
地
税

が
寛
大

や
過
酷

の
点

に
お

い
て
差
異

が
あ

っ
た
。
税

率
が
荷
重
な
も

の
と
し

て
は
農
民

一
年
収

入

の
七
/

一
〇
を
徴
収

し
て
お
り
、
寛

軽
な
も

の

(と
し

て
)
は
三
/

一
〇
を
徴
収

し
た

の
で

あ
り
、

そ

の
中
間
と
し

て
四
/

一
〇
、
五
/

一
〇
、
六
/

一
〇

[
な
ど

の
税
率
]

が
あ

っ
て
、
同

一
で
は
な
か

っ
た
。

…
…
大
体

、
こ

の

よ
う
な
異

同
は
封

建
時
代

に
は
あ

り
得
る

こ
と

で
あ
る
が
、

一
つ
の
政
府

が
全

国
を
統
治

す

る
下

で
、
人
民

に
対
し

て
寛

荷

の
差
異

を
置

(
211
)

く

こ
と

は
出
来
ず

、
明
治
六

[
一
八
七
三
]
年

に
地
租
改
正

に
着
手

し
た

の
で
あ

る

。
」

こ

の
よ
う

に
、
彼
は
、
地
租
改
正
な
ど

の
税
制
改
革

は
日
本

の
明
治
維
新
を
契
機

に
地
方
分
権
体
制
か
ら
中
央
集
権
国
家

に
転
換
さ

れ

た

こ
と
か
ら
生

じ
た
も

の
と
し
て
理
解
し

て

い
た
。

第

二
に
、
彼

は
、

日
本

政
府

が
紙
幣
を
発
行

し
た
理
由
は
明
治
初

め

に

「
東
北
地
方

の
征
討

[討
幕
]
、
内
政
改
革

、
そ
し

て
外
国
と
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の
交

際
な
ど
」

で
、
財
政
状
況

が
悪
化

し
た
と
こ

ろ
に
あ

っ
た
と
見

て
、
こ

の
点

を
次

の
よ
う

に
説
明
し

て
い
る
。

「
明
治
維
新

後

の
数
年

間
は
、
東

北
地
方

の
征
討

、
内
政
改
革
、
外
国
と

の
交
際
な
ど
、
庶

政
が
拡
張
し
、
事
端

が
百
出
す

る
時
期

に

該
当
す

る
。
旧
幕
府

が
管
掌
し

て

い
た
租

税
が
政
府
直
轄

に
帰
属

さ
れ
た
が
、
全

て
が
徴

入
さ
れ
ず
、

た
と
え

そ

の
員

額
が
完
収

さ
れ

て

も
、
政
府

の
経
常
支
費
は
不
足

し
た
。
ま

た
、
諸
侯

は
そ
れ
ぞ
れ
封
内

で
行

政
を
行

っ
た

の
で
、
政
府

は
僅

か
七

〇
万
圓
内
外

の
軍
資
金

し
か
徴
収
す

る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
、
当
時
邦
内

の
資

本
は
、
常

に
充
分

で
は
な
く
、
そ

の
上
維
新

は
日
浅

で
あ

っ
た
。
故

に
、

維

新
後

五
～
六
年
間

に
巨
額

の
政
府
経
費
を
支
給

し
よ
う
と

し
た

が
、
内
債
を
募
集
す

る
こ
と

は
施
行

で
き
ず

、
租
税
を
増
徴
す

る
方
法

も

な
か

っ
た
。
兵
馬
が
騒
擾
し
、
事

物
は
創
始
す

る
時
を
迎
え
、
政
府
が
経
常

・
臨
時
費
を
支
給
す

る
た
め

に
紙
幣
発
行

一
事

に
全
的

に

(
鵬
)

依

拠
し

た

の
も

や
む
を

得
な

い
こ
と

で
あ

っ
た

。」

す
な

わ
ち
、
彼
は
、
紙
幣
発
行

は
日
本

政
府

が
財

政
不
足
を
充
当
す

る
た

め
に
、

こ
れ
以
上
内
債

の
募
集

や
租
税
増
徴

が
出
来

な

い
状

況

で
や
む
を
得
ず
取

っ
た
措
置

で
あ

る
と

、
理
解

し

て
い
た
。

し
か

し
、
彼

は
、
紙
幣
発
行

の
弊
害
を
認
識

し
て

い
た

の
で
、
そ

の
発
行

に

つ
い
て
は
、
も
と
も

と
批
判
的
な
見
解
を
持

っ
て

い
た

の
で
あ

る
。

こ

の
点
は
、

日
本
と

フ
ラ

ン
ス
で
行
わ

れ
た
紙
幣
過
発

に
よ
る
イ

ン

フ
レ

の
弊
害

を
批
判
し
た
次

の
よ
う

な
文
章

で
傍
証
さ
れ

る
。

「
西

[洋

]
史

一
七
九

五
年
、

フ
ラ

ン
ス
が
共
和

政
治
を
創
始

し
、
紙
幣
総
数

が
金
貨
本
額
を
超

過
し
た

の
で
、

[紙
幣

が
」
沮
滞

し
て

通

用
さ
れ
ず
、
上
下
が
困
弊

し
た
。
政
府

が
百
方

で
救
済
し
た
が
無

効

で
あ

っ
た
。

や
が

て
政
府
瓦
解
と
国
内
大
乱

に
な

っ
た

の
で
あ
り
、

そ

の
時

に
千
金
紙
幣

で
魚

一
匹
も

買
う

こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
。

日
本

の
徳
川
末
期

に
、

一
藩
が
紙
幣
を
作

り
広
く
使
用
し
、
銀
券

六
〇

匁

で
、
金
貨

一
両
に
換
銭

し
た
が
、
そ

の
価
値
が
漸
減
し

て
六
八
匁

、
あ

る

い
は
九

〇
匁

に
な
り
、
結
局
、

一
万
円

の
家
産
を
持

つ
も

の

(
m
)

が
大
蔵
省

新
紙
幣

で
僅

か
五
千

圓
を
貰
う

こ
と
に
な

っ
た
。
そ

の
藩

の
士

・
民
は
、
今
も

藩
政

の
失
を
恨

ん

で

い
る

。
」

第

三

に
、
彼

は
、

日
本

に
お
け

る
銀
行

が
創
設

さ
れ
た
過

程
に
言

及
し
、

日
本

政
府

が

一
八
七

二
年

、
国
立

銀
行
条

例
を
頒
布

し
た
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(
511
)

後

、

一
八
七

三
年

に
第

一

・
第
五
国
立
銀
行
を
、

一
八
七

四
年

に
は
第

二

・
第

四
国
立
銀
行
を

開
業

し
た
事

実
を
指
摘

し
た

。
そ
し

て
、

彼

は
日
本
政
府
が

こ
れ
ら
銀
行
を
設
立
し
た
理
由
を
次

の
よ
う

に
説
明

し
て

い
る
。

「
国
内
資
本
が
乏
少
し
金
融

が
閉
塞
す
る
よ
う

に
な

っ
た
た
め
、
彼
此

[政
府
と
士
族
]
に
互

い
に
利

に
な
り
得

る
方
策
を
用

い
て
、
士

族

に
対
し

て
公
債

証
書
を
抵
当

に
入
れ

る
よ
う

に
し

て
、
国
立
銀
行
を
創
立
す

る
旨
を
決
定
し
た

の
で
あ

る
。

一
方
、
士
族

に
生
計
を

つ

(611

)

な
げ

る
道

を
開
け

て
あ
げ

る
と
共

に
、
他
方

で
は
、
金
銀

の
流
融
を
計

っ
た

の
で
あ

る

。
」

こ
の
よ
う

に
、
彼
は
、

日
本
政
府

が
銀
行
を
設
立

し
た
目
的

が
、
ま
ず

国
内
資
本

の
流
通
を

図

っ
た
と

こ
ろ
に
あ

り
、
次

に
、
秩
緑

処

分

に
よ

っ
て
没
落

し
て
行
く

士
族
勢
力

の
反
発
を
宥

め
る
と

こ
ろ
に
あ

っ
た
、
と

い
う
事
実
を
把
握

し

て
い
た

の
で
あ

る
。

次

に
、
彼
が
当

時
、

日
本

の
財
政
状
態
を
ど

の
よ
う

に
診
断

し
て

い
た

の
か
を
考
察

し
て
み
よ
う
。
彼

は
、
自
修
自
強
論
者
と

は
異

な

り
、
当
時

の
日
本

の
財
政

状
態
を
楽
観
的

に
評
価

し
て

い
た
。

つ
ま
り
、
彼

は
、
明
治
維
新
以
後

か
ら
当
時
ま

で
、
日
本

政
府

が
発
行

し

た
国
債

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
叙
述

し
た

の
で
あ

る
。

「
[
明
治

]

一
三

[
一
八

八

〇
]
年

六
月
ま

で
、
内
外

公
債
、

お
よ
び
紙
幣

を
合
わ

せ
、
凡

そ
二
九
九

、
四
〇

〇
、
○
○
○
余

圓

(準
備

金
、

お
よ
び
貸

付
金
を

除
く
額

で
あ

る
)

の
国
債

が
政
府
負
担

で
も
あ

る
。

[し
か
し
]
政
府

が
所
有

し
た
財
産
も
多

額

で
あ
り
、
毎
年

の
歳
出
、
お
よ
び
公
債

の
な
か
で
幾
ら

か
は
政
府
財
産

に
変
え

る
こ
と

が
で
き

る
。

つ
ま
り
、
鉄
道

・
電
信

・
諸
製
造
所

な
ど

が
そ
れ
で

あ
る
。
現
在

、
政
府

財
産

の
概
数

は
次

の
通
り

で
あ

る
。
官
有

山
林

(北
海

道
除
外
)

四
、

六
七

二
平
方
里
、
同
宅
地

一
九
平
方

里
、
同

畑
地

二
平
方

里
、
同
原

野

一
二
六
平
方
里
、
同
林
木

二
、
二
二
六
、
六

五
〇
、
○
○
○
木
、
同
造
船
所

三
箇

所
、
同
軍
器
火
薬
製
造
所

五
箇

所
、
同
艦
船

五

一
隻
、

同
製
作
所

五

二
箇

所
、
同
灯
台

五
五
箇
所

、
同
電
信
三
、
六
五
八
里
、
同
鉄
道

三

〇
里
、
同
鉱
山

一
〇
箇
所

…
…

政
府

が
明
治

一
一
年
以

後

[三
九
年
ま

で
]

二
八

ヵ
年

間

に
、
歳
入
金
と

し

て
国
債
全

額
を

消
却
す

る
算

定
を

す

る
と

し

て
も

、
も

し

(Ψ

[
政
府
]
所
有

財
産
を
適
当
な
価
額

で
売

る
な
ら
ば
、

二
九
九
、
四
〇
〇
、
○
○
○
圓

の
公
債

は
償
却
す

る
の
は
難

し
く
な

い
。
」
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こ

の
引
用
文

か
ら
も
分
か

る
よ
う

に
、

彼
は
当
時
、

日
本
政
府

が
発
行

し
た
国
債
は
政
府
所
有

の
鉄
道
と
電
信
、

お
よ
び
諸
製
造
所
な

ど
を
売
却
す

る
場
合

に
、
容
易

に
弁
済

で
き

る
と
見

て
、

日
本

の
財
政
状
態
を
楽
観
し
た

の
で
あ

る
。

要
す

る
に
、
彼

は
、
明
治
維
新

以
後
、

日
本
政
府
が
断
行

し
た
経
済
制
度
改
革

税
制
改
革
、
紙
幣
発
行
、
銀
行
設
立
な
ど
ー

は

富
国
強
兵
を
遂
行
す

る
た
め

の
必
須
的
措
置

で
あ
り
、
当
時

の
日
本

の
財
政
状
況
も
楽
観
す
る
こ
と
が

で
き

る
、
と
評
価
し
た

の
で
あ
る
。

(
3
)

富
国
強
兵
政
策
観

魚
允

中
は
自
修
自

強
論
者
と
は
異
な
り
、
明
治
維
新
以
後

、
日
本

が
採
択
し
た
富
国
強
兵

政
策

を
肯
定

的
に
受

け
入
れ

た
。

つ
ま
り

彼

は
、
当
時

日

・
清

両
国

の
現
況
を
比
較

し

て
、
日
本

の
断
行

し
た
改
革
を
次

の
よ
う

に
高
く
評
価
し
た
。

「
日
本

人
は
、
事

の
利
鈍
を
考
え

ず
、
断
然

に
断
行
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
失
う
も

の
が
あ

っ
て
も
国
体
を
立

て
る
こ
と
が

で
き
た
。
清

人
は
旧
習

に
恋
恋

し

て
、
歳
月
を
遷
延

し

て
日

々
を
送

っ
て

い
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
天

下
を
み

る
と
、
利
害
を
考
え
ず

に
行
う

者
が
有
利

(
811

)

す

る

。
」

そ
れ

で
は
、
彼

が
見
た

日
本

の
改
革
内
容

、

つ
ま
り
、
富
国
強
兵
政
策

の
成

果
は
何

で
あ

っ
た

の
か
を
、
彼

の

『財
政
見
聞
』

の
中

の

「邦
内

之
実
績
」

と

い
う
項

目
を
検

討
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
考
察

す

る
こ
と

に
し
よ
う

。

ま
ず
、
彼

は
、
明
治
維
新
後
、

日
本

政
府

が
断
行

し
た
改
革

の
中

で
、
最
も
注
目

に
値
す

る
も

の
と

し
て
、
次

の
よ
う
な
も

の
を
指
摘

し

て

い
る
。

「
「
明
治
維
新

以
後

」

一
三
年

間

に
わ

た

っ
て
決
行
さ

れ
た
重
大

な
変
革
と

し

て
三

つ
あ

る
。
第

一
に
、

覇
政
を
変
革

し

て
王

政

に
し

た
。

第

二

に
、
封
建
を
変
革

し

て
郡
県

に
変
え

た
。
第

三
に
、
士
族

の
常
職
を

な
く

し
、
家
禄
を
処
置

し
た
。
大
概

こ
れ
ら

の
改
革

は
、

(
911

)

み
な
六
百
年
来

の
旧
風
習
俗
を
廃
絶

し
た
も

の
で
あ
り
、
僅
か

一
〇
余
年
間

に
、

こ
う
し
た
三
大
変
革
を
決
行

し
た

の
で
あ

る

。
」
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こ

の
外

に
も

、
彼
は
明
治
維
新

以
後
、

日
本

政
府
が
富
国
強
兵
政
策
を
推
進

し
た
結
果
収
め
た
成
果
を
次

の
よ
う

に
記
述
し

て

い
る
。

第

一
に
、
彼
は

日
本
政
府

が
国
内

外
的

に
通
信
網
を
拡
大
し
た
点
に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
叙
述
し

て

い
る
。

「
維
新
後

、
政
府

は
電
線

の
架
設

に
着
手

し
、
人

民
も

そ

の
便
益
を

知
覚

し

て

い
る
。

こ
う

し

て
明
治

=
ニ

ロ

八

〇
〇
」
年

に
は
、

電
信

が
増
加

し
線

路
が
延
長

さ
れ
、
凡
そ

一
、
六

〇
〇
里

(複
線
除
外

)

に
な

っ
た
。
邦
内

の
重
要
な
市

・
府
は
す

べ
て
、
瞬
時

に
通
信

す

る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
明
治

=

一
=

八
七
九
]
年

に
萬

国
電
線
連
合

に
加

入
し
た
後

、
列
国
と

の
通
信

が
か
な
り
容
易

に
な

っ
た
。

…
…
維
新

後
、

政
府
は

一
般

に
通

用
す

る
郵

便
を
は

じ
め

て
設
置
し
た
。

こ

の
よ
う

に
し

て
、

明
治

=

一年

に
は
、

そ

の
線

路
が

一
五
、

七

〇
〇
里
に
延
長

さ
れ
、
何
時

で
も

二
銭

の
費

用

で
邦
内
各

地
方
と
通
信
す
る
。
ま
た
、
明
治

七
年

に
は
萬
国
郵
便
連
合
条
約
を
締
結

し

(
021

)

て
、
他
国
交

通

の
便
利
を
大
き
く

開
け
た

の
で
あ

る

。
」

第

二
に
、
彼

は
、

日
本
政
府
が
鉄

道
や
灯
台

な
ど

の
陸
上
、
お
よ
び
海
上
交

通
施
設
を
整
備
し
た

こ
と
と
、
車
輪
と
蒸
気
…機
関
な
ど

の

近
代
的

動
力
機

関
を
普
及
し
た
点

に
注

目
し

て

い
た
。
ま
ず

、
彼
は
鉄
道

に

つ
い
て
は
、
本
政
府

が

「
[
明
治
維

新
以
後
」
鉄
道

を
始

め

て
敷
き
、
重

要
な

開
港
場
、

お
よ
び

近
地

の
大
都

を
連
結
し
た

の
で
あ
り
、
明
治

}
二

=

八
七
九
」
年

に
至
り
、
三

〇
余

里
を
増
長

し

た
後

、
益

加
延
長

し

て
、
人
民

に
対

し

て
便
益

に
し
た

の
が
少

な
く
な

い
」
、
と
評
価

し
た

の
で
あ

る
。
次

に
、
彼
は
海
上
交

通
施
設

に

対

し

て
、

日
本
政
府

が

「維

新
後

[灯
台

を
]
す

べ
て
改
修

し

て
、
欧
米
式

の
姿

に
し
、
ま

た
三

五
箇

所
を
増

設
し
た

の
で
あ

り
、
浮

(
121

)

標

・
礁

標
を
設
置

し
、
港
湾
を
修
築

し
た

こ
と
も
少

な
く
な

い
」
、
と
評
価

し
た
。
さ
ら

に
、

日
本

政
府

が
近
代
的
動
力
機

関
を

普
及

し

た
点

に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
説

明
し
た

の
で
あ
る
。

「維

新
以
前

に
は
、
車
輪

の
用
法

を
大
き
く
発

展
さ
せ

る
こ
と

が
で
き

な
が

っ
た

が
、
維
新

後

に
よ
う

や
く

そ

の
用
法
を
広
げ

て
そ

の

数
が
増
加

し
た
。

明
治

八

[
一
八
七
五
]
年

に
は
税
金

を
支
払
う

も

の
だ
け

で
も

、

二
二
萬
余

両

に
な

っ
て
お
り
、
明
治

=

門
一
八
七

八
]
年

に
至

り
、

三

四
萬
余

両

に
増
加

し
た
。
ま

た
、
維
新
後

、
蒸
気

[
機
関
]

の
用
法

が

日
増

し

に
増
進

し
、
今

日
に
至

っ
て
は
内
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(
慨
)

海

・
湖
水

・
長
河
か
ら
少
蒸
汽
船

の
運

送
が
頻
繁

で
あ

る

。
」

(
321

)

第

三

に
、
彼

は
日
本

政
府

が
西
洋
式
船
舶

の
建
造
を
奨
励

し

て
、
造
船
所
を
建
設
し

、
そ
れ
と
共

に
、
海
運

会
社

の
設
立
を
補
助

し

て

沿
岸

、
お
よ
び
海
外
運
行
権
を
保
護

し
た
事
実
を
次

の
よ
う

に
指
摘

し
て

い
る
。

「
明
治
以
前

か
ら
明
治

八

[
一
八
七

五
]
年
ま

で
、
完
全

に
沿
岸

運
行

権
が
外
人

の
手

に
置

か
れ

て
お
り

邦

人
は
外

国
飛
脚
船

の
便
を

偏
借

し
た
。
同
年
、
政
府

の
扶
助

で
郵
船
会
社
を
建

て
て
沿
岸
郵
船
運
行
権
を
邦
人

の
手

に
帰
属
さ
せ
た
。

こ

の
会
社

の
飛
脚
船
路
は
す

(
以
)

で
に
上
海

・
香

港

に
及
ん

で
お
り
、

日
増

し
に
盛
大

に
な

っ
て

い
く

。
」

第

四

に
、
彼

は
、
日
本
政
府

が
学
校
を
設
立

し

て
近
代

的
教
育
を
普

及
し
た
点

を
肯
定
的

に
評
価

し
た
。

つ
ま

り
、
彼
は
、

「維

新
前

に
は
、
た
だ
諸
侯

が
扶
助
す

る
学

校
、
お

よ
び
私
校

・
家

塾
類
だ
け

が
あ

り
、
そ

の
数
も
少
な

か

っ
た
」

と

い
う
点

に
言
及
し
た

の
ち

、

「
維
新
後

、
や
が

て
教
育
方
法

が
改
良

さ
れ
、
学
校
数
が
増
加

し
、
明
治

一
一

=

八
七
八
]
年

に
は
、
大

・
中

・
小
学
校
を
合

わ
せ

て

(
塒
)

二
七

、
六

〇
〇
余
校

に
な
り
、
教
員
数
も
六
八
、
○
○
○
人
、
学
生
数
が

二
〇
、
三

一
九
、
○
○
○
余

人

に
な

っ
た

」
、
と
説

明
し
て

い
る
。

第

五
に
、
彼

は
、
日
本

政
府
が
海
外
貿
易
を
拡
大
し
た
事

実

に
注

目
し
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、

日
本

の
輸
出
入
総
額
が
明
治

二

=

八

六
九
]
年

三
、

三
六
八
萬

圓
か
ら

明
治

=

一
[
一
八
七
九
]
年

に
は
六

、
四

一
二
萬

圓

に
増
加

し
た

の
で
あ

り
、
そ

の
中

の
輸
入

が
二
、

(
621

)

七

一
八
萬
圓
か

ら
三
、
六

二
九
萬

圓
に
、
輸
出

が

一
、

二
九

〇
萬

圓
か
ら
二
、
七

八
三
萬
圓

に
増
え
た
点

に
論
及
し

て
い
る

。

こ
の
外

に

も
、
彼
は
、

日
本
政
府

が
北
海
道
を
開
拓
す

る
な
ど
、
領

土
を
拡
大

し
た
点

を
次

の
よ
う

に
紹
介

し

て

い
る
。

「
北
海
道
は
維
新

前

に
は

、
開
拓
す

る
に
至

ら
な
か

っ
た
。
維

新
後

、
こ
れ
を
専
任
す

る

一
府

を
別
置

し
、

開
拓

に
従
事

す

る
よ
う

に

す

る
や
、
物
産

が
日
増

し
に
盛
大

に
な

っ
た
。
郵
便
を

設
置
し
漁
畑
を
勧

め
た

の
で
、
移
住
す

る
人
民
が
年
毎

に
増
加

し
、
内

地

の
商
売

(
721

)

が
次

第

に
そ

の
利
益
を
悟
り

、
通
商

が

一
層
繁

盛
し
た

。」

こ
れ
ま

で
に
考
察

し
た

よ
う

に
、
魚
允
中
は
、
自
修
自
強
論
者
た
ち

が
明
治
維
新
以
来
、

日
本

が
施
行

し
た
諸
般
制
度

的
改
革
を
無

批



20

判
的
な
西
欧
模
倣

で
あ

る
と
見
な
し
、
富
国
強
兵
政
策

に
よ

っ
て
達
成
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
発
展
相
も
内
実
が
な

い
も

の
と
し

て
評
価

し
た

2

の
と
は
対

照
的

に
、
明
治
維
新
後

の
日
本
が
推

進
し
た
諸
般

の
改
革

、
お
よ
び
富

国
強
兵
政
策
を
肯
定
的

に
見
た

の
で
あ

る
。
そ

の
中

で

も

、
特

に
彼
は
廃
藩

置
県
、
秩
禄
処
分
、
殖
産

興
業

、
法

制
改
革
、
通
信
網

の
拡
大

、
交

通
施
設

の
整
備
、
西
洋
式
船
舶

の
建
造
、
海
運

会
社

の
設
立
、
教
育

の
普
及
、
海
外
貿

易

の
増
大
、
そ
し

て
領
土

の
拡
張

な
ど
を
高
く

評
価
し
た

の
で
あ
る
。

神奈川法学第37巻 第1号2004年

1

皿
.

朝
士
た
ち

の
改
革
思
想

自
修
自
強
論
者
の
改
革
思
想

自
修
自
強
論
者

の
場
合

、
彼

ら
が
朝
鮮

の
内

政
改
革
と

関
連

し
て
ど

の
よ
う
な

政
策
構
想
を
持

っ
て
い
た

の
か
を
示
し

て
く

れ
る
資
料

は
少
な

い
。
し
た
が

っ
て
、

こ
こ
で
は
彼

ら
が
、
西
欧
化

さ
れ
た
日
本

の
実
情

に
対

し

て
行

っ
た
各
種

の
批
評

に
間
接
的

に
現

れ
た
彼
ら

の
改
革

思
想
を
抽

出
し

て
見
る

こ
と
に
し
た

い
。

(
1
)

思
想
的
背
景

自
修
自

強
論

者
た
ち

が
明
治
維
新
以
後

、
西
洋
化

さ
れ
た

日
本

の
文
物
を

評
価

し
た
思
想
的
背

景
は
儒
教
的
価
値
観

で
あ

っ
た
。
彼

ら

は
当

時
、

日
本

に
お
け

る
儒
学
軽
視

の
風
潮
、
特

に
孔
廟

に
お
け
る
享
祀
を
廃

止
し
た

こ
と
と
、
儒

学
者

が
零
落

し
た
点
を
否
定
的

に
評

価

し
た

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な
事

実
は
姜

文
馨
と
厳
世
永
両
人

の
次

の
よ
う

な
、
当
時

の
日
本

の
儒
学
衰
退

に
対
す

る
慨
嘆

に
良
く
示

⑳②

さ
れ

て

い
る
。
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「
[姜
文
馨
]
百
済
時
代

の
人

で
あ

る
王
仁
が
書
籍

を
持

っ
て
き
た
後

か
ら
、
経
傳
を

教
え
始

め
た
。
中
世

に
は
、
文
風
が
か
な
り
振

作

し

て
孔
孟
を
尊
重
し
程
朱
を

か
な
り
談
論
す

る
こ
と
が

で
き

、
中
国

の
経
書
と
史
書

が
次
第

に
輸

入
さ
れ
る

や
、
通
経
攻
文

の
士

が
時

々

多

く
輩
出
さ
れ
た
。
近
年

、
西
学

が
大
き

く
繁
盛
し
、
各
藩

の
文
廟

の
な
か

に
は
、
官

署
に
替

る
か
廃
棄

さ
れ
た
も

の
が
多
く
、

五
経

と

(821

)

四
子
は
弁
髪

[無

用

の
物
]

に
な

っ
た
。
そ

の
た
め
に
、
漢
文

の
士

は
零
落
し

て
得
志

で
き
ず

、
激
喘
慨
嘆

し

て

い
る
ば

か
り

で
あ

る

。

[厳
世
永
]
孔
廟
内

に
、
書
籍
館

門
図
書
館
」
を
設
置
し
、

[そ

こ
に
]
中
国

・
日
本

・
西
洋

の
書
籍

を
多

く
具
備

し
、
読
書
す

る
た

め

に
来

る
人
が

一
日
に
数
百

人
に
至

る
。
あ
!
む
か
し
聖
人
が
学

問
を
広
げ

る

の
に
、

い

っ
た

い
経
書

で
な

い
雑
多

な
種

類

の
本

で
、

こ
れ

(
921

)

を

開
始

し
た

で
あ

ろ
う
か

。
」

こ

の
よ
う

に
、
自

修
自

強
論
者
た
ち

の
儒
教
的
価
値
観
を
固
守
し
た
と

い
う
事

実
は
李

鎗
永

が
何
如

璋

に
語

っ
た
次

の
よ
う
な
言
葉

に

お

い
て
も

明
確

に
現
れ

て

い
る
。

「
近

日
に
な

っ
て
、
利

を
追
求
す

る

[国
家

間
の
]
競
争

に
対
し

て
は
、
教
え
を

待
た
ず
と
も

、
す

で
に
心

か
ら
慨
嘆

し

て

い
た
と

こ

ろ
で
あ
り
ま

し
た
。
も

し
、

こ

の
よ
う

な
こ
と
が
絶
え
ず
継
続

さ
れ
る
な

ら
ば
、
周
公

・
孔
子

の
教
え
と
禮
楽

の
風
俗
を
、
将
来
ど

こ
で

(
031

)

明

ら

か

に

で
き

る

で
し

ょ
う

か

。

実

に

、
甚

だ

憂

歎

せ
ざ

る
を

得

ま

せ

ん

。
」

こ
う

し

た

思

想

的

限

界

の
た

め

に
、

彼

ら

は
、

「
そ

の
本

[農

業

]

に
尽

力

せ
ず

、

た

だ
多

く

の
も

の

[商

・
工

・
鉱

業

]

を

求

め

る

(
131

)

こ
と

に
汲

々
す

る
と
、
国
家

が
疲
弊

し
な

い
場
合
は
ほ
と

ん
ど
な

い
」
、
と

い
う

関
種
黙

の
文
章

に
現
れ

て

い
る
よ
う

に
、
抑
末
務
本
思

想
を
持

っ
て

い
た
。
し
た
が

っ
て
、
彼
ら

は
、
日
本
政
府

の
農
業
育
成
策

に
は
好
意
的
な
反
応

を
示
し
た

の
で
あ

る
。

ま
た
、
彼
ら

は
、
す

で
に
論

述
し
た
よ
う

に
、

日
本

の
身
分
制
度
変
化
を
上

下

・
貴
賎

の
分
別
を
乱
す
も

の
と
し

て
批
判
し
た
。

こ
の

点

は
、
彼
ら
が
、
す

べ
て
の
人
間
は
元
来
平
等
な
も

の
で
は
な
く
、
必
ず
尊
卑

・
貴
賎

に
区
分
さ
れ
、

こ
れ
ら
各

階
層
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自

ら

の
職
分

に
相
応

し

い
社
会
的

地
位
を
持

っ
て

い
る
、
と

い
う
儒

教
的
名

分
論

に
立
脚
し
た
社
会

思
想

を
持

っ
て

い
た

こ
と
を

示
し

て

い
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る
。し
た
が

っ
て
、
彼
ら
が
理
想
化
し
た
統
治
構
想
も
仁
政
を
施
す
、
す
な
わ
ち
、
王
道
政
治
が
具
現

さ
れ
る
専
制
君
主
制

で
あ

っ
た
。

こ

れ
は
、
李

鎗
永

が
横
浜
税

関
文
書
課
員

で
あ

る
毛
丸

利
恒
と

問
答

を
す

る
な
か

で
行

っ
た
次

の
よ
う

な
言
葉

か
ら
も
伺
う

こ
と

が

で
き

る
。「凡

そ
国
を
治

め

る
際

に
、
仁
政
を

施
し
な
が
ら
王

の
役
割

を
す
れ
ば

、
秦

・
楚

の
堅
甲
利
兵
す
ら
も
破

る
こ
と
が

で
き

る

で
し

ょ
う
。

し
か

し
、
仁
政
を
行

わ
な
け

れ
ば
、
た
と
え

、
億
萬
名

の
兵

が

い
る
と
し

て
も
、

[彼
ら

が
]
億

万

の
心

に
裂
か
れ

る

で
し

ょ
う

。
兵
と

い
う

の
は
、
不
慮

の
変

に
備
え

る
も

の
と

し

て
、

一
日
も

な
く

て
は
な
ら
な

い
も

の
で
あ

る
が
、
兵
勢
だ

け
を
持

っ
て
国

の
強
弱

を
論

じ

(
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る
べ
き

で
は
な

い
で
し

ょ
う

。
」

以
上

の
よ
う

に
、
自
修
自

強
論
者

た
ち
は
思
想

的

に
儒

教
価

値
観
を
墨
守

し
た
た
め

に
、
政
治
的

に
は
王
道

政
治

が
具
現

さ
れ
る
理
想

国
家
を
考
え

た

の
で
あ
り
、
経
済
的

に
は
抑
末

務
本
的
な
重
農

王
義

思
想
を
堅
持

し
た

の
で
あ

り
、
社
会

的

に
は
上
下

・
貴
賎

の
分
別
が

守
ら

れ
る
名
分
論

的
な
身

分
社
会
を
理
想
化

し
た

の
で
あ

る
。

(
2
)
自
修

自
強
論

自
修
自

強
論

者
た
ち

は
根
本
的

に
儒
教
的
価
値
観
を
墨
守
し
た

の
で
あ
り
、
内

政
改

革

の
必
要
性
も
切
実

に
感
じ
な

い
部
類

で
あ

っ
た

が
、
彼
ら
も
当
時
、
朝
鮮

が
指
向
す

べ
き
政
策
路
線

で

一
定

の
方
案
を
講
じ

て

い
た
。
趙
準
永

の
場
合
、
復
命

時
莚
説

で
高
宗

に
朝
鮮
が

と
り
得

る
政
策
路
線
と

し
て
、
次

の
よ
う

な

「
自
修
自
強
策
」
を
建
議
し
た

の
で
あ
る
。

「
大
抵

近

日
に
各

国
は
た
だ
強
弱

に
相
較

し
、
仁
義

で
責

し
ま
せ

ん
。
た
と
え
、
好
意

が

っ
て
も

、
弱

い
こ
と
を
見

る
と
、
む

し
ろ
悪

意

を
抱
き
、
強

い
こ
と
を
知

れ
ば
か
な
ら
ず
、
修
好

し
よ
う
と

し
ま
す
。
現
在

の
事
勢
と
し

て
は
、
ま
ず
自
修
自
強

に
力
を

い
れ
る
ば

か
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り

で
す

。
」

こ

の
よ
う
な

「
自
修
自
強
策
」

が
具
体

的
に
ど

の
よ
う

な
方
案

で
あ

っ
た

の
か
は
、
彼

が
日
本
社
会

に
蔓
延

し
た
西
欧
文
化
追
従

風
潮

を
論
駁

し
た
次

の
よ
う
な
文
章

に
見

い
出
す

こ
と

が
で
き

る
。

「
[
日
本
は
]
朝

に
西
法
を
聞

け
ば

一
令
を
直

し
、
夜

に
西
制
を
見

る
と

一
事

を
行
な
う

。

[西
欧
を
]
節
節

に
慕
効

し
、
立
国
数

千
年

の
旧
制
度
を
廃

止
す

る

の
に
、
遊
談
聚
議
す

る
文
人
た
ち
は
、
そ

の
た
め
に
た
め
息
を

し
、
慨
然

に
悲

し
む

。
西
洋

の
軍
制
や
鎗
砲

・
船

機

、
お
よ
び
農
業
諸
法

の
よ
う

に
、
国
を

強
く
し
、
百
姓
を
富
裕

に
す

る

の
は
、
む

し
ろ
真
似
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

し
か
し
、
官
職

.

宮
室
(臓

食

.
衣
服

の
よ
う
な

.
」
と

は
、
す

で
に
国

に
無
益

で
百
姓

に
も
不
便

で
あ

る
か
ら
、

.」
れ
を
無
翠

り

に
強
制
す

る
こ
と
は

で

き
な

い

。
」

こ

の
よ
う

な

こ
と
か
ら
推
測
し

て
見

る
と
、
趙
準
永

が
建
議
し
た
自
修
自

強
策
は
西
洋
文
化

の
浸
透
か
ら
自

国
固
有

の
制
度
や
風
俗
を

守

る
範
囲
内

で
、
国
家

の
富
強
と

国
民

の
厚
生

に
役

立

つ
西
洋

の
軍
制
や
武
器

、
お
よ
び
農
業
技

術
な
ど
を
受
容
す

る
東
道

西
器
論
的
採

西
論

で
あ

る
と
言
え

る
。

ま

た
、

こ
の
よ
う

な
改
革
観
は
李

鋳
永

の
場
合

に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ

の
点

は
、
彼

が
日
本
内

の
批
判
勢
力

が
行
な

っ
た
言
葉
を
借
り

て
、

キ
リ

ス
ト
教
な
ど
西
洋
文
化

の
浸
透
を
批
判
し
た
次

の
引
用
文

に
現
れ

て

い
る
。

「
日
本

の
立

国

[歴
史
]

は
、
現
在
ま

で
二
、
五
三

〇
余

年

に
な

っ
て
お
り
、
本
来
、
自
家

の
制
度
を
持
ち
、
す

で
に
暦
世

の
伝

習
を

継
承

し

て
き

た
。

そ
れ
故

、

[
日
本

は
]
西
国
と

通
じ
る
以

前

に
も
、
国
富
兵
強

で
、
家
給

人
足
出
な

い
時
が
な
く

、
ま
た
、
外
国

に
依

存
し

た

こ
と

が
な
か

っ
た
。

し
た
が

っ
て
、
当

初
、
斥
撰
だ
け

で
な
く

、
邪
正

の
分
別
も
厳
格

で
あ

っ
た
。
今

に
至

っ
て
、
胡

[西
欧
]

に
服
従

し

て
、
そ

の
よ
う

に
風
俗
が
変
わ

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。
あ
る
人
は
、

「時
勢
が

そ

の
よ
う

に
さ
せ
た

の
だ
」
、
と
も

言
う

。
し
か

し
、
時
勢

だ
け

の
せ

い
に
し
、
自

ら

の
自
主

は
考
え

な

い
の
か
。
あ

る
人
は
、
「
強
弱

の
所
致
」
、
と

言
う

。
し
か
し
、
そ

の
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理
由
を

強
弱
だ
け

の
せ

い
に
し
、
自

ら

の
自
修

は
尽
く
さ
な

い
の
か
。
大
抵
、
西
国
が
学

ぶ
の
は
邪
蘇
教

で
あ
り
、
彼
ら

が
こ
と

に
す

る

の
は
功
利
を
欲

し
が

っ
て
お
り
、
た
だ
奇
抜

で
巧
妙

さ
だ
け
を
第

一
に
す

る
。
す

で
に
、
相
通
を
認

め
、
見

聞
が
相
接
す

る

の
で
、
す

べ

て
の
厚
生

の
方

と
富
強

の
術

か
ら
真
似

る
こ
と
は
真
似
、
替
え

る
も

の
は
替
え

る
こ
と

が
出
来

る
。
も

し
そ
う

で
あ

る
と

し

て
も

、

一
事

一
為
を
、

西
洋

を
模
倣

し
な

い
も

の
が
な
く
、

一
～

二
年

に
す

べ
て
が

皆
変

更
し
、
我
ら

の
古

い
も

の
は
失

い
、
他
人

の
短
点
だ

け
を

(
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)

取

る
か
ら
、
宇
内

の
万
国

に
、

い

っ
た

い
ぜ
ん
た

い
、
こ
う

し
た
理
致

が
あ

る
だ

ろ
う

か

。
」

〔傍

点
筆

者
〕

こ

の
よ
う

に
、
李

鋳
永
も
趙

準
永

の
方
案
と

そ

の
軌
を

一
に
す

る
西
洋
技
術
受
容
論
を
提
示

し

て
い
る
。
ま

た
、
こ

の
よ
う

な
改
革
観

は

こ
れ
ら
両
人
だ
け

に
限
ら
れ
た
も

の
で
は
な

い
と

い
う

こ
と
は
、
す

で
に
考
察

し
た
自
修
自
強
論
者
た
ち

の
西
欧
化

さ
れ
た

日
本
文
物

に
関
す

る
批
判
的
見
解
か
ら
推
測
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

最
後

に
・

こ
う

し
た
東
道
西
器
論
的
改
革
瞬

を
前
述
し
た
自

修
自

強
論

者

の
思
想
的
背
見尽
と

つ
な
げ

て
見

る
と
、
彼
ら
は
朝

鮮

の
伝
統

的
な
制
度

や
文
化
を
維
持
す

る
範
囲
内

で
、
漸
進
的

に
西
洋

の
武

器
や
技
術
を
受

容
し
、
ま

た
農
業

の
振

興
を

計
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
変

化
す

る
国
際
情
勢

に
対
処
し
よ
う
と
し
た
、
と
言
え

る

で
あ

ろ
う

。

2

変
法
自
強
論
者
の
改
革
思
想

(224)

変
法

自
強
論

者

の
な
か

で
、
魚

允
中

は

日
本
視
察
活

動

の
際

に
構
想

し
た
自

ら

の
改
革
方
案

を
記

述
し
た

『
随
聞
録
』
を

残

し

て
お

り

、
洪
英
植

の
場
合

に
は
、

一
八
八
三
年

に
彼
が
報
聰
使
と
し

て
、
米
国
を
訪
問
し
た
後
、
復
命

時

に
行
な

っ
た
莚
説

に
見

い
出
す

こ
と

が

で
き

る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
こ
で
は
、

こ
の
よ
う

な
資
料

に
現
れ
た
彼
ら

の
改
革
思
想
を
検

討
し
、

こ
れ
を
国
民
精
神
改
革
論
と
富
国
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強
兵
論

に
区
分

し

て
考
察

し
た

い
。
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(
1
)
国
民
精
神
改
革
論

魚
允
中

は
明
治
維

新
以
後

、

日
本

が
な

し
遂
げ
た
発
展
相
を
直
接
目
撃

し
た
後
、
朝
鮮
も

日
本

の
よ
う

に
、
果
断
性

の
あ

る
改
革
を
推

進

す

る
必

要
性
を
痛
感

し
た
。
彼

は
、

日
本

が
当
時
発

展

で
き

た
要
因
を

、
「
彼
ら

が
不
断

に
武
事
を
嵩
尚

し

て
、
人

々
が
勇
敢

で
、
か

つ
果
敢
さ

に
慣

れ

て
い
る
か
ら
」

で
あ

る
と
見

て
、

こ
れ
を

「亀

鑑
と
す

る
に
値
す

る
」
、
と
判
断
し
た
。

し
た
が

っ
て
、
彼

は
、
朝
鮮

も
国
勢
を
振
作

し
よ
う
と
す
れ
ば

、
そ

の
要
諦

は

「全

国

の
人
民
を
鼓
動
さ
せ
、
活

発
な
気
象
を
養
う

こ
と

に
努
め

る
こ
と
以

上
に
な
く
・

そ

の
後

で
、
大
き

な

こ
と
が
出
来
葡
)」
・
と
髪

て
・
国
民

の
進
取
性
を
霧

す

る
方
案

を
模
索

し
た

の
で
あ

る
・

ま

ず
、
彼

は
国
民

の
進

取
性
を
制
約
し

て
き
た
主
原
因
は
儒

教

に
あ

る
と
見

て
、
そ

の
現
実
安

住
的
性
向

に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
痛

駁

し
た
。

「昔

の
人
は
誰
も

が
、
安

貧
を
も

っ
て
賢

に
し
た

の
で
あ

っ
た
が
、
真

に
正
し
く
な

い
。

人

々
に
し

て
、
安

貧
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
生

き

て

い
く
方
途
を
建

て
る
こ
と

に
尽
く

せ
ず

、

い

っ
た

い
口
と
体
を
保
存
す

る
こ
と
が
出
来
た

で
あ

ろ
う
痂
)・

我
邦

に
不
断

に
、
儒

道
を
嵩

尚
し
、
そ

の
上

に
、
柔
儒

に
陥
る
こ
と
を
賢
と
言

っ
た

の
で
、

一
人
も

勇
敢

に
、
気

象
を
羽
ば
た
く
者
が

な

い
。
故

に
、
ま
ず
、

風
俗
を
変
革

し
よ
う

と
す
れ
ば

、
彼
ら
に
前

習
を
痛
芒

た
後

に
可
能

で
あ
蕊
)」
・

こ

の
よ
う

に
、
朝
鮮

の
現
実
安
住
的
弊

習
が
儒
学
崇
尚

に
起
因
す

る
と
判
断

し
た
彼

は
、
こ
れ
を
改
革
す

る
た
め

の
具
体
的
な
方
案
と

し

て
、
当
時

、
儒

学
尊
崇

の
根
因

で
あ

っ
た
科
挙
制
度
を
廃
止
す
る

こ
と
を
次

の
よ
う

に
提
案
し
た

の
で
あ
る
。

「
ま
ず

科
挙
を

革
罷
す
れ
ば

、
功
名
進

取
を
図
謀

す
る
者
た
ち

が
皆

、
奔

走
し

て
争

っ
て
外

国

に
出

て
行
き
才
芸

を
学
び
、

か

つ
習
得

し

て
帰

っ
て
来

る
だ

ろ
う
。
も

し
科
挙

を
廃
止
し
な
け
れ
ば
、
取

人
之
路

に
人
材

が
興
起

で
き
ず

、
皆
、
旧
学

に
安
住

し

て
学
芸

の
精
進
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を
求

め
な

い
だ

ろ
う

」
。

す
な
わ
ち
、
彼

は
科
挙
制
度
を
通
じ
た
官
吏
任
用
制
度

が
、
人

々
を

し
て
儒
学
だ
け

に
執
着

さ
せ
る
と
見
な
し

て
、

こ
れ
を
廃
止
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
国
民
意

識
を
改
革
し

て
西
洋

の
先

進
学
問
を

習
得

す

る
人
材
を
養
成

し
よ
う

と

し
た

の
で
あ

る
。

こ
れ
と
並
行

し

て
、

彼
は
叢

的
な

「年
少
気
讐

」
を
政
府
に
登
用
す
登

」聾

呆

商
社
の
制
度
を
援
用
し
て
、
菅

府
僚
属
L
や

「
善

校
伍
」
の
よ

う

な

下
級
官
吏
た
ち

に
、
能

力

に
し
た
が

っ
て
報
酬

を
与
え

る
給
与
制
を
実
施
す

る
と
も
主
張
し
た

の
で
あ

る
。

こ

の
よ
う

に
科
挙

制
度

の
廃
止
を
軸
と
し
た
官
僚

制
改
革
案

は
、
官
吏
を
持

っ
て
商

工
業

に
従
事

さ
せ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
彼

ら

の
自

活
基
盤
を
確
保

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
、
と

い
う
次

の
よ
う
な
提
案

で
具
体
化

さ
れ
る
。

「
西

[洋

]
国
官

人
は
皆
、
録
利
を
求

め
ず
、
た
だ
名
誉
を

求
め

る
だ

け

で
あ

る
。
立
功
揚
名

す

る

の
を
模
範

と
す

る

の
で
、
貧

禁
す

る
風

習
が
な
く
、
む

し
ろ
自

ら

の
私
財

で
公
費
を
補
う
者

が

い
る
。
故

に
、
四

〇
歳

以
前

に
、
必
ず

商
工
業
を
習
う

こ
と

に
よ

っ
て
、
そ

の
家

を
富
裕

に
し
た
後

、
官

職

に
付
く
。

…
…
官
職

に
付
き

た
け
れ
ば

、
ま
ず
、
自

ら

の
家
を
富
裕

に
さ
せ

る

の
で
、
立
派
な
風
俗

に
な

(
341

)

っ
て

い
る
、
と
言
え

よ
う

」
。

こ
れ
を

見
る
と
、
彼
は
官
吏

た
ち

の
私
利
私
欲

の
追
求
を
阻

止
し
、
公
益

、

つ
ま
り

国
家
利
益

に
充
実

す
る
官
公
吏
像

を
確

立
す
る
た

め

に
、
官

吏

の
商

工
業
従
事

が
望
ま

し

い
と
考
え

た

の
で
あ

る
。
当
時

、
朝

鮮

で
実
際

に
、
官

職
に
付

け

る
階
層
は
両
班
階
層
だ
け

で
あ

っ
た

の
で
、

こ
れ

は
、
す

な
わ
ち
、
両
班

の
商

工
業
従
事

を
意

味
す
る
も

の
で
あ
る
。

要
す

る
に
、
魚
允

中
は
科
挙
制
度

の
廃

止
と
両
班

の
商
工
業

へ
の
従
事
を
通
じ

て
、
両
班
中
心

の
性
理
学
的
支
配
体
制

下
で
抑
圧

さ
れ

て

い
た
国
民

の
進

取
性
を

開
発
し
、
さ
ら

に
、
彼
ら

に
西
洋

の
先
進
知

識
と
技
術
習
得

に
関
心
を
持
た

せ
よ
う

と
し
た

の
で
あ

る
。

洪
英
植
も
魚

允
中
と
類
似

し
た
見
解
を
持

っ
て

い
た

こ
と

は
、
報
聰

使
行
後
莚
説

で
、
彼

が
、
山口同
宗

の
下
問

に
次

の
よ
う

に
答
え

て
い

る

こ
と
か
ら

わ
か

る
。
す

な
わ
ち
高
宗
が
、

「
そ

の

[米

国

の
]
長
所

か
ら
取
る
と

こ
ろ
が
あ

ろ
う

」
と

い
う

や
否

や
、
洪
英
植

は

「
特
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に
、
我

々
が
最
も
重
視
す

べ
き

こ
と
は
教
育

に
関
す
る

こ
と

で
あ

る
が
、
も

し
米
国

の
教
育
方
法
を
真
似

て
、
人
材
を
養
成
し
百
方

で
対

応
す

る
な
ら
ば

、
た

ぶ
ん
難
し

い
こ
と

が
な

い
だ

ろ
う
か
ら
、
必
ず

[米

国

の
教
育
制
度

の
]
法

を
真
似

る
べ
き

で
あ

り
ま
麺

L
・
と
答

え
た

の
で
あ

る
。

こ
こ
で
分
か

る
よ
う

に
、
洪
英
植
も
教
育
改
革
を
通
じ
た
人
材
養
成
を
主
張

し
た

の
で
あ
り

、
こ
れ
は
魚
允

中
が
提

唱

し
た
国
民

の
進
取
性
酒
養

の
た
め

の
諸
方
案
と

一
脈
通
ず

る
も

の
で
あ

る
。

以
上

の
よ
う

に
、
変
法
自

強
論

者
た
ち
は
朝
鮮
が
落
後

し
た
原
因
が
儒

学
崇
尚
か
ら
起
因
す

る
国
民

の
現
実
安
住
的
性
向

に
あ

る
と
見

な
し

て
、

こ
れ
を
改
革

す

る
た
め

に
、
科
挙
制
度

の
廃
止
を
軸

に
し
た
官
僚
制
改

革
と
教
育
改
革
を

通
じ
た
国
民

の
進
取
性
を
高
揚

し
、

人
材
を
養
成
す

べ
き

で
あ

る
と

い
う
改
革

思
想
を
持

っ
て
い
た

の
で
あ

る
。

(2
)
富

国
強
兵
論

嚇舞

農

の難

吻縣

難

麟

蹴榔馨

国馨

鎌

韓

疑

艦噛
誓

唖
吐。▽の務

に

は
内

変

が
あ

り

、
普

.
法

[ド

イ

ツ

・
フ
ラ

ン

ス
]

も

互

い

に
牽

制

し

て

い
る

時

代

で
あ

る

の

で
、

力

を

尽

く

し

て
、

前

も

っ
て
綿

密

に
準
備

し
て
富
国

に
な

る
よ
う

に
計

ら
ね
ば

な
ら
な

い
・
ナ
あ

時
を
逃

せ
ば
・

[富
強

を
計

る
事

が
」

不
可
で
あ
緬

)」
・
と
言

っ
て
・
当
時

の
国
際
情
勢
は
朝
鮮
が
富
強
を
計

る
好
機

で
あ

る
と
判
断

し
た

の
で
あ

る
。

そ
れ

で
は
、
彼
が
、
朝

鮮

の
富
強
を
な

し
遂
げ

る
た

め
に
、
ど

の
よ
う

な
具
体
的
な
方
案
を
講

じ
た

の
か
を
考
察

し

て
み
る
と

、
次

の

ご
と
く

で
あ

る
。
第

一
に
、
彼
は
、
西
洋

の
先
進
学
問
と
技

術

の
習
得

に
関
心
を
持

っ
て

い
た

の
で
あ
り
、
西
洋

の
先
進
文
物
を
積
極
的

に
受
容
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
富

国
強
兵

の
礎
石
に
し
よ
う
と

し
た

の
で
あ

る
。

こ
れ
は
、
次

の
よ
う

な
彼

の
西
洋
文
物
受

容
論

に
良
く

現

れ

て
い
る
。
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「各

国
が
互

い
に
貿
易

を
す

る

の
は
、
た
だ
物

貨

で
相
通
す

る
だ

け

の
こ
と

で
は
な

い
。
材
芸

で
互

い
に
助
け

る

の
で
、
そ

の
智
巧
を

学

ぶ
こ
と
が
出
来

る
の

で
、
良

い
点
は

こ
れ
を
取
り
、
長
点
は

こ
れ
を
行
な
う
だ
け

で
あ

る
。

こ
れ
は
才
智

の
貿
易

で
あ

る
の
で
、
物
貨

(
1

)

に
比

べ
て

[そ

の
利
益

が
]

よ
り
大
き

い
も

の
で
あ

る

」
。

こ
こ
か
ら
さ
ら

に
、
彼

は
、
朝

鮮

の
事
勢
を
考
慮

し
て
、
朝
鮮
と

立
地
与
件

が
類
似
す

る

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
ベ
ル
ギ
ー
や

ス
イ

ス
の
よ
う

な
小

国
を
朝
鮮

の
発
展

モ
デ
ル
に
し
て
、
そ

の

「
治
法
と
政
規
」

を
受
容
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
国
家

の
自
主
と
独
立
を
計

ろ
う

と
し
た
。

こ

の
た
め

に
、
彼

は
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
、
こ
れ
ら
二

つ
の
国
家

に
留

学
生
を

送
る
こ
と
を
進

め
た

の
で
あ
る
。

近
来

に
、
各

国
が
多

く

の
国

に
人
を
派
遣
し

て
留
学

さ
せ
る

の
に
力
を
尽
く
し

て
い
る
が
、
大

体
大
国
、

つ
ま
り
、
英

国
や

フ
ラ
ン
ス

の
よ
う

な
国

に
行

き
小
国

に
行
か
な

い
の
だ
が
、

こ
れ
は
良
く

察
し

て
な

い
こ
と

で
あ

る
。
大
国
が
行
な
う

こ
と
は
大
体
、
そ

の
物
力

の

富
裕
さ

に
基
づ

い
て

い
る
の
で
、
修
濫
が
過
度

で
、
財
物

の
消
耗
も
少
な
く
な

い
。
我

々
の
よ
う
な
小

国
は
容
易

に
及
ぼ
な

い
し
、
ま
た
、

こ
れ
を
真
似

よ
う

と
す

れ
ば
、
労
民
傷
財
す

る
だ
け

で
あ

る
。
現
在
、
西
洋

に
は
英

・
仏

・
ド
イ

ッ

.
俄
以
外

に
、

ベ
ル
ギ

ー
、

ス
イ

ス

な
ど

[小

さ

い
]
国
も
治
法
と
政
規

に

つ
い
て
、
見

る
も

の
が
結
構
多
く
、
英

・
仏

・
ド
イ

ッ

.
俄

に
比

べ
て
、
む
し

ろ
優
れ

て

い
る
点

(
圏

)

が
多

い

。

こ
う

し
た
判
断

の
延

長
線

で
、
彼

は
、
西
洋
技
術

の
受
容

の
た
め

に
、
機
械
類

の
導

入
と

そ

の
運
用
を
指
導
す

る
外

国
人

の
雇
用
も

顧

慮

し

て

い
た
。
そ
し

て
、

日
本

の
先
例

に
照
ら
し

て
み

て
、

こ
れ
を

施
行
す
る
際

に
、
次

の
よ
う

な
注
意
事

項
ま

で
指

摘
し

て

い
た
。

「
外

国

の
技

芸
を
学
び

、
汽
機
と
軍
物
を
買

い
入
れ
し

よ
う

と
す

れ
ば
注
意

せ
ざ

る
を
得

な

い
。
外
国
教
師

と
し

て
雇
用
さ

れ
る
こ
と

を
望
む
者

の
な
か

に
は
、
嘘

で
人
を
欺
隔
す
る
か
、
学

べ
る
も

の
が
な

い
者
が
多

い
。
汽
機
と
軍
物
も
古
制

で
あ

る
か
、
無
用
な
も

の
を

売

ろ
う
と
す

る
。

[
し
た
が

っ
て
]
、
外
国

の
情
形
を
良

く
調

べ
た
後

に
、
公
的

に
相
手

国
政
府

や
公
使

に
往
復

し

て
、

[
こ
れ
ら
を
]
求

(
051

)

め

る

べ
き

で
あ

る
。

日
本

は

そ

の
弊

を

蒙

っ
た

、

と

言

う

」
。
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第

二
に
、
彼

は
、
西
洋

の
先
進
産

業
技
術
を
導

入
し

て
、

こ
れ
を
基
盤

に
し

て
国
内

の
商

・
工

・
鉱
業
を
振

興
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

富
国
を
計

ろ
う

と
し
た
。
特

に
、
彼

は
、
近
代
的
採
光
設
備
を
備
え
た
鉱
山
、
そ

の
中

で
も
比
較
的
投
資
価
値

が
高
く

て
、
産
業
化

に
必

(
揃

)

須

的
な
鉄
鉱
、

お
よ
び
炭
鉱
を
開
発

し
よ
う
と
し
た

の
で
あ

る

。

そ
し

て
、
彼
は
、
す

で
に
炭
鉱
開
発

予
定

地
と

し

て
、
慶
尚
道

の
長
髪

(
251

)

地
域

と
慶
州
近
郊

の
東
海
上

の
鯨
島
を

調

べ
て
置

い
た
ほ
ど

で
あ

っ
た

。

そ

の
上
、
彼
は
、
交

通
、
お
よ
び
通
信
施

設
を
近
代
化

し
よ
う

(
塒
)

(
慨
)

と

し
た

の
で
あ

り

、
商
業

の
育
成

の
た

め
、
株
式
会
社
制
度
を

導
入
す

る
こ
と
も

考
慮

し
て

い
た

。
彼

が
、
東
京

府
商
法
講

習
所

の
学

則
と
教
科

課
程
を
調
査

し
た
事
実
か

ら
考
え

て
、
近
代
的
商
業
を
率

い
る
人
材
を
養
成
す

る
商
業
学
校

の
設
立
も
考
え

て
い
た
よ
う

で
あ

繍
)・第

三
に
、
彼

は
、
全

国
民

に
兵
役
義
務
を

賦
課
す

る
国
民
皆
兵
制
を
実
施

し
、
常
備
軍
を
確
保
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
強
兵
を
計

ろ
う

と
し
た
。
ま
ず

、
彼

は
学
校
を

設
立
し
、

そ
こ
に
武
学
科
を
設
置
し

て
重
文
軽
武
し

て
き
た
旧
風
を

一
掃
す

る
こ
と
を
、
次

の
よ
う

に
提

案

し
た
。

「
文
を

嵩
尚
す

れ
ば

国
勢
が
振

る
わ
な

い
の
で
、
当
然

、
学
校

に
武
学

一
科
を
設
置

し

て
、
毎

日
数
時
間
を

分
け

て
、
騎
射
と
砲
撃

の

技
芸
を

学

ぶ
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
小
さ

い
時

か
ら
学

ん

で
慣

れ
れ
ば
・
人
材

が
頽
惰

に
陥
ら

な

い
で
あ

ろ
い働
)」
・

こ

の
よ
う

な
尚

武
的
気
風

の
振
作
を

土
台

に
、
彼

は
、
両
班
を
含
む
全

国
民

に
兵
役
義
務
を
賦
課
す

る
軍
制
改
革

計
画
を
次

の
よ
う

に

構

想
し
た

の
で
あ

る
。

「
た

だ
学
校

で
養

武
す

る
だ

け

で
は

な

い
。

工
場

・
官
人

・
商

民
皆

が
頭
領
を
定

め

て
規
則
を
作
り

、
毎

日
、
数
時

間
ず

つ
武
事
を
習

わ

せ
、
山

野

の
農
民
ま

で
も

、
こ
れ
を
法

に
し

て
、
養
勇
衛

国
を
義

務

に
す
れ
ば
、
常

に
数

百
万

の
軍
隊
が
あ

る
の
で
、
他
国
が
我

々
を

(
751

)

敢
え

て
無
視

で
き

な

い
で
あ

ろ
う

」
。

こ

の
外

に
も
、
彼

は
、

「
航
海
術
を

学

ぼ
う
と
す

る
な

ら
ば

、
ま
ず
商
船
を
購

入
し

て
海

軍
と
将

校
を
乗

せ

て
、
そ

の
航
海
術
を
学
ば
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せ
た
後

、
漸
次

に
海
軍
艦
を
扱
う
法
を
学

ぶ
こ
と
が

で
き

る
。
ま
た
、
年

の
若

い
者
を
選
抜
し

て
、

日
本
海
軍
兵
学
校
、
機
関
学
校
、

お

(
儒
)

よ
び
三
菱
商
船

学
校

に
入
学

さ
せ
る
こ
と
も
良

い

」
、
と
言

っ
て
、
海

軍

の
近
代
化

の
た
め

の
留

学
生

の
派
遣
も

顧
慮

し

て

い
た
。

し
か
し
以
上

の
よ
う

に
、
西
洋
文
物
を
受
容

し
、
商

・
工

・
鉱
業
を
振

興
し

て
軍
隊
を
近
代
化
す

る
た
め
に
は
、

つ
ま
り
、
富
国
強
兵

政
策
を
実
現
す

る
た

め
に
は
莫
大
な
財
政
的
支
援

が
な
け

れ
ば

な
ら
な

か

っ
た
。
し
か

し
、
当
時
、
朝
鮮

の
財
政
状
況

は
こ
れ
を
支
、え
る

(
溺

)

こ
と
は

で
き
な

か

っ
た

。

故

に
、
経
済

通

で
あ

っ
た
彼
と
し

て
は
、
所
要

財
源

の
確
保

の
た
め

の
方
案
ま

で
も
講

じ

て
い
た

の
で
あ

る
。
ま
ず

、
彼

は
、

財
政
管

轄
権
を
中
央

に
集

中
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本

の
財
源
捻
出

方
法

に
関
し

て
言
及
し
た
次

の
よ
う

な
例
に
良

く
現
れ

て

い
る
。

「
日
本

の
財

源
創
出

は
封
建
を
廃
し
た
と

こ
ろ
に
あ

る
。

一
応
、
各

国

の
石

[諸
侯

の
俸
禄

]
を
廃
止
す

る
こ
と

に
着
手

す

る
や
、
郡

県
と
称

し
、
た
だ
三
府

・
三
十
七
県
を
設
置
し
た
。
府
県

の
下
に
は
、
郡

・
区

・
町

・
村
が
あ
り
、
府
知
事

・
県
令

が
統
御
す

る
。
府
知

(
061

)

事

・
県
令

が
郡

・
区

の
長

に
税

で
俸
給
を
支

給
す
る
。
国
内

の
租
税
は
皆
、
大
蔵
省

に
送
り
、
そ

こ
で
調
度
さ
れ
る

」
。

さ
ら

に
、
彼
は
、
明
治
初

期
か
ら

日
本
政
府
が
三
井

・
三
菱

の
よ
う

な
特
権

的
商
人
、

つ
ま
り
、
政
商
と
連
携
を
結
び
な
が
ら
、
政
府

が
企
図
す
る
殖
産

興
業

政
策

を
推
進

し
て
き
た

こ
と

に
注

目
し
た
。

つ
ま
り
、
当
時
、
三
井
傘

下

の
会
計
事
務
局
と
商
法
司
は
政
府
機
関

(
田

)

と
同
様

で
あ

り
、
為

替
会
社

と
商
社

会
社
は
国

策
会
社

で
あ

っ
た

。

こ
れ

に
注
目

し
た
彼

は
、
「
国
家

財
政
は

日
本

の
三
井

の
よ
う

に
、

(
261

)

財
力

の
あ

る
者

を
も

っ
て
担
当
さ

せ
る

の
が
良

い
」
、
と

提
案

し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え

て
、
彼

は
、
富
国
強
兵
政
策

に
必
要
な
応
急

資
金
を
、

日
本

の
よ
う

に
、
政
商

の
育
成
を

通
じ

て
捻

出
し
よ
う

と
し
た
よ
う

で
あ

る
。

そ
し

て
、
彼

は
、

日
本
と
欧
米

の
先
例

に
従

っ
て
、
自

国
船
以
外

に
は
自

国
内

に
お
け
る
運
輸
行
為

を
禁

止
さ
せ
る
こ
と

に
よ

っ
て
海

運
を
保
護

し
、
さ
ら

に
、
国
内
産
業
を
育
成

し
よ
う

と
し
た
よ
う

で
あ
る
。
明
治
維
新
後

、
日
本

の
大
久
保
政
権

は
関
税
自
主
権
を
喪
失

(
361

)

し
た
状
況

下

で
、

関
税
保
護

政
策
を
採
用

で
き
な
く
な

る
や
、

こ
う
し
た
海
運
保
護
政
策
を
断
行
し
た

こ
と
が
あ

る

。
魚

允
中
も
朝

鮮

の
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沿

岸
運
航
権

の
保
護

を
顧
慮

し
た
と

い
う
事

実
は
、
次

の
よ
う

な
引
用
文

に
良
く
現
れ

て

い
る
。

「
海

関
は
外
国

人
が
商
利
を
占

め
る
よ
う

に
す

る

こ
と
は

で
き
な

い
。
欧

米
諸
国
は

み
な

、
外

国
船

お
よ
び
外

国
人
民
が
自

国
内

に
来

て
、
通
航
を
生
業
と
す

る

の
を
禁

じ
る
。
英

国

の
よ
う

な
国
は
学

術
技
芸

が
す

で
に
精
美
す

る

の
で
、
た
ま

に
は
、
そ
う

し
た
禁
を
廃
止

す

る
こ
と
も

あ

る
が
、
他
国

は
み
な

そ
う

で
は
な

い
。
合
衆

国
憲
法
全
書

に
し
た
が
え
ば
、
合
衆

国
に

い
る
外
国

お
よ
び
外

人
船
舶

は
各

種

の
物
産

、
製
造
品
お
よ
び

そ
の
他

の
売
買
物
品
を
甲
港

か
ら
乙
港

に
運
搬
す

る
こ
と
が

で
き
な

い
。
も

し
犯
す
者

が

い
れ
ば
船
と
物
を

(
1

)

没
収
す

る

」
。

た

ぶ
ん
こ
う

し
た
計
画

の
実
現
と
連
関
さ

せ
、
彼
は
、

日
本
か
ら
汽
船
と
帆
船

の
購
入
価
格
、

お
よ
び
船
員

の
雇
用
料
な
ど

に

つ
い
て

(
鵬
)

詳
細
な
調
査
を
行
な

っ
て
い
る

。

こ
れ
と
並
行

し

て
、
彼

は
、
関
税
自
主
権

の
回
復
を
通
じ
た
財
源
捻
出
方
案
も

顧
慮

し
た
が
、
こ

の
点

は
次

の
記
述

か
ら
知

る
こ
と
が

で
き

る
。

「
此

国

[
日
本

]
が
諸

国
と

立
約
し
た
時

、
自
治

権
を
明
言

で
き
ず

、
外

[国
]
人
を
該

国

の
法

で
治

め
ら

れ
な

い
で

い
る
。

税
関
も

欺

隔
さ
れ
、

み
な
そ
れ

に
牽
制
さ
れ

る
こ
と
を
免
れ

て

い
る
・
当
然

こ
れ
を
探
察

し
・
必
ず
皇

権
を
確
立

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
(陥
v」
・

し
か
し
、
以
上

の
よ
う

な
財
政
管
轄
権

の
中
央
集
権
化

や
政
商

の
育
成

、
お
よ
び
海

運

の
振

興

の
た
め

に
は
、
巨

額

の
資
金

が
必
要

で

あ

っ
た
。
と

こ
ろ
が
、

関
税
自
主
権

の
回
復

の
た

め

の
協
商

が
難
航
を
繰
り
返

し
て

い
た
当
時
と

し

て
は
、
こ
う

し
た
諸
方
案
を
実

践
し

て
財
政
状

況
を

好
転
さ

せ
る
こ
と
は

で
き
な

か

っ
た
。

し
た

が

っ
て
、
彼
は
、
朝
鮮

で
実
現
可
能
な
資
金
調
達
方
法
と
し

て
、
大
院
君
治

下
の
よ
う

に
、
悪
貨
を
大
量
寿
造

し

て
流
通

さ
せ
る

か
、
あ

る

い
は
外

国
か
ら
借
款

を
導
入
す

る
方
法
を
顧
慮
す

る
よ
う

に
な

っ
た
。
し
か

し
、
彼
は
、
す

で
に
考
察
し
た

よ
う

に
、
紙
幣

の

よ
う

な
貨

幣
発
行
を

通
じ
た
財
政
補
完
策

に
は
否
定

的
立
場
を

取

っ
た

の
で
あ

る
。
彼

が
日
本

で
、
各

国

の
資
金

貸
出
時

の
公
認
利
子
率

(
卿
)

を

調
査

し
た
事
実

か
ら

推

測
し

て
見

て
、
結
局
彼

は
、
借
款
導

入
案

を
そ

の
代
案

と
し

て
慎
重

に
顧
慮

し
た
よ
う

で
あ

る
。
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要
す

る
に
、
魚
允
中
は

西
洋
文
物

を
積
極
的

に
受

容
し
、
商

・
工

・
鉱
業
な
ど
近
代
産
業

を
振
興

し
、
近

代
的
学
校
と

軍
隊
を
設
け
、

国
家

の
富
強
を
計

る
こ
と

に
よ

っ
て
朝
鮮

の
独
立
と
自
主
を
維
持

し
よ
う
と
す

る
改
革

思
想
を
持

っ
て
い
た
。
ま

た
、
彼
は
、
富

国
強
兵

政
策

の
推
進

に
必
要
な
財
源
を
調
達
す

る
た
め
に
、
財
政
管
轄
権

の
中
央
集
権
化
、
政
商

の
育
成
、
海
運

の
振

興
、
そ
し

て
、
関
税
自

主

権

の
回
復
な
ど
、
諸
方
案
を
提
議

し
、
外
資
導

入
も
顧
慮

し
た

の
で
あ

る
。

洪
英
植

の
場
合

に
も
、

そ

の
莚

説

に
お

い
て
、
「
機
器

の
製

造
、

お
よ
び
舟

・
車

・
郵
便

・
電
報

な
ど
は
ど

ん
な
国
を
問
わ
ず

、
急

先

務

に
な
ら
ざ

る
を
得

な

い
」

と
し
、
ま
た

、
「
米

国

の
国
民
は
文
盲
者

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま

た
、
海
軍

・
陸

軍

の
兵
芸
を
兼
習

し
な

い

者

が
な

い
の
で
、
国
民

み
な
が
将

軍
や
兵
卒

に
な
り
得

る

の
で
、
如
何

な
る
緊
急
事
態

が
発
生

し

て
も

、
百
万

の
軍
隊

を
急

に
動
員

で
き

(
1

)

ま
す

」、
と
述

べ
た
点
か
ら
推
測
し

て
、
魚
允
中
と

ほ
と

ん
ど
同
様
な
富
国
強
兵
指
向
型

の
改
革
思
想
を
持

っ
て
い
た
、
と
言
え

る
。

結
び
に
か
え
て

一
八
八

一
年
四
月

(陽
、

五
月
)
か
ら
七
月
ま

で
、
約
三

ヶ
月
間

日
本
を
視
察
し
た
朝
士
視
察
団
は
明
治

日
本

の
西
洋
化

さ
れ
た
文
物

を
自

発
的
、
か

つ
組
織

的

に
把
握

し
よ
う

と
し
た
朝
鮮
側

の
試

み
と
し

て
、

一
八
八

〇
年
代

の
開
化
を
推
進
し
よ
う

と
し
た
朝
鮮
王
朝

の

為

政
者
た
ち
が
、

日
本

な

い
し
は
西
欧
文
物

に
対
し

て
持

っ
て

い
た
認
識
態
度
、
お
よ
び
そ

の
深
度
を
計

る
上

で
重
要
な
鍵

に
な

る
。

こ
の
論
文

で
は
、
従

来
、
朝
士
視
察
団
研
究

で
比
較
的
重
視
さ
れ

て

い
な

い
朝
士
た
ち

の
日
本
見
聞
記
を
重
点
的

に
検
討

し
分
析
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
次

の
よ
う
な
結
論

に
到
達
す

る
こ
と
が

で
き
た
。

第

一
章

で
は
、
朝

士
視
察
団

の
構
成
と
任
務
な
ど

に

つ
い
て
従
来

の
研
究

で
看
過
さ
れ
た
点
な

い
し

は
誤
謬
を
指
摘
し
な

が
ら
、
次

の

よ
う

な
事

実
を
新
た

に
解
明

し
た
。
第

一
に
、
朝
士
視
察
団

の
派
遣
は
朝
鮮
政
府
が
対
内
外
的
必
要

に
よ

っ
て
自
発
的

に
推
進
し
た
も

の
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で
あ

る
が
、

こ

の
計
画

は
立
案
す

る
時
か

ら
日
本
側

の
積
極
的
な
協
調

の
下
で
推
進
さ

れ
た
。
第

二
に
、
朝

士
視
察
団

の
朝
士
た
ち
は

一

月

=

日
か
ら

二
月

二
六
日
ま

で
三
段
階

に
亘

っ
て
、
そ

の
数
が
増
加

・
確
定

さ
れ
た
。

そ
の
理
由
は
、
彼

ら
が
朝

・
日
間

の
最
大
懸
案

で
あ

っ
た
税

則
議
定
協

商
、
お
よ
び
政
府

の
汽
船

・
銃
砲
購
入
計
画
と
密
接
な
関
係

の
下
で
選
定

さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
第

三

に
、
朝

士

視

察
団

の
朝
士

た
ち
は
登
科
後

、

一
〇
年

内
外

の
官

歴
を
積
ん
だ
従

二
品
以
下
、
正
四
品

階
以

上

の
中
堅
官
僚

で
、

一
八
七
六
年

や

一
八

八

〇
年

に
日
本

に
派
遣

さ
れ
た
修
信

使

の
官

等
、
お
よ
び
経
歴
と
比
較

し

て
も
決

し

て
劣

ら
な

っ
た
。
彼
ら

は
す

で
に
暗
行
御
使

、
遣
外

使
節

、
ま

た
は
軍
事
専

門
家
と

し
て
活

躍
し
た
前
歴

が
あ

っ
て
政
府
内

で
占
め

る
比
重

が
比
較
的
大
き
な
人
物

で
、
特

に
国
王
高
宗

か
ら

そ

の
能
力

が
認
め
ら
れ

て
、
朝
士

に
抜
擢

さ
れ
た

の
で
あ

っ
た
。
第

四
に
、
復
命
時

の
莚
説

に
示
さ
れ

て

い
る
彼
ら

の
明
治

日
本
観
と
改

革
思
想

に
照

ら
し

て
見

る
と

、
彼

ら
は
、
思
想
的

に
自
修
自
強
論
者

(朴
定
陽

・
姜
文
馨

・
李

鋳
永

・
厳
世
永

・
趙
準
永

・
関
種
黙

・
沈

相

学
)
と
変
法
自

強
論
者

(魚
允
中

・
洪
英
植
)
と

に
大
別
さ
れ
た
。

第

二
章

で
は
、
朝

士
視
察

団

の
朝

士
た
ち

の

『
見
聞
事
件

類
』

の
内
容
を

分
析
し
な
が
ら
、
特

に
魚
允

中

の

『
財
政
見
聞

』
に
注

目
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
自
修
自

強
論
者

と
変
法

自
強
論
者

の
明
治

日
本

に
対
す

る
認
識

の
態
度
と
深
度

に
見
ら

れ
る
相
違
点
を

明
ら
か

に
す

る
こ
と

が

で
き

た
。
前
者

の
場
合

、
彼

ら

の
日
本
観
を

歴
史
観

、
政
治
観
、
経
済
観
、
社
会
観

お
よ
び
通
商
観
な
ど

に
細
分

し
て
検
討

し

た
結

果
、
次

の
よ
う

な
点
を
明
ら
か

に
す

る
こ
と

が
で
き
た
。
第

一
に
、
彼
ら
自
修
自
強
論
者
は
、

日
本

の
地
理
的
環
境

や
歴
史
、
そ
し

て
明
治
維
新

が
起

こ

っ
た
背
景
な
ど

に
関

し
、
比
較
的
正
確
な
認
識
を
持

っ
て

い
た
。
第

二
に
、
明
治
維

新
以
後
、

日
本
が
採

択
し
た
西

欧

式
三
権
分
立

や
法
律

改
革
な
ど

に
関
し
、

そ
の
輪
郭
は
知

っ
て

い
た
が
、

こ
う

し
た
制
度

の
実
用
性
は
認
識
し

て

い
な
か

っ
た
。
第

三

に
、
彼
ら

は
、

明
治
維
新
以
後

に
推
進

さ
れ
た
富
国
強
兵
政
策

の
結
果

、
日
本

が
外
形

上
富
強
を

な
し
遂
げ

た
点

は
認

め
た
が
、
そ
れ
に

よ

っ
て
財
政
状
況
が
悪
化

し
た
と
見
な

し

て
、
富

国
強
兵

政
策

は
実
利

が
な

い
も

の
と

評
価

し
た
。
た
だ
、
彼
ら
は
、
近
代
西
洋
技
術

の

効
用
性

や
交
通

.
通
信
施
設

の
便

利
さ
は
認

め
て

い
た

の
で
あ
り
、
ま
た
、

日
本

の
農
業
振
興
政
策
を
良
策

と
し
て
高

く
評
価

し

て
い
た
。



234神奈川法学第37巻 第1号2004年(234}

第

四
に
、
彼
ら

は
、
明
治
維
新

以
後

、
日
本

で
起

こ

っ
た
身
分

制
度

の
変
動
と

、
そ

の
他

さ
ま
ざ
ま

な
社
会

・
文
化
面

の
西
欧
化
現
象
を

批
判
的

に
見

て
い
た
。
第

五

に
、
彼
ら
は
、
日
本

が
開
国
初

め
に
、
西
欧
列

国

の
強
圧

に
よ

っ
て
関
税
自
主
権

を
喪
失

し
た
事

実
を
知

っ

て

い
た

の
で
あ
り

、
そ
れ

に
よ

っ
て
、
日
本
経
済

に
通
貨
増
発

と
物
価
騰
貴

な
ど

の
弊
害

が
生

じ
た
と
考
え

て

い
た
。

次

に
、
後
者
変
法
自
強
論

者

の
場
合

に
、
魚
允
中

に
限
定

し

て
そ

の
日
本
観
を

政
治
観

、
経
済
観

、
お
よ
び

富
国
強
兵
政
策
観

に
分
け

て
考
察

し
た
結

果
、
次

の
よ
う

な
こ
と
を
知

る
こ
と

が

で
き
た

。

第

一
に
、
彼

は
、
明
治
維

新
以
後
、

一
八
八

〇
年
代

初
め

に
至
る
期
間

に
日
本
政
界
内

の
権
力
構
造

の
変
動

に
対
し

て
比
較
的
詳
細
な

知

識
を

持

っ
て
い
た
。
特

に
、
彼
は
、
日
本
政
府

の
実
権

が
薩

摩

・
長
州

・
佐
賀

な
ど

の
三
藩

出
身
参
議

た
ち

に
よ

っ
て
、
掌
握
さ
れ

て

い
る
と

い
う
事
実

を
把
握

し

て

い
た
。
第

二
に
、
彼

は
、
明
治
維

新
以
後

、
日
本
政
府

が
断
行

し
税
制
改
革
、
紙
幣
発
行
、
お
よ
び
銀
行

設
立
な
ど
、
諸
般

の
経
済

改
革
が
富
国
強
兵
化

の
た
め

の
必
須

的
措
置
と
し

て
見
た

の
で
あ

り
、
ま
た
、
当
時

日
本

の
財
政
状
況
も
楽
観

的

に
見

て
い
た
。

第
三

に
、
彼
は
、
明
治
維
新
後

、
日
本
政
府

が
推
進
し
た
富

国
強
兵

政
策
と

こ
れ

に
伴
う
諸

般

の
改
革
を
肯
定
的

に
見

て

い
た

の
で
あ
り

、
そ

の
成

果

の
中

で
、
特

に
廃
藩

置
県

、
秩
禄
処

分
、
殖
産

興
業
、
法

制
改
革
、

通
信
網

の
拡
大

、
交
通
施

設

の
整

備

、
西
洋
式
船
舶

の
建
造

、
海
運
会
社

の
設
立
、
海
外
貿
易

の
増
大
、
教
育

の
普

及
、
そ
し

て
領

土

の
拡
張

な
ど
を
高

く
評
価

し

て
い
た
。

第
三
章

で
は
、

『見
聞
事

件
類
』

に
現
れ
る
自
修
自

強
論
者

の
改
革

思
想
を
考
察

し
た
後

、

こ
れ
を
変
法
自

強
論
者

で
あ

る
魚
允
中

の

『随
聞
録

』
と
洪
永
植

の
報
聴
使
復
命
時
莚

説

に
見
ら
れ

る
改
革

思
想
と
対
照

し

て
見

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
こ
れ
ら

二

つ
の
グ

ル
ー
プ

の

朝

士
た
ち
が
具
体

的
に
朝
鮮

の
開
化

の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
政
策
構
想
を
持

っ
て

い
た

の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
。
そ

の
結
果
、

次

の
よ
う
な
事

実
を
究
明
す

る
こ
と

が
で
き
た
。

第

一
に
、
自
修
自
強
論
者

た
ち

は
思
想
的

に
儒
教
的
価
値
観
を
墨
守

し
た
が
た
め
に
、
政
治
的

に
は
王
道

政
治

が
具
現
さ
れ
る
理
想

国

家
を
念
頭

に
置

い
た

の
で
あ

り
、
経
済
的

に
は
務
本
抑
末
的
な
重
曲辱
王
義

思
想
を
堅
持

し
た

の
で
あ
り

、
社
会
的

に
は
上
下

・
貴
賎

の
分
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別
が
守

ら
れ

る
名

分
論
的
身

分
社
会
を

理
想
化

し

て

い
た
。
第

二
に
、
彼
ら

は
、
朝
鮮

の
伝
統
的

な
制
度

や
文
化
を
維
持

す

る
範

囲
内

で
、
西
洋
技
術
と
武
器
を
次
第

に
受

容
す

る
が
、
特

に
農
業

の
振
興
を

計
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
変
化
す

る
国
際
状
況

に
対
処

し
よ
う
と
し

た
東
道

西
器
論
的
西
洋
技
術
受
容
態
度
を

示
し

て

い
る
。

次

に
、
変
法
自
強
論
者

の
場
合
、
彼

ら
は
第

一
に
、
朝

鮮
が
富
強
面

で
、
日
本

な

い
し
は
西
洋

に
比

べ
て
落
後

し

て

い
る
事

実
を
認
め

て
、
そ

の
原
因

が
儒
学
嵩
尚

に
よ
る
国
民

の
安
住
的
性
向

に
あ

る
と
見

て
、
ま
ず

こ
れ
を
改
革
す

る
た
め
に
、
科
挙

制
度
と

こ
れ
を
軸

と

し
た
官
僚

制
、
お
よ
び
教
育
制
度
を
廃
止

、
ま

た
は
改
革
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
国
民

の
進
取
性
を
高
揚

し
、
人
材
を
養
成
す

べ
き

で
あ

る
と
主
張

し
た
。

第

二
に
、
彼

ら
は
、
西
洋
文

物
を
積
極
的

に
受
容
し
、
商

・
工

・
鉱
業
な
ど
近
代
産
業
を
振
興
し
、
近
代
的
学
校
と
軍
隊
を
設
け
、

国

家

の
富
強
を
計

る
こ
と

に
よ

っ
て
朝
鮮

の
独
立
と
自
主
を
維
持
す
る
こ
と
を
主
張
し

て

い
た
。
特

に
、
魚
允
中
は
富
国
強
兵
政
策

の
遂
行

に
必
要

な
財
源

調
達
方

法
と
し

て
、

財
政
管

轄
権

の
中
央
集
権
化

、
政
商

の
育
成

、
海
運

の
振

興
、
そ
し

て
関
税
自
主
権

の
回
復
な
ど

、

諸
方
案

を
提
議

し
、
外

国
か
ら
借

款
導

入
も

考
慮
し
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

周
知

の
よ
う

に
、

一
八
八

一
年

に
朝
士
視
察

団
と

し

て
日
本
を
訪
ね

て
き

た
朝

士
た
ち

は
、

一
八
八

一
年
か

ら

一
八
八
四
年

間

の
開
化

運

動
、
甲
申

政
変

(
一
八
八
四
)
、
お
よ
び
甲
午
改
革

(
一
八
九

四
)
な
ど

、

一
八

八
〇
年

か
ら

一
入
九

〇
年

代

に
断
行

さ
れ
た

一
連

の

改
革
運
動

で
重
要
な
役
割
を
担

っ
て

い
た
。

し
た
が

っ
て
、

こ
こ
で
明
ら
か

に
な

っ
た
彼

ら

の
対

日

・
対
西
洋
認
識
と
改
革
構
想

は

一
八

八

一
年
以
後

の
、

こ
う

し
た
改
革
運
動
を
推
進

さ
せ
た
財
産

で
あ

っ
た
と
、
見
な
す

こ
と
が

で
き

る
。
ま
た
、
彼
ら
が
、
日
本

で
調
査

・

把
握

し
た

明
治
日
本

の
諸
制
度

に
対
す

る
認
識
も
甲
午
改

革
な
ど
、
制
度

改
革

に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
よ
う

に
見

ら
れ
る
。

し
か
し

、
こ

の
問
題
は
今
後
、
彼
ら

が
残

し
た

『視
察

記
類

』
(〈
付

録

>
1
参

照
〉
を

分
析
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
別
途

解
明
さ
れ
な

け

れ
ば
な

ら
な

い
課
題

で
あ
る
。
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(
1
)

「
紳
士
遊
覧
團

」

と

い
う
名
称
は
崔
南
善

の

『
朝
鮮
歴
史
』

(
ソ
ウ

ル
、
東
明
社
、

一
九
四
六
)

で
は
じ
め

て
使
用
さ

れ
た

の
で
あ
り
、
鄭
玉
子

の

「
紳

士
遊
覧

團
考
」

(
『歴

史
學
報
』

二
七

、

一
九

六
五
)

が
発

表

さ
れ
た
後

、

一
般
化

さ
れ
た
。

し
か
し
、

田
保
橋

潔

の

『
近
代

日
朝
關
係

の
研
究
』
上
巻

(京

城
、
朝
鮮
総
督
府

中
椹
院
、

一
九

三
〇
)

で
は
、

こ
れ
を

「
日
本
遊
覧
朝

士
」

に
、
彰
澤
周

の

『
明
治
初
期

日
韓
清

關
係

の
研
究
』

(東
京
、
塙
書

房
、

一
九

六
九
)

で
は

「
見
學
視
察

團

」

に
、
愼
錆

度

の

「
開
化

政
策
」

(
国
史

編
纂
委

員
会

編

『
韓
国
史
』

一
六
、

ソ
ウ

ル
、
国
史
編
纂
委
員
会

、

一

九
七
五
)

で
は

「
日
本
國
情
視
察

團

」

に
、
そ
し

て
、
宋
柄
基

の

『
近
代
韓
中
關
係
史
研
究
』

(
ソ
ウ

ル
、
檀
大

出
版

部
、

一
九
八

五
)

で
は
、

「
日
本

に

派
遣
さ
れ
た
視
察
團
」
と
称

し
て

い
る
な
ど
、
そ

の
名
称
は
統

一
さ
れ

て

い
な

い
。

と

こ
ろ
で
、

い
わ

ゆ
る

「
紳
士
遊
覧
團

」

に
関
す

る
当
時

の
記
録
を

み
る
と
、
朴
定

陽
な
ど

一
二
名
を

「
紳
士
」
と
呼

ん
だ

の
は
日
本
側

で
あ
り
、
朝

鮮
政
府

は

一
貫
し

て

「朝

士

」
と
称

し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
朝

士
た
ち

に
付
与
さ
れ
た
任
務
を
考
慮

し

て
み

る
と

、
「
遊
覧
」
と

い
う

言
葉
も

現

代
的
語
意

に
反
す

る
。

し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
は
彼
ら
を
朝
士
視
察

団
と
称
す

る
こ
と

に
す

る
。

(2
)

鄭
玉
子
、
上
掲
論
文
、

一
〇
九

～

=

四
頁
。
愼
鋪
度
、

上
掲
論
文
、

三
六

四
頁
。
宋
嫡
基
、
上
掲
書
、

]
四
三

～

一
四
四
頁

参
照
。

(3
)

彰
澤
周
、
前
掲
書
、

三
三
八
～
三
三
九
頁

参
照
。

(
4
)

鄭
玉
子
、
前
掲
論
文
、

一
〇
八

～

一
〇
九
頁

参
照
。

(
5
)

ソ
ウ
ル
大
學
校
奎
章
閣
圖
書

で
あ

る

『
花
房
公
使
朝
鮮
關
係
記
録
』
巻

四

(圖
書
番
號
、

一
五
八
五

一
二
)
、

「
派
員
視
察
」
條
参

照
。

(
6
)

最
近
、
李
光
麟
氏

は
東

京
都
立
大
學
所
蔵

『花
房
文
書
』

の
中

の

「
東

仁
聞
書
」

に
よ

っ
て
李
東

仁
が

一
八
七
九
年

に
す

で
に
朝
士
視
察
團
と
類
似
し

た
視
察

團
を
日
本

に
派
遣

し
よ
う
と

し
た

の
で
あ
り
、

同
年

四
月

二
五
日
に
は
花
房
公
使

に
こ

の
計

画

に
対

す

る
日
本
側

の
協
調

い
か

ん
に

つ
い
て
打
診

し
た
と

い
う
見
解
を
提
起

し
た
。
し
か
し
、

こ

の

「
東
仁
聞
書
」

の
作
成
年

月

日
は
、
李

光
麟

氏
に
よ
れ
ば
、

「明
治

〔

〕

四
、

二
五
」

で
あ
り

、
〔

〕

内

の
年

籔
が

一
八
七
九
年

で
あ

る
と

い
う
こ
と
は
推
定

で
あ

る
。

と

こ
ろ
が
、
こ

の

■
東
仁
聞
書
」

の
内
容
は
、

一
八
八

一
年

二
月

一
〇
日
と
二
月
二
八
日
に
作
成

さ
れ
た

『
日
本
外
交
文
書
』

第

一
四
巻

の

「
仁
川
開

港
談
判
振
井

二
朝

鮮
國
内
近
況
内
報

ノ
件
」

(
一
四

"
八
、

#
罎
。。
)
と

「
朝
鮮
政
府
密

二
視
察
員

ヲ
派

出
セ
シ

コ
ト
拉

二
起
債

及
砲
艦
購
求
ノ
企

ア
ル
事

二
付
因
由
概
略
内
報

ノ
件

」

(
一
四

"
七
、

#
一
ト。
ω)

の
内
容
と
少
く
と
も

三

つ
の
面

で
共

通
点

が
あ

る
。

つ
ま
り

こ
れ
ら

の
記
録

に
は
李
東
仁

が
汽
船
購

入
、
借
款
導
入
ま
た

は
視

察
團
派
遣

の
た
め
花
房
公
使
と
交

渉
し
た
内
容
が
記

さ
れ
て

い
る
。
し
た

が

っ
て
、

「
明
治

〔

〕

四
、

二
五

」
と

い
う
未
知

轍
を
明
治

一
四

(
一
八
八

一
)
年

二
月
五

日
に
見

る
こ
と

が
で
き

な

い
か
、
と

い
う
考
え
方

も
あ

る
。
李
光
麟

、

一
九
八

五
、

「
"
開
化

僧
李
東

仁
"
に
關

す

る
新
し

い
史
料
」
、

『東

亜
研
究
』

六
、

四
七
七

～
四
七

八
、

四
八
三

～
四
八
四
頁

参
照
。
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(
7
)

『
日
本
外
交
文

書
』

一
四

"
八
、

#
崔
。。
、

(
二
/

一
〇
)
、
花
房

↓

井
上
、
三

四
四
～
三
四
五
頁

"
同
書
、

一
四

臼
七
、

輩

卜。
ρ

(
二
/

二
八
)
、
花
房

↓

井

上
、

二
九

四
～
二
九

五
頁
参
照
。
当
時

、
朝
鮮
政
府

が
派
遣

し
よ
う
と
し
た
朝
士

の
数
は
三

～
四
名

で
あ

っ
た
。

(
8
)

花
房
は
李
東
仁

に

「
篤

志

の
士

三
～
四
名

が

一
～
二

ヶ
月
を
待

っ
の
は
難

し
く
な

い
が
、

軍
艦
は

そ
れ
と

は
異
な
り
、
数
百
人
が
乗

る
の
で
危
険
な

の

で
気
候
緩

和
を

待

っ
て
自
ら
進
來
す

る
」
と
述

べ
た
。
上
掲
書
、

一
四

H
八
、

輩

お

、

三
四
五
頁
。

(
9
)

朴
定
陽

、
『
從
宙

日
記
、
辛
巳
ー

癸
未
』
、
韓
國
學
文
献
研
究
所
編
、

一
九

八
四
。

『
朴
定
陽
全
集
』

二
巻

(
ソ
ウ

ル
、
亜
細

亜
文
化
社
)
、

三
五
五

～
三

五
六
頁
参

照
。

(
10
)

『
日
本
外
交
文
書

』

一
四

"
七
、

昔

b。
N
、

(
二
/

二
〇
)
、
花
房

↓

井
上
、

二
九

二
頁

旧
鄭
玉
子
、
前
掲
論
文
、

=

○
～

=

二
頁
参

照
。

(
11
)

上
掲

書
、

二
九

〇
頁
参
照
。

(
12
)

上
掲
書
、

一
四

"
九

、
#
扇

一
、

(
三
/

二
八
)
、
上
野

↓

三
條
、

三
六

一
頁
参
照
。
当
時

、
近
藤

が
把
握

し

て
い
た
朝

士
は
朴
定
陽

・
洪
英

植

・
姜
文

聲

・
魚
允
中

・
嚴
世
昌

・
趙

俊
永
な
ど

六
名

で
あ

っ
た
。

(
13
)
金

善
根
が
送

っ
た
公
翰

の
内
容

は

つ
ぎ

の
通
り
で
あ
る
。
蓬
啓
者

我
國

人
民
之

許
其
往
來
於
貴
國

已
有
條

規
　

今
者
我
朝
士
十
員

方

擬
遊
覧
於

貴

國

而
各
有
随
員

略
干
人

其
賃

借
船
隻
與
照
検
人
員
之
節

必
須
貴

下
之
照
管

故
先
此
報
道
焉

敬

具
。
こ
こ
で
言

っ
た

一
〇
人

の
朝

士

の
な
か

に
李

元
曾
と
金
錆
元
は
含

れ

て
な

い
。

上
掲
書

、

一
四

"
七
、

酋

N
刈
、

(
五
/
六
)
、
上
野
↓

有
栖
、

三
〇
五
～
三
〇
六
頁
参
照
。

(
14
)
李

鐸

水
、

『
日
磋
集
略
』

一
五
～

一
六
頁
参
照
。

こ
こ
で
利
用
し
た

『
日
磋
集
略
』
は

民
族

文
化
推
進
委
員
会
編

、

一
九
七
七
、

『
(
国
訳

)
該
行
総
林
』

=

巻

(
ソ
ウ

ル
、
民
族
文
化
推
進
委
員
会
)

に
収

録
さ
れ
た
影
印
本

で
あ
る
。

(
15
)
高

麗
大
學

校

亜
細
亜
問
題
研
究

所
編

、

一
九
六
五
、

『
奮
韓
國
外
交
文

書

"
日
案
』

1

(
ソ
ウ

ル
、
高
大
出
版
部
)
、

酋

卜。
、

五
六
頁
参
照
。

(
16
)
洪

祐
昌

が
発
送

し
た
公
文

の
内
容

は
次

の
通
り

で
あ

る
。
逞
啓

者

我

國
習
俗
只
守

拙
規
模

而
貴

國
遊
覧
無

碍
他
邦
人

云

故
朝

士
之
所
以

行
也

至
若
随
見

随
聞

學

之
習
之
者

惟
在

於
其
人
所
取
之
如
何
耳

此
固
非
政
府
之
所

可
預
料
也

我

政
府

教
意

蓋
如
是

奉
此
無
粛
統

翼
諒
存

敬

具
。

『
花
房

公
使
朝

鮮
關
係
記
録
』
巻
四
、

「
派
員
視
察
」
條
参
照
。

(
17
)
鄭
玉
子
、
前
掲

論
文
、

=

八
頁
参
照
。

(
18
)
鄭
玉
子
、
上
掲

論
文
、

=

七
頁

～

=

八
頁
参

照
。

(
19
)
第

一
次
修
信
使
と
第

二
次
修
信
使

の
任
命

当
時
官
職

は
す

べ
て
正
三
品
禮
曹
参
議

で
あ

っ
た
。

(
20
)

こ
の
よ
う

な
評
価
を

さ
れ

て
い
た
朝
士

は
魚
允
中

で
、
彼

は

一
八
七
七
年
、
全

羅
右
道
暗
行
御

史
と
し

て
活

躍
し
て

い
る
時

に
、
そ

の
能
力
が
認

め
ら
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れ
た
。

つ
ま
り
、
高

宗
は

「
年
前

湖
南
御
史
之
行

多
有
茂
績

已
知
綜
核

明
敏

而
今
有
特
命
也
」
と
述

べ
て

い
る
。
魚
允
中

、
『
從
政
年
表
』
、
國
史

編
纂
委

員
會

編
、

一
九

八
五

(
ソ
ウ

ル
、
國
史
編
纂
委
員
會

)

一
二
二
頁

。

(
21
)
洪
英

植
と
閾
種
獣

が
そ

の
よ
う

な
評
価
を
得

て
い
た
。
す
な
わ
ち
高
宗

は
、

「
爾
等

倶
選
文
學
多
識
之

人
　
」

と
言

っ
て

い
る
。
『
承
政
院

日
記
』
辛

巳
年
九
月
初

一
日
條
。

(
22
)
朴
定
陽

、
趙
準

氷
、
嚴
世
永
、
姜
文
馨
、
李

鋳
永

、
沈
相
學
な
ど

が
そ
の
よ
う
な
評
価
を
得

て

い
た
。
す
な
わ
ち
高
宗
は
、

「
卿
等

皆
有

知
識

似
必

多

有
所
聞
知
」

と
言

っ
て

い
る
。
朴

定
陽
等
、

「
東
莱
暗
行
御
史
復
命

入
侍

時
莚
説
」
、
韓
國
學
文

献
研
究
所
編
、

一
九

八
四
。

『
朴
定

陽
全
集
』

第
四
巻

(
ソ
ウ

ル
、
亜
細
亜
文
化

社
)
三
三
〇
頁
。
李

鋸
永
、
『
日
嵯
集
略
』
九
頁

。

(23
)
彼
ら
の
任
會

付
は
史
料
に
よ

っ
て
多
少

の
差
が
あ
る
・
朴
定
陽
の

『從
喜

記
』
に
親

ば
彼
ら
は

一
旦

・
日
に

「
同
爲
承
命
」
に
さ
れ
た
も
の

に
な

っ
て
い
る
。
と

こ
ろ

で
、
趙

準

水

『
日
本
聞
見
事
件
草

二
』

(奮

章
閣
圖
書
圖
書
番

號
七
七
六
九
ー

二
)
、

一
頁

に
は

「
正
月
十

一
日
」

に
、
姜
文

馨

、
『
聞
見
事

件
』

(
圖
書
番

號
二

=
二
四
九
)
、

一
頁

に
は

「
正
月
十

一
日
」

に
、
嚴
世
永

、

『
日
本
聞
見
事
件
草

一
』

(圖
書
番
號

七
七
六
九
-

一
)
、

一

頁
に
は

「
正
月
十

一
日
」

に
、
魚

允
中
、

『從

政
年
表

』
、

=

九
頁

に
は

「
正
月
十

一
日
」

に
、

そ
し

て
沈
相
學

、
『
日
本
聞

見
事
件
草

二
』

(圖
書
番

號
七
七
⊥
ハ
七
i

二
)
、

一
頁

に
は

「
正

月
十

二

日
」

に
な

っ
て

い
る
。
大
多
数

の
朝

士
た
ち

が
、

一
月

一
一
日

に
任

命
さ
れ
た
も

の
と
記
録
さ
れ

て

い
る

の
で
、
こ

こ
で
は
そ
れ

に
従
う

。

(
24
)
朴
定
陽
、
上
掲
書

、
三
五
六
～
三
六

五
頁
。
李

鋸
永
、
上
掲
書
、
七
三
頁
参
照
。

(
25
)
李

鋸
永

、
上
掲
書

、

一
二
頁
参

照
。

(
26
)
朴
定

陽
、
前
掲
書

、
三
六
五
頁
。
李

鋸
永
。

上
掲
書
、
七

三
頁
参
照
。

(
27
)
李

元
會

の
公
式
官

職
は
軍
械
船
艦
事
差
定
参

劃
官

で
あ

っ
た
。
李

鋳
永
、

上
掲
書
、

一
二
頁
参
照
。

(
28
)
李

光
麟
、
「
開
化
僧

李
東
仁
」
、

一
九
七
五
、
『
開
化
窯
研
究
』

(
ソ
ウ
ル
、

一
潮

閣
)
、

一
〇
二
～

一
〇
八
頁
参

照
。

そ

の
他

に
、
李
東
仁

に

つ
い
て
は
李

用
煕
、

一
九
七

三
、

「東
仁
僧

の
行
蹟

(
上
)
i
ー

金

玉
均

開
化
窯

の
形
成

に
沿

っ
て
i

」
、

『
(
ソ
ウ
ル
大
)
國
際

問
題
研
究

所
論
文
集

』

一
参
照
。

(
29
)
李

鋸
永
、

『
日
磋

集
略

』
、

一
五
頁
。
朴
定
陽
、
『
從
宙

日
記
』
、
三
六
六
頁
。
『
承

政
院

日
記
』
辛

巳
年

二
月
十

日
條
参
照
。

(
30
)
よ
り
正
確

に
は

「
日
國
汽
船
之
駕
駅

艦
長
之
統
率

梢
工
之
慮
役

船
内
饒

料
縄
給
等
事
」

で
あ

っ
た
。
朴
定
陽
、
上
掲
書
、
三
六
六
頁
。

(
31
)
金

錆

元
は
第

一
次
修
信
使
行
と

し

て
日
本
を

訪
ね
た
も

の
に
な

っ
て
お
り
、
前
職

が
水

軍
虞

侯

で
あ

っ
た

の
で
李
東
仁

の
代
わ

り

に
選
抜
さ
れ
た
よ
う
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で
あ

る
。
朴
定

陽
、
上
掲
書
、
三
六
六
頁
参

照
。
ま
た
、
彼
は
東
莱
暗
行
御
史

に
任
命
さ
れ
な
か

っ
た

の
で
李

鋳
永

は
、
彼
と
他

の
朝

士
た
ち
と

区
別
し

て

「
別
遣
」
と

し

て
見

て
い
た
。
李

鋳
永
、

前
掲
書

、
七
三
頁
。

(
32
)
鄭

玉
子
、
前
掲
論
文
、

一
四
〇
頁
。
愼

錦
度
、
前
掲
論
文
、
三
六

五
頁
。
宋
嫡
基
、
前
掲
書
、

一
四
四
頁
参
照
。

(
33
)
朴
定

陽
、
『
從
宙

日
記
』
、
三
五
六
、
三
六

一
頁
。
魚

允
中
、

『從

政
年
表
』
、

=

九
頁
参

照
。

(
34
)
彼

ら
は
第

二
段
階

で
選
抜

さ
れ
た
李

鋳
永

が
三
月
四
日
慶
尚
道
聞
慶

の
幽
谷
騨
店

で
会
う

時
ま

で
こ
こ
で
滞
留

し
て

い
た
。

そ
し

て
李

鋳
永

が
彼
ら
と

再
び
三
月

一
六
日

に
密
陽

で
会
う
ま

で
閾
泳

蜴
が
同
行

し

て
い
た

こ
と
か
ら
考
え

て
見

る
と
、
彼
ら
が
渡

日
を
延
期

し
た

の
は
関
泳

栩
と
関
連

が
あ
る
よ

う

で
あ

る
。
た

ぶ
ん
閾
泳
翔
も
朝

士
視

察
團

に
参
加
す

る
予
定

で
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
し

か
し
、
彼

は
梁
山

で
高
宗

か
ら
封
書
を
受
け

て
蹄
京
し
た
。

李

鎌
永

、
『
日
嵯
集
略
』
、

一
四
～

一
五
頁
参

照
。

(35
)
朴
定

陽
、
前
掲
書
、
三
六

五
参
照
。

(36
)

こ
の
点

は
銃
砲

と
汽
船
購
入
計
劃
を
担
当

し
た
李

東
仁
が

二
月

一
日
公
使
舘
を
訪
問
し

て
自
分

が
朴
定

陽
な
ど
七
名

の
朝
士
と

同
行

で
き

な
か

っ
た
理

由
を
税
則
議
定

に
関
す

る
交
渉

が
難
航
を
繰
り
返
し

て

い
た
か
ら

で
あ

る
と
明
ら
か

に
し
た

こ
と
か
ら
分

る
。

『
日
本
外
交

文
書
』
、

一
四

"
七
、

#
旨
ω
、

(
二
/

二
八
)
、
花
房

↓

井
上
、

二
九
九
頁
参

照
。

(
37
)

こ
の
草
案
は
清

.
日
爾
國
が
各
國
と
締
結

し
た
條
約
を
参
考

に
し
、
特

に

一
八
五
八
年

の
米

日
修
好
通
商
條
約

に
基

づ
き
作
成
し
た
も

の
で
あ

る
。

『
花

房

公
使
朝
鮮
關
係
記

録
』

巻

四
、

『
税
則
商
議
』
條
参

照
。
そ
し

て
こ

の
草
案

は
朝

・
日
間

の
内
容

調
整

を
経

て
第

三
次
修
信
使

趙
乗
鏑

の
税
則
草
案

の

底
本

に
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
、
内
容
調
整
過
程

は
花

房
公
使

が
、

こ
の
草
案

に
対
す

る
日
本
側

の
見
解
を
示

し
、

こ
れ

に
対
し
金
弘
集

が
反

論
し
た
記
録
ー

『
通
商
新
約
附
箋
』
(奎
章
閣
圖
書
圖
書
番
號
二
三

　
二
四
)
と

『通
商
新
約
附
箋
條
辮
』

(圖
書
番
號
二
三

一
二
五
)
1

が
残

っ
て

い
て
知

る
こ
と

が
で
き

る
。
そ
れ
と
共

に
、
従
来
、
こ
れ
ら

の
記
録
を

一
八
八
二
年

の
税
則
議
定
交
渉

の
産
物

と
し

て
見

て
い
た

の
は
間
違

い
で
あ

っ
た

こ
と
を
指
摘
し

て
お
く
。
夫
貞
愛
、

一
九
七

五

・

「
朝
鮮
海
關

の
創
設
経
緯
」
、
『
韓
國
史
論
』

一
、

二
九

五
～

二
九
九
頁
参

照
。

(
38
)

『
日
本
外
交
文
書
』
、

「
四

n
八
、

輩

心
①
、

(
二
/
二
八
)
、
花
房

↓

井
上
、
六
四
～
六
五
頁

参

照
。

(
39
)
仁

川
開
港

が
招
く
社
会

.
経
済
的
影
響

に
関
し
朝

鮮
政
府
が
憂
慮
し

て

い
た
事

実
は

『
日
本
外
交
文
書
』
、

一
四

口
八
、

輩

ら
ω
、

(
二
/

一
〇
)
、
花
房

↓
井

上
、
三
四
三
～
三
四
五
頁
。
同
書
、

一
四

n
八
、
#
置
一
、

(二
/

二
)
、
花
房

↓
井

上
、
三
三

一
～
三
四

二
頁

な
ど

で
散
見
す

る
こ
と

が
で
き

る
。

(40
)
当
時
仁

川

の
米
債
は
釜
山

に
比

べ
三
〇
～
四
〇
%
低
か

っ
た

の
で
、
仁
川
が
開
港
す
れ
ば
米

憤
が
高
く

な
り
民
齪
が
獲
生
す
る
可
能
性

が
あ

っ
た
。

『
日

本
外
交
文
書
』
、

一
四

"
八
、

輩

暉

、

(
二
/
二
〇
)
、
花

房
↓

井
上
、

三
四
七

～
三
四
八
頁
参
照
。
し
た
が

っ
て
朝

鮮
政
府

は
汽
船
を
購
入
し

て
京
畿

地
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方

へ
の
米
穀
輸
送
を
円
滑
に
し
て
民
齪
を
予
防
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
朝
鮮
政
府
は
こ
の
計
画
の
実
現

の
た
め
日
本
か
ら

一
〇
〇
萬
圓
の
借

款
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
。
同
書
、

一
四

"
八
、
輩

お

、
(二
/

一
〇
)
、
花
房
↓
井
上
、
三
四
四
～
三
四
五
頁
参
照
。

(41
)
朴
定
陽
、
『從
宙
日
記
』
、
三
六
六
頁
。
李
鎗
永
、
『
日
嵯
集
略
』
、

一
五
頁
参
照
。

(42
)
李
鋳
永
、
上
掲
圭
只

一
六
頁
参
照
。
彼
も
六
月
九
日
頃
に
は
李
健
赫
な
ど
と
共
に

「
炭
坑

.
磧
山

.
造
幣

.
製
鐵

.
製
革
等
の
機
械
」
を
購
入
す
る
任

務
を
帯
び
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
。
『
日
本
外
交
文
書
』
、

一
四

"
七
、
壮
旨
り
、
(七
/

二
三
)
、
上
野
↓
三
條
、
三
〇
八
頁
参
照
。
彼
は
七
月
二
七
日
蹄

國

の
途
に

つ
い
た
朝
士
視
察
團
と
神
戸
で
再
会
し
た
。
李
鋳
永
、
上
掲
書
、
三

一
頁
。
朴
定
陽
、
上
掲
書
、
四
〇

一
頁
参
照
。

(43
)
朝
士
視
察
團
の
経
費
は
李

鐘
永
が

「
十
行
中

内
下
盤
纒

各
五
千
爾
式
合
五
萬
爾
」
と
言

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
高
宗

の
内
努
金
か
ら
支

給
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
李
鋸
永
、
上
掲
書
、
七
三
頁

(44
)
当
時

朝

・
日
間
の
換
率
は
日
貨

一
圓
に
対
し
三
爾
三
銭
三
分
で
あ

っ
た
。
朴
定
陽
、
『從
宙
日
記
》
、
三
六
七
頁
。
李
鑛
Ψ
水
、
上
掲
書
、
七
三
頁
。

(45
)
李
鋸
永
、
上
掲
書
、

一
六
頁
参
照
。

(46
)
李
鋸
永
、
上
掲
書
、

一
七
頁
。
朴
定
陽
、
前
掲
書
、
三
六
八
～
三
七

一
頁

(47
)
『薔
韓
國
外
交
文
書

一
日
案
』、
1
、
#
蕊

、

五
六
頁

一

各
府
懸
下
製
造
廠
等

無
論
大
小

紳
士
有
要

一
見

即
可
指
引
縦
覧
之

一

到
庭
必
防
人
群
雑
沓

無
有
敢
不
敬

如
大
阪
造
幣
局

西
京
禁
閾

難
不
縦
庶
民
入
覧
之
庭
縦
覧
無
碍

一

有
我
紳
士
人
民
望
招
延
諸
員
者

則
随
意
往
來
欺
好

固
無
有
妨

(48
)
上
掲
書
、
#
趨
、

五
六
頁
。

一

一
行
人
員
既
入
東
京

則
以
本
省
屡
員
華
族
五
辻
中
長

便
誼
周
旋

如
昨
年
信
使
之
例

旅
館
則
芝
匠
増
上
寺
内

海
軍
所
管
官
舎

一
宇
充
之

即
如
略
圖

若
其
欲
散
庭
者

亦
任
其
意

一

學
術
研
究

奉
命
虞
理
之
事

及
額
覧
伺
察

荷
以
爲
開
獲
知
見
者

務
誘
導
之
威
辮
之

要
令
其
無
遺
憾

一

練
兵
之
事

難
待
開
場
定
日
誘
観
之

或
可
有
特
爲
此
臨
時
額
兵

一

此
外
随
時
酌
議

務
懇
切
誘
導

但
未
審
奉
命
庭
理
之
事

目
爲
何
故

姑
未
豫
定
之
也

(49
)
朴
定
陽
、
前
掲
書
、
三
七
二
～
三
九
六
頁

。
李

鋳
永
、
前
掲
書
、

二

～
三

一
頁
参
照
。

(50
)
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
明
治
維
新
を
主
導
し
、
当
時
日
本
の
富
國
強
兵
政
策
を
推
進
し
て
い
た
日
本
政
府
の
要
人
1

(太
政
大
臣
)
三
條
實
美
、
(左
大
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臣
)
熾
仁
親
王
、

(右
大

臣
)
岩
倉
具
視

、

(参
議
)
副
島
種
臣

、

(参

議
)
伊
藤
博
文
、

(参
議
)
寺
島
宗
則
、

(参
議
)
山

田
顯
義
、

(外
務
卿
)
井
上
馨
、

(内

務
卿
)
松

方
正
義

、

(大

藏
卿
)
佐
野
常
民
、

(工
部
卿

)
山
尾
庸
三
、

(農
商
務
卿
)
河
野
敏
鎌

、

(文

部
卿
)
福

岡
孝

弟
、

(陸
軍
卿

)
大
山
巌
、

(海

軍
卿
)

川
村
純
義

、

(開
拓
使
)
黒

田
清
隆
1
ー

と

朝
鮮

問
題
專

門
家

で
あ
る

(元
老
院
大
書

記
官

)
森

山
茂

、

(外
務
省
大
書
記
官
)
宮
本
小

一
、

そ
し

て
、

一
時
帰
国

し
た

(
駐
朝

鮮
辮
理
公
使
)
花
房
義
質
な
ど

に
会

っ
て
明
治
維
新

以
後

の
日
本
内

政
全
般

、
あ
る

い
は
國
際
情
勢

に
関
し

て
意
見
交
換
を

行

っ
た
。

そ
し

て
彼
ら

は

(協

同
社
社
長
)

高
須
謙

三
、

(
大
倉
組
商
會
社

長
)
大
倉
喜

八
郎
、

(住
友
店
社
長
)

住
友
左
衛
門

、

(第

一
銀
行

長
)
澁

澤

榮

一
の
よ
う
な
経

済
界
人
士

お
よ
び

(前
封

馬
島
主

)
宗

重
正
、

(同
人
社

設
立
者
)
中
村
正
直
、

(慶
鷹
義
塾
設
立

者
)
福
澤
諭
吉

、

(漢
學
者

)
重

野

安

繹
な
ど

の
よ
う

な
在
野
著
名

人
士
と
も
会

っ
て
意
見
交
換

を
行

っ
た
。

ま
た
彼
ら
は

日
本
駐
在

清
國
官

吏

で
あ

る

(
公
使
)
何
如
璋

、

(副
使
)
張
斯

桂

、

(参
賛
官
)
黄
遵
憲

、

(長
崎
領
事
)
余

璃
、

(横
濱
領
事
)
萢
錫
朋

、

(神
戸
領
事
)
彦
錫
恩
な
ど
も
訪
問
し

て
意
見
を
交
換
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
日

本

の
現
況

と
國
際
情
勢

の
把
握

に
助
力
を
得
た
。

(51
)
鄭
玉

子
、
前
掲
論
文
、

=

一六

～

一
二
七
頁
参
照
。

(
52
)
『
日
本
外
交
文
書
』
、

一
四

"
七

、

輩

卜。
卜。
、

(
二
/

二
〇
)
、
花
房

↓

井
上
、

二
九

二
～

二
九
三
頁

"
宋
柄
基
、
前
掲

書
、

一
四
五
頁
参

照
。

(
53
)
李
光
麟
、

一
九

七
九

。
「
愈
吉
溶

の
開
化
思
想
」
、
『
韓
国
開
化
思
想
研
究
」

(
ソ
ウ
ル
、

一
潮
閣
)
、
四
九

～
五
〇
頁
参

照
。

(
54
)
鄭
玉
子
、
前
掲
論
文

、

一
二
三
～

一
二
四
頁
参
照
。

(
55
)
朴
定
陽
、
前
掲
書
、

四
〇
二
～
四
〇
三
頁
。
李
鋸
永
、
前
掲
書
、

三

}
頁
参
照
。

(
56
)
朴
定
陽
、
上
掲
書
、

四

一
〇
頁
参
照
。

(
57
)
朴

定
陽
、
上
掲
書
、

四

一
一
頁
。
李

鋳
永
、
前
掲
書
、
三
七
頁
参

照
。

(
58
)

『
承
政
院

日
記
』
、
辛

巳
年

九
月
初

一
日
條
参
照
。

(
59
)
上
掲
書
、
辛

巳
年

九

月
初

二
日
條
参

照
。

(
60
)
宋
煩
基
、
前
掲
書
、

一
四
六
頁
参

照
。

(
61
)
魚
允
中
、

『
從
政
年
表
』
、

一
二
〇
～

=

=
二
頁
参
照
。

(62
)
李
光
麟

、

一
九
七
五
、
「
開
化
窯

の
形
成
」
、

『
開
化
黛
研
究
』

(
ソ
ウ
ル
、

一
潮
閣
)
、
三
六
頁
参
照
。

(63
)
朴
定
陽
等
、

「
東
莱
暗
行
御

史
復
命
入
侍
時
莚
説
」
、
三
三

二
頁

(
上
日
)
彼
國
強
弱
如
何
乎

(定
陽

日
)
以
外
様

観
之

頗
似
富
強

地
方
非

不
廣

也

軍
兵
非

不
健
也

宮
室
機
械
非

不
眩

目
也

細
究
其

中

實
有

所
不
然

一
自
通

西
以
後

但
知
趨

巧

不
思

財
蜴

毎
於

設
機
之
際

負

債
各
國
歎
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甚
彩
多
以

機
械
之
利
剰

計
其
國
債
之
利
息

則
或
有
不
足
之
患

於
斯
之
際

受
侮
於
西
人

不
敢
揚
氣

一
從
其
制

上
自
政
法
俗
尚

下
至
衣

服
飲
食
之
節

無
有
不
憂
。

(64
)
朴
定
陽
等
、
上
掲
書
、
三
三
八
頁

(上
日
)
倭
人

以
他
國
之
法

皆
以
爲
好

必
不
折
衷

故
服
色
亦
如
此
是

則
彼
國
之
所
失
也
。

(65
)
朴
定
陽
等
、
上
掲
書
、
三
三
九
頁

(準

水
日
)
聖
教
誠
然
　

未
能
捨
短
取
長

墨
皆
取
法

今
日
日
國

土
地
人
民
之
外

一
無
薔
制
。

(66
)
朴
定
陽
等
、
上
掲
書
、
三
四
〇
頁

(文
馨
日

倭
人
之
憂
洋
服
)
非
但
其
國
之
所
失

彼
人
亦
有
差
憶
之
色
　
。

(67
)
『承
政
院

日
記
』
、
辛
巳
年

九
月
初

一
日
條
。
(上
日
)
彼
國
制
度
宏
大

政
治
富
強
云

審
如
是
乎

(英
植
日
)
其
制
度
錐
是
宏
大

皆
積
累
所
成

至
於
財
力

以
其
興
作
甚
繁

恒
患
不
足

其
軍
政
不
爲
不
強

然
皆
其
豊
夜
孜
孜

齊

心

一
力
之
所
致

以
其
所
爲

視
其
所
著

誠
非
難
事
　
。

(68
)
魚
允
中
、

『從
政
年
表
』
、

一
二
二
頁

(上
日

近
日
各
國
相
事
)
專
任
富
強

宛
與
戦
國
時
事
同
也

(允
中
日
)
誠
然

春
秋
戦
國
即
小
戦
國
也

今

日
即
大
戦
國
也

皆
只
以
智
力
孚
雄
　
。

(69
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、

一
二

一
頁

顧
今
局
勢

非
富
強

無
以
保
國

故
上
下
之

一
意
輕
螢
者

即
此

一
事
而
巳
。

(70
)
魚
允
中
・
上
掲
圭
『

一
二
二
頁

(上
日
)
近
來
中
原
果
務
何
事
乎

(允
中
日
)
始
以
軍
務
專
心
用
力
近
復
開
招
商
局

用
輪
船

且
勧
商
業
　

外
人

之
來

即
是
通
商

則
我
亦
可
以
商
務
慮
之
故
耳
。

(71
)
田
鳳
徳
、

一
九
六
八
、
「暗
行
御
史
制
度
研
究
」
、
『韓
國
法
制
史
研
究
』
(
ソ
ウ
ル
、

ソ
ウ
ル
大
學
校
出
版
部
)、

一
七
八
頁
参
照
。

(72
)
嚴
世
永
、
『日
本
聞
見
事
件
草
』
、
七
頁
、
全
國
地
勢

東
高
西
下

起
北
緯
三
十
度

至
四
十
五
六
度

経
線

自
東
京
之
極
東
爲
十

一
度

極
西
四

十

一
度

面
積
総
敷

二
萬
四
千
七
百
九
十
六
方
里
。

(73
)
朴
定
陽
、
『
日
本
國
聞
見
條
件
』
、
韓
國
學
文
献
研
究
所
編
、

一
九
八
四
。
『朴
定
陽
全
集
』
第
五
巻

(ソ
ウ
ル
、
亜
細
亜
文
化
社
)
三
頁
。
日
本
東
海
中

一
島
國
也

四
面
皆
海

西
北
封
我
國
東
莱
機
張
等
地
直
北
以
華
太
島

爲
界
接
魯
西
亜
境

東
北
千
島
断
績

與
魯
西
亜
之
堪
察
加
相
連

東
南
太
平

洋

西
南
琉
求
諸
島
而
封
中
國
壼
湾
。

(74
)
嚴
世
永
、
前
掲
書
、
八
～
九
頁
参
照
。

(75
)
嚴
世
永
、
上
掲
書
、
九
～

一
〇
頁
。
自
神
武
主
辛
酉

至
孝
明
主
丁
卯

國
系
年
代
位
置
制
度

略
有
可
徴
之
文
献

而
關
白
執
政
檀
権

源
平
門
戸

各
立

三
敷
百
年
之
間

日
主
擁
虚
位
而
已

及
徳
川
氏
崇
儒
國
中
護
書
明
義
之
士

孚
爲
尊
王
慶
藩
之
論

至
戊
辰
初
年

先
從
徳
川
氏

納
土
蹄
邸

各
藩
次
第
罷
蹄

日
本
全
幅

始
入
日
君
版
圖

乃
革
菖
制

定

一
代

一
號
之
制

而
以
明
治
爲
年
號
。

(76
)
朴
定
陽
、
前
掲
書
、
二
四
～
二
五
頁
。
最
初
通
西
之
時

朝
議
不

一

或
有
撰
外
不
納
者

或
有
開
門
請
納
者

及
其
通
西
以
後

或
有
政
法
之
悉
倣
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西
人
者

或
有
伍
守
奮
制
者

謂
以
開
港
鎖
港
之
黛

開
化
守
奮
之
論

而
互
相
傾
軋
持
久
抵
梧

當
時
關
白
之
鯨
黛

内
以
倣
齪

欧
米
之
強
敵

外

而
侵
虐
執
政
幾
人

臆
決
侶
起

排
衆
議

狡
主
威

朝
延
之
上

是
非
靡
定

野

衡
之
問

議
論
紛
転

甚
至
大
臣

街
路
喫
劔

不
爲
改
意

伍

許
通
和

頗
傲
西
法

今
日
改
昨
日
之
法

明
日
改
今
日
之
法

所
以
鎖
港
守
奮
之
人

更
不
敢
参
列
於
朝
議
。

(
77
)
趙
準

水
、
『日
本
聞
見
事
件
草
』
、
六
頁
。
沈
相
學
、
『
日
本
聞
見
事
件
草
』
二
、

一
六
～

一
七
頁
。
姜
文
馨
、
『聞
見
事
件
』、

一
～
三
頁
参
照
。

(
78
)
朴
定
陽
、
前
掲
書
、
二
五
～
二
六
。

(現
今

難
日
君
主
專
治

一
遵
西
洋
之
制

有
立
法
行
政
司
法
之
稻
)
倣
英
國
上
下
之
議
院

而
設
元
老
院
大
審

院

凡
有

一
法

無
論
官
民

必
就
大
審
院
而
獲
議

自
大
審
院
進
干
太
政
官

太
政
官
付
於
元
老
院

而
會
集
各
省
官
吏

不
計
言
者
之
貴
賎

ロ
ハ取

其
法
之
可
否

有
議
長
者

專
管
議
席

錐

一
法

一
令

必
爲
議
決
於
會
議
後
施
行

此
是
立
法
之
大
要

而
法
令

一
定

則
随
其
襯

當
屡
於
各
省
各

地
方
而
行
之

此
所
謂
行
政
之
要
領
也

夫
司
法
者

專
係
司
法
省

裁
判
所
之
所
掌

各
府
縣
亦
有
裁
判
所

以
管
訴
訟
等
事
務

而
知
事
令

別
係

是
行
政
之
官

故
不
預
焉
。

(79
)
趙
準
永
、
前
掲
書
、

=

～

一
二
頁
。
沈
在
學
、
前
掲
書
、
二
六
～
二
七
頁
。
李
鎌
永
、
『東
莱
御
史
書
啓
軍
』
、
韓
國
學
文
献
研
究
所
編
、

一
九
七
九
、

『魚
允
中
全
集
』
、
(
ソ
ウ
ル
、
亜
細
亜
文
化
社
)、
七
頁
。
姜
文
馨
、
前
掲
書
、
四
～
五
頁
参
照
。

(80
)
沈
相
學
、
前
掲
書
、
二
六
頁
。

(官
制
)
無
設
科
取
士
之
法

只
從
各
學
校
生
徒
卒
業

随
其
材
牧
用
付
職
。
そ
の
他
に
も
、
こ
れ
に
関
し
て
は
趙
準

永
、
前
掲
書
、

一
二
頁
。
姜
文
馨
、
前
掲
書
、
四
頁
。
李
鋸
永
、
前
掲
書
、

一
二
～

=
二
頁
参
照
。

(81
)
朴
定
陽
、
前
掲
書
、
二
七
～
二
八
頁
。
閾
種
獣
、
前
掲
書
、

一
八
頁
。
趙
準
永
、
前
掲
書
、

一
五
～

一
六
頁
参
照
。

(82
)
閾
種
獣
、
上
掲
書
、

一
頁
。

一
辮
士
連
唱
日

國
之
大
勢

在
於
人
民

是
謂
自
由
之
権
也
。

(83
)
朴
定
陽
、
前
掲
書
、
二
六
～
二
七
頁

聞
於
野
論

則
日
君
民
共
治

聞
於
朝
士

則
日
自
府
縣
會
毎
請
國
會

而
若
許
國
會

則
便
同
君
民
共
治

故
姑
不
許
之
。

(84
)
李
舘
㌣
水
、
「訪
駿
河
毫
居
重
野
安
繹
問
答
」
、
『
日
磋
集
略
』
、
四
五
頁
。
弟
之
此
行

聞
貴
國
政
燈
之

一
薪

始
爲

一
次
遊
覧

而
亦
不
可
汗
漫
遊
覧
而

止
焉

政
法
中

如
有
可
敷
者
則
敷
之
爲
好
。
重
野
安
繹
に
関
し
て
は
三
省
堂
編
修
所
編
、

一
九
七
六
、
『
コ
ン
サ
イ
ス
人
名
辮
典

H
日
本
編
』
(東
京
、
,

三
省
堂
)
、
五
三
七
頁
参
照
。

(85
)
李
鑛
マ水
、
「訪
大
清
欽
差
大
臣
日
本
公
使
何
如
璋
問
答
」
、
前
掲
書
、
六
〇
頁
。
(我
日
)
日
國
情
形
以

一
時
愚
見

終
難
端
　

一
攣
其
政

百
度
皆
新

而
皆
新
者

即
模
西
人
之
法
也

此
果
西
人
之
指
揮
歎

抑
亦
日
人
樂
以
歎
。

(86
)
朴
定
陽
等
、
「東
莱
暗
行
御
史
復
命
入
侍
時
莚
説
」
、
三
三

一
頁
。
(定
陽
日

…

)
其
政
法

不
計
長
短
專
倣
西
洋

日
改
其
規

推
此
以
観

則
其
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所
好
異
從

可
知
　
。

(87
)
朴
定
陽
等
、
上
掲
書
、
三
三
九
頁
。
(世
永
日
)
日
人
性
情

見
異
必
遷

第
以
律
例
言
之

悉
棄
萬
典
必
欲
改
新

其
書
不

一
。

(88
)
朴
定
陽
、
『日
本
國
聞
見
條
件
』、
三
八
頁
。
毎
見
設
機
之
所

則
鋳
銭
造
紙
蜥
木
打
鐵
繰
織
之
機
掘
墾
之
具

以
至
鋳
字
印
冊
之
器

莫
不
頼
是
而
成

別
無
人
力
之
費
螢

而
干
今
十
鯨
年
之
間

日
人
尚
不
得
詳
解
其
術

毎
以
西
人
爲
師

故
計
其
設
機
之
物
費

西
人
給
雇
之
雑
用

則
或
不
無
利
息
之

不
足
補
充
云

大
抵
機
用
之
術

錐
非
臆
見
可
料

而
設
機
之
鐵
物

日
用
之
煤
炭

果
是
所
費
之
鍾
大
者
。

(89
)
朴
定
陽
、
上
掲
書
、
四
三
頁
。
此

〔鑛
業
〕
亦
傭
入
西
人
而
開
業

及
其
採
得

不
過
若
干
魔
小
之
金
銀

則
日
人
所
云

所
採
之
物

恒
不
補
充
於

所
費
者

宣
　
。

(90
)
朴
定
陽
、
上
掲
書
、
三
九
～
四
〇
頁
。
其

〔鐵
路
〕
用
甚
博

其
行
甚
速

毎

一
年
牧
税

恰
爲
八
十
萬
絵
圓

而
毎
年
鐵
路
修
補
等
諸
費

尚
爲
五

十
絵
萬
圓

以

一
年
之
所
牧

除
其

一
年
之
所
費

則
鯨
剰
不
過
三
十
絵
萬
圓

以
此
鯨
剰

欲
充
設
業
之
費

則
施
到
三
十
絵
年
然
後

如
可
了
勘

而
況
當
初
設
業
之
費

皆
是
國
債
也

毎
年
利
息
藪

甚
不
些

則
牧
税
鯨
剰
之
額

不
過
補
充
其
利
息
而
巳

然
則
元
債
之
報
償

將
無
其
期

非
但

鐵
路
也

日
國
機
械
之
設
類

多
如
此
。
そ
の
他
に
も
、
彼
は
電
信
に
つ
い
て
も
同
様
な
評
価
を
し
て
い
た
。
同
書
、
四
〇
～
四

一
頁
参
照
。

(91
)
朴
定
陽
、
上
掲
書
、
三
四
頁
。
國
財
之
出
納

自
大
藏
省
主
管

而
歳
入
共
爲
五
千
五
百
六
十
五
萬
圓
零

歳
出
共
爲
五
千
四
百
十
五
萬
圓
零
。

(92
)
李
鋳
永
、
『東
莱
御
史
書
啓
軍
』、

=

頁
。

(近
藪
十
年
以
來
)
專
以
富
國
強
兵
爲
急
務

而
各
様
機
械
局
之
設
置
規
模
甚
宏

百
般
器
用
物
之
製
作
技

工
兼
備

可
謂
奪
天
造
窮
地
利

而
況
復
講
武
畜
鋭

小
不
怠
倦
乎

亦
可
日
富
國

富
國
則
亦
可
日
強
兵
也
。

(93
)
李
鋳
永
、
上
掲
書
、

=

～

一
二
頁
。
然
而

比
年
経
費

倍

徒
於
前

課
歳
牧
入

實
難
纒
給

於
是
乎
自
内
國
至
外
國

而
公
債
之
漸
積

今
爲

三
億
六
千
三
百
三
十
二
萬
七
千
九
百
七
十
飴
圓

而
年
年
利
息
之
償
還

亦
不
小
　
…
…
嘉
於
民

則
生
涯
漸
益
困
乏

氣
像
若
不
安
頓

莫
不
有
不
如

前
時
歎
也

差
硯
今
日
國
勢

則
許
多
螢
始
暮
倣

外
難
富
強

不
得
自
主
裁
制

内
致
報
細
云
。

(94
)
嚴
世
永
、
前
掲
書
、

一
八
頁
。
凡
諸
富
國
強
兵
之
術

利
用
厚
生
之
方

靡
不
畢
具

而
近
來
課
税
多
額

梁
泊
別
穿

財
用
無
節

尾
閥
不
塞

國

債
至
於
三
億
萬
有
絵

於
是
乎

預
算
三
十
年
之
用

則
推
此

一
事

可
知
其
桿
然
無
實
。

(
95
)
沈
相
學
、
前
掲
書
、
三

一
～
三
二
頁
。
新
設
農
商
省

製
造
各
國
農
器

試
澤
優
劣

又
定
敷
千
畝
田

種
其
各
國
穀
種
與
果
樹

各
懸
小
牌

書
以

某
國
何
穀
某
國
何
果
云
者

看
其
宜
土
好
否

験
其
結
實
多
寡

此
亦
取
長
務
農
之
計

而
置
官
槍
之

稻
以
農
務
局
試
験
場
・・…

農
蚕
則
江
戸
去
三
百

里
許
有
富
岡
地

縦
横
百
絵
里
野

皆
種
桑
樹

養
獄
千
百
間

自
國
力
施
設

以
勧
民
翼
農

不
過
七
八
年
間
桑
農
大
登

其
近
庭
皆
務
翼
農

其
綜

品
甲
於
諸
國

中
國
與
西
國

皆
來
貿
緯

日
本
之
百
般
施
設
之
中

有
利
無
害
者

惟
此
務
農
爲
民
第

一
政
。
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(96
)
姜
文
馨
、
前
掲
書
、

一
〇
頁
。
趨
末
之
利

錐
不
足
論

務
本
之
事

猶
爲
可
尚
。

(97
)
朴
定
陽
、
前
掲
書
、
四
七
頁
、
五

一
頁
。
関
種
獣
、
前
掲
書
、
四
四
頁
。
姜
文
馨
、
上
掲
書
、
五
頁
。
趙
準

水
、
前
掲
書
、

一
二
頁
参
照
。

(98
)
李
鋳
永
、
前
掲
書
、

一
二
～

=
二
頁
。
華
族
是
前
日
之
藩
臣

士
族
是
仕
宣
之
門
戸

而
許
交
婚
於
平
民

上
下
之
分
蔑
　

錐
在
民
庶
之
列
者

荷

有
技
藝

則
先
自
馬
官
漸
進
位
階

不
有
程
限

貴
賎
之
別
紫
　
。

(99
)
趙
準
永
、
前
掲
書
、
七
頁
。
自
和
洋
以
來

宮
室
衣
服
飲
食
之
類

悉
從
其
制

豪
富
之
民

競
敷
券
華

殆
無
貴
賎
之
別
。

(
001
)
趙
準

水
、
上
掲
書
、

一
九
頁
。

(至
如
官
職
宮
室
飲
食
衣
服
之
事
)
既
無
盆
於
國

又
不
便
於
民

何
用
強
之
。

(
101
)
李
鋳
永
、
前
掲
書
、

一
四
頁
。
凡
此
土
俗
物
情

醗
然
捨
奮

一
切
從
新

而
從
新
者

亦
皆
室
洋
之
室

衣
洋
之
衣

言
洋
之
言
也

此
山豆
人
人
樂

爲
之
然
哉
。

(201
)
嚴
世
永
、
前
掲
書
、
三
〇
～
三

一
頁
。
日
人
攻
邪

巳
先
於
我
國
…
…

一
自
互
市
通
商

醜
類
邪
徒
潜
形
匿
影

使
之
註
誤

至
於
浸
漬

莫
可
禁
遇

沿
途
店
鋪

往
往
見
天
主
説
教
耶
蘇
説
教
等

表
掲
扁
楯
者

可
知
其
濡
染
者
多
。

(301
)
趙
準

水
、
前
掲
書
、

一
七
頁
。
暦
象
之
不
経
如
此

其
義
難
解

(而
節
氣
寒
暑
別
無
差
爽
)。

(悩
)
朴
定
陽
、
前
掲
書
、

一
四
～

一
八
頁
。
趙
準

水
、
上
掲
書
、
九
頁
。
嚴
世
永

、
前
掲
書
、
三

一
～
三
五
頁
。
沈
相
學
、
前
掲
書
、

一
八
～
二

一
頁
。
姜

文
馨
、
前
掲
書
、

一
～
四
頁
参
照
。

(501
)
李
鋸
永
、
前
掲
書
、
二
四
頁
。
各
國
税
則
亦
自
不
同

而
或
百
之
十
五
二
十

或
百
之
三
十
五
十
至
有
百
分
之
百
百
分
之
二
百

而
猫
日
本
以
値
百
抽

五

爲

一
規
之
税

凡
幾
年
干
叢
　

蓋
日
本
與
各
國
條
約
通
商
也

既
受
外
逼
之
勢

復
響
内
蹴
之
作

而
不
得
自
我
主
権

未
免
見
彼
欺
侮

而

一

從
各
國
所
定
之
章
程

(鵬
)
『承
政
院
日
記
』
、
辛
巳
年
九
月
初

一
日
條
。
(種
獣
日
…
)
日
本
之
在
戊
午
定
税

還
爲
得
當
至
甲
子
爲
英
佛
人
之
所
脅
迫

從
債
定
額

率
以
百
抽
五

行
之
。

(
701
)
朴
定
陽
、
前
掲
書
、

一
四
～

一
五
頁
。
税
入
非
不
影

然
而

國
債
日
添

商
況
非
不
繁
盛

而
物
債
日
騰

較
諸
十
藪
年
通
商
前
後

則
便
成
古
今

之
懸
殊

日
人
今
始
寛
悟

方
欲
改
定
税
則

而

一
定
之
規

未
能
容
易
攣
易
。

(801
)
閨
種
獣
、
前
掲
書
、

一
三
～

一
四
頁
。
新
貨
之
獲
出

如
是
其
多

而
太
半
輸
出
海
外

以
補
貿
易
之
不
均

其
蝕
潜
伏
於
國
内
官
民
間

責
買
上
殆

絶
　
焉

今
爲
之
用
者

猫
有
政
府
所
開
紙
幣

一
億
鯨
萬
圓

與
各
銀
行
所
出
紙
幣

藪
千
萬
圓

年
來
紙
幣
大
損
債
格

物
債
騰
貴

萬
民
困
苦

難
難
遽
知
其
原
因

言
紙
幣
過
獲

遂
至
此
幣

其
説
似
得
當
。
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(901
)
魚
允
中
、
「内
閣
責
任
」
、
『随
聞
録
』
、
韓
國
學
文
献
研
究
所
編
、
『魚
允
中
全
集
』、
七
九
頁
。
自
慶
藩
置
縣
之
後

内
閣
之
主
宰

皆
在
木
戸
大
久
保

也

要
之
内
閣
之
任

大
臣
以
名

参
議
以
實

而
相
與
封
立
於
廟
堂
之
上

於
名
實
之
問

共
謀
其
維
持
権
衡

然
名
目
不
能
勝
實
勢
也

故
内
閣
主

宰
之
名

錐
在
大
臣

其
實
在
参
議
云
者

可
謂
得
當
之
評
契
。

(O11
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
七
九
～
八

一
頁
。
試
看
今
日
之
内
閣

則
三
條
太
政
大
臣

有
栖
川
左
大
臣

岩
倉
右
大
臣

貴
則
貴
　

錐
然

内
閣

王
宰
之

實
権

難
可
日
在
三
公
之
手
…
…
蓋
参
議

則
黒
田
西
郷
寺
島
三
公

薩
州
人
也

伊
藤
井
上
山
縣
山
田

長
縣
人
也

大
隈
大
木

肥
縣
人
也

此
九

公
之
中

大
木
寺
島
二
公

温
厚
君
子
也

黒
田
公

專
任
開
拓
之
事
業

西
郷
山
縣
二
公

專
委
心
於
軍
務

山
田
公
任
法
制
之
事

則
平
常
之
政
治

皆
衣
伊
藤
井
上
大
隈
三
公
之
計
劃
…
…
長
州
参
議

以
才
能
薩
州
参
議

以
實
力

肥
州
参
議

介
二
縣
参
議

才
力
之
間

欲
保
其
権
衡
。

(m
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
六
九
～
三
七
〇
頁
参
照
。

(211
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
七
二
頁
。
慶
藩
以
前

諸
侯
各
行
税
法

故
全
國
各
地
之
地
租

有
寛
苛
之
異
同

税
率
之
苛
重
者

農
民

一
年
之
牧
入

徴

十
分
之
七

其
寛
輕
者

徴
十
分
之
三

其
問
有
十
分
之
四

十
分
之
五

十
分
之
六
之
不
同
…
凡
此
等
異
同

在
封
建
之
時
世

特
係
不
可
無
之
事

然
至
於

一

政
府
統
理
全
國
之
下

不
可
使
人
民

有
寛
荷
之
異
也

所
以
於
明
治
六
年

着
手
於
改
正
地
租
也
。

(聡
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
四
二
頁
。
明
治
後
敷
年
間

當
東
北
之
征
討

内
政
之
改
革

外
國
之
交
際
等

庶
政
鑛
張

事
端
百
出
之
時

蹄
於
政
府
直

轄
之
薔
幕
府
管
治
内
租
税

未
蓋
徴
入

而
假
令
完
牧
其
員
額

不
足
於
政
府
経
常
之
支
費

且
諸
侯

各
自
行
政
於
封
内

故
政
府
則
僅
得
徴
牧

七

十
萬
圓
内
外
之
軍
資
金

且
當
時
邦
内
之
資
本

常
爲
乏
少

加
維
新
日
淺

故
維
新
五
六
年
間

欲
支
政
府
之
経
費
巨
額

而
内
債
募
集
之
墨

不
得

施
行

又
無
租
税
増
徴
之
道

當
兵
馬
騒
擾
事
物
創
始
之
際

政
府
欲
支
経
常
臨
時
之
費

專
頼
於
紙
幣
登
行

一
事

亦
不
得
已
者
也
。

(411
)
魚
允
中
、
『随
聞
録
』
、
三
七
～
三
八
頁
。
西
史

一
千
七
百
九
十
五
年

佛
國
創
共
和
政
治

紙
幣
総
藪

超
金
貨
本
額

沮
滞
不
行

上
下
困
弊

政

府
百
方
救
済
而
無
敷

遂
至
政
府
瓦
解
國
内
大
齪

此
時
千
金
紙
幣

不
能
購

一
尾
魚

日
本
徳
川
之
季

一
藩
作
紙
幣
濟
用

而
以
銀
券
六
十
匁

換

金
貨

一
雨

慣
漸
減

至
六
十
八
匁

又
至
九
十
匁

遂
至
有

一
萬
圓
家
産
者

僅
得
大
藏
省
新
紙
幣
五
千
圓
其
藩
士
民

至
今
怨
藩
政
之
失
。

(塒
)
魚
允
中
、
『財
政
見
聞
』、
三
六
四
頁
参
照
。

(鵬
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
六
五
頁
。
邦
内
資
本
乏
少

金
融
至
於
閉
塞

故
用
彼
此
相
利
之
策

使
士
族

以
公
債
謹
書
爲
抵
當

決
國
立
銀
行
創
立
之

議

一
方
開
士
族
螢
産
之
道

一
方
謀
金
銀
之
流
融
。

(711
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
七
八
～
三
七
九
頁
。
迄
干
十
三
年
六
月

合
内
外
公
債
及
紙
幣

凡
二
億
九
千
九
百
四
十
鯨
萬
圓

(拍
除
準
備
金
及
貸
附
金
之

敷
也
)
之
國
債

錐
爲
政
府
之
憺
負

政
府
所
有
財
産
又
爲
多
額
也

且
有
年
年
之
歳
出
及
公
債
機
分

憂
爲
政
府
之
財
産
者

即
鐵
道
電
信
諸
製
造
所
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等
是
也

今
政
府
之
財
産

概
敷
掲
干
左

官
有
山
林

(除
北
海
島
)
四
千
六
百
七
十

二
平
方
里

同
宅
地
十
九
平
方
里

同
細
地

二
平
方
里

同
原

野

一
百
二
十
六
平
方
里

同
林
木

二
十
二
億
二
千
六
百
六
十
五
萬
木

同
造
船
所

三
個
所

同
軍
器
火
藥
製
造
所

五
個
所

同
艦
船

五
十

一

艘

同
製
作
所

五
十
二
個
所

同
燈
台

五
十
五
個
所

同
電
信

三
千
六
百
五
十
入
里

同
鐵
道

三
十
里

同
鉱
山

十
個
所
…
…
政
府

自
明

治
十

一
年
以
後

二
十
八
個
年
間

錐
以
歳
入
金

定
消
却
國
債
全
額
之
算
程

若
以
所
有
財
産

付
適
當
之
債

則
差
不
難
於
償
却

二
億
九
千
九
百

四
十
萬
圓
之
公
債
也
。

(
811
)
魚
允
中
、
『随
聞
録
』
、
三
五
頁
。
日
本
人
不
計
事
之
利
鈍

断
然
行
之

故
錐
有
所
失

能
立
國
膿
清
人
狂
於
奮
習

荏
再
度
日

以
此
観
之
天
下

猶
以
不
顧
利
害
而
行
之
者

爲
得
計
。

(911
)
魚
允
中
、
『財
政
見
聞
』
、
三
二
五
頁
。
十
三
年
間

決
行
重
大
攣
革
者
三

第

一
攣
覇
政
爲
王
政
也

第
二
攣
封
建
爲
郡
縣
也

第
三
解
士
族
之
常
職

虞
置
家
緑
也

凡
此
等
攣
革

皆
慶
絶
六
百
年
來
薔
風
習
俗

而
僅
於
十
鯨
年
間

決
行
此
三
大
攣
革
也
。

(伽
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
八

一
～
三
八
二
頁
。
維
新
後

政
府
着
手
於
電
線
之
架
設

人
民
亦
覧
知
其
便
益

乃
於
明
治
十
三
年

増
加
電
信

線
路
延

長

大
約
爲

一
千
六
百
里

(除
複
線
)
也

邦
内
所
重
之
市
府

皆
得
瞬
息
通
信

且
明
治
十
二
年

加
入
萬
國
聯
合
之
電
線

自
後
列
國
通
信

甚
爲

容
易
…
…
維
新
後

政
府
始
設

一
般
通
用
之
郵
便

乃
於
明
治
十
二
年

延
長
其
線
路

一
萬
五
千
七
百
里

無
論
何
時

以
二
銭
之
費

通
信
於
邦
内

各
地
方

且
明
治
七
年

結
萬
國
聯
合
郵
便
之
約

大
開
他
國
交
通
之
便
也
。

萬
國
郵
便
聯
合
條
約
が
締
結
さ
れ
た
の
は
明
治
七
年

で
は
な
く
明
治

=

年

(
一
八
七
八
年

=

月
)
が
正
し
い
。

(121
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
八
二
頁
。
又
創
築
鐵
道

連
結
所
重
開
港
場

及
近
地
之
大
都

至
於
明
治
十
二
年

増
長
爲
三
十
里
鯨

爾
後

益
加
延
長

使
人
民
便
益

又
不
爲
少
也
…
…
維
新
後

偬
改
修
以
欧
米
之
形
様

更
増
加
三
十
五
個
所
之
員
敷

又
設
置
浮
標
礁
標

修
築
港
湾
之
事

亦
爲
不

少
也
。

(221
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
八
三
～
三
八
四
頁
。
維
新
以
前

不
大
開
車
輪
之
用
法

維
新
後
乃
廣
其
用

年
増
其
数

至
於
明
治
八
年

有
税
之
分

爲

二
十
二
萬
饒
輔

至
於
十

一
年

増
加
爲
三
十
四
萬
鯨
輔
也

又
維
新
後

蒸
氣
之
用
法

日
至
増
進

至
於
今
日

内
海
湖
水
長
河

頻
開
少
蒸
氣
船

之
運
送
。

(321
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
八
三
頁
。
至
於
明
治
四
年

政
府
勧
誘
之
造
成

西
洋
形
船
舶
七
十
四
艘

至
於
十

一
年

其
歎
及
於
三
百
七
十
七
艘

又
政

府
之
作
業
所

係
造
船
所
爲

二
個
所

修
船
所
爲

一
個
所

受
政
府
之
扶
助

西
洋
形
之
造
船
所
爲

一
個
所

私
立
之
造
船
所

爲
爾
三
個
所
。

(421
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
八
三
頁
。
自
明
治
以
前

至
干
明
治
八
年

沿
岸
航
通
之
椹

全
在
於
外
人
之
手

邦
人
則
偏
借
外
國
飛
脚
船
之
便
　

同
年
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以
政
府
之
扶
助

起

一
郵
船
曾
社

沿
岸
郵
船
之
航
権

蹄
於
邦
人
之
手

此
曾
社
之
飛
脚
船
路

已
及
於
上
海
香
港

日
赴
盛
大
也
。

(
521
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
八
四
～
三
八
五
頁
。
在
維
新
前

惟
諸
侯
之
扶
助
學
校

及
私
校
家
塾
之
類

其
数
甚
少

維
新
後

乃
有
教
育
方
法
之
改
良

増
加
其
校
敷

明
治
十

一
年

大
中
小
學

合
爲
二
萬
七
千
六
百
蝕
校

教
員
之
藪

爲
六
萬
八
千
人

生
徒
之
敷

爲
二
千
三
十

一
萬
九
千
鯨
人
。
彼

が
把
握
し
た
學
生
敷
に
は
誤
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
八
七
九
年
当
時
、
日
本
の
実
際
の
就
学
率
は
三
〇
%
前
後
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
閾
斗
基
、

一
九
七
六
。
『日
本

の
歴
史
』
(ソ
ウ
ル
、
知
識
産
業
社
)
、
二
二
一二
頁
参
照
。

(
621
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
八
四
頁
。
又
海
外
貿
易

明
治

二
年
之
輸
出
入
総
額

(元
年
有
戦
齪
故
取
第
二
年
額
)
爲
三
千
三
百
六
十
八
萬
圓
　

至
於
明

治
十
二
年
度

爲
六
千
四
百
十
二
萬
圓
之
増
加

而
其
中
輸
入

於
明
治
二
年

爲
二
千
七
十
八
萬
圓
内

今
爲
三
千
六
百
二
十
九
萬
圓
之
増
加

又
輸

出

於
明
治
二
年

爲

一
千
二
百
九
十
萬
圓
之
内

今
爲
二
千
七
百
八
十
三
萬
圓
之
増
加
也
。

(721
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
八
五
頁
。
北
海
島

在
維
新
前

不
至
於
開
拓
　

維
新
後

別
置
專
任
之

一
府
從
事
於
開
拓

物
産
日
進
盛
大

置
郵
便

勧
漁
細

移
住
之
人
民

年
年
増
加

内
地
之
商
質

漸
覧
其
利
益

通
商
益
盛
。

(821
)
姜
文
馨
、
『聞
見
事
件
』
、

一
二
頁
。
百
済
時
人
王
仁

携
書
籍
以
入

始
教
経
傳

中
世
則
文
風
頗
振

略
知
尊
孔
孟
談
程
朱

中
國
書
史
漸
次
輸
來

通
経
攻
文
之
士

往
往
多
有

近
年
以
來

西
學
大
熾

各
藩
文
廟

或
改
爲
官
署
慶
棄
者
過
半

五
経
四
子

罵
之
弁
毫

以
是
之
故

漢
文
之
士

濠
倒
不
得
志
於
時

戯
喘
慨
歎
而
已
。

(㎜
)
嚴
世
永

、
『
日
本
聞
見
事
件
草
』
、
二
九
頁
。
又
置
書
籍
館
於
廟
内

中
華
日
本
西
洋
之
書
畢
具

就
讃
者

日
藪
百
人

臆
古
聖
設
學

量
或
爲
雑
種

不
経
之
書
而
始
之
也
。

(031
)
李
鋳
永
、
『日
磋
集
略
』
、
四
六
頁
。
近
日
攻
利
之
競

言
不
待
此
教

而
常
所
慨
然
干
中

若
此
不
已

則
周
孔
之
教

禮
樂
之
俗

將
於
何
地
講
明

乎

實
非
尋
常
憂
歎
者
也
。

(131
)
関
種
獣
、
『聞
見
事
件
』
、

一
二
頁
。
不
務
其
本

而
汲
汲
乎
維
多
之
求

不
致
國
之
疲
弊
者

幾
稀
　
。

(231
)
李

鋳
永
、
前
掲
書
、
五
六
頁
。
凡
爲
國

行
仁
政
而
王

則
可
捷
秦
楚
之
堅
甲
利
兵

而
不
行
仁
政
則
錐
有
億
萬
兵

亦
將
億
萬
∵心
　

兵
者

是
不

虞
之
備

錐
不
可

一
日
無

而
不
可
以
兵
勢

論
國
之
強
弱
也
。

(331
)
朴
定
陽
等
、
「東
莱
暗
行
御
史
復
命
入
侍
時
麺
説
」
、
三
三
〇
～
三
三

一
頁
。
(上
日
・.・)
其
裏
許
與
外
様

果
何
如
乎

(準

水
日
)
待
臣
等
之
節

錐
甚

款
曲

以
待
臣
等

一
事

何
可
知
彼
國
裏
許
乎

大
抵
近
日
各
國

惟
以
強
弱
相
較

不
可
以
仁
義
責
之
者
也

設
有
好
意

若
視
其
弱

反
生
悪
意

若
視
其
強

必
當
修
好

致
今
事
勢

先
務
其
自
修
自
強
而
已
　
。
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(431
)
趙
準

水
、
『日
本
聞
見
事
件
草
』
二
、

一
八
～

一
九
頁
。
朝
聞
西
法
則
更

一
令

夕
見
西
制
則
行

一
事

節
節
慕
敷

蓋
棄
立
國
数
千
年
奮
章

遊
談
聚

議
之
士

爲
之
嘘
晴
慨
惜

若
其
軍
制

鎗
砲
船
機

農
業
諸
法
之
可
以
固
國
裕
民
者

猶
可
以
法

而
至
如
官
職
宮
室
飲
食
衣
服
之
事

既
無
益
於
國

又
不
便
於
民

何
用
強
之
。

(
531
)
李
鋳
永
、
『東
莱
御
史
書
啓
輩
』
、

一
五
頁
。
日
本
立
國

二
千
五
百
三
十
鯨
年
干
弦
　

自
有
自
家
之
制
度

既
承
歴
世
之
傳
習

而
不
通
西
國
以
前

未
嘗
非
國
富
兵
強

家
給
人
足

而
亦
無
待
於
外
也

是
故
當
初
斥
撰
不
膏

嚴
邪
正
之
分

到
今
服
從
胡

至
此
俗
風
之
易
乎

或
日
時
勢
使
然

而

蹄
之
時
勢

不
思
吾
之
自
主
乎

又
日
強
弱
所
致

而
封
之
強
弱

不
勉
吾
之
自
修
乎

大
抵
西
國
其
學
焉

邪
蘇
之
教

其
事
焉

功
利
之
貧

而
惟

以
奇
技
渓
巧
爲
第

一
務
也

既
許
相
通

見
聞
相
接

則
凡
於
厚
生
之
方

富
強
之
術

有
可
敷
者
敷
之

有
可
移
者
移
之

猶
或
萬

一

而

一
事

一
爲

無
不
倣
之

一
年
二
年

基
皆
攣
之

而
忘
我
之
古

取
人
之
短

宇
内
萬
國

寧
有
是
理
乎
。

(631
)
東
道
西
器
論
的
改
革
観

の
性
格
に
つ
い
て
は
、
姜
萬
吉

一
九
八
二
。
「東
道
西
器
論
と
は
何
か
」
、
『
マ
ダ
ン
』
五
、
二
〇
二
～
二
〇
七
頁
参
照
。

(731
)
魚
允
中
、
『随
聞
録
』
、
五
四
頁
。
日
本
之
能
有
作
爲
者

以
其
人
素
尚
武
事

人
人
習
於
勇
果
故
也

可
以
爲
鑑
…
…
振
興
國
勢
之
要

莫
如
鼓
動

一

國
之
人

務
養
活
溌
之
氣
象
而
後

乃
可
有
爲
。

(831
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
八
五
頁
。
古
人
毎
以
安
貧
爲
賢

眞
不
是
也

使
人
安
貧

而
不
務
算
生
之
具

何
以
保
其
口
膿
。

(931
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
五
四
頁
。
我
邦
素
尚
儒
道

以
況
潜
柔
儒
爲
賢

無

一
人
勇
敢
作
氣
者

是
可
先
攣
風
俗

使
之
痛
革
前
習
而
後

可
耳
。

(041
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
四
四
頁
。
先
革
科
學

則
圖
功
名
進
取
者

皆
奔
走
孚
往
外
國

學
得
才
藝
而
蹄

若
不
慶
科
學

取
人
之
路

人
才
不
興

而

皆
安
於
奮

不
求
學
術
之
精
進
　
。

(141
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
四
四
頁

用
人

必
年
少
氣
鋭
者

乃
可

年
老
者

皆
厭
事
求
自
安

不
欲
前
進

亦
無
氣
力

不
能
辮
事
。

(241
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
五
二
頁
。
商
社
之
人

錐
頭
取

毎
月
俸
給

不
過
百
圓

遍
減
至
五
六
圓

毎
半
季
或
年
終

通
計
所
得
之
利

先
除
社
中
公

費

以
其
鯨
分
等
計
給

必
計
功
過

無
功
螢
者

錐
上
必
寡

有
功
勢
者

錐
下
必
多

有
過
者

量
減
厭
敷

此
法
勧
課
之
要
務

亦
可
行
於
官
府

僚
屡
軍
螢
校
伍
也
。

(341
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
八
七
頁
。
西
國
官
人

皆
不
求
豫
利

只
求
名
春

以
立
功
揚
名
爲
準

故
無
貧
禁
之
風

而
反
以
其
私
財
補
於
公
費
者

有
之

故
四
十
以
前

必
習
工
商
之
業

以
富
其
家
而
後

乃
登
仕
…
欲
登
仕

則
先
富
其
家

可
謂
善
成
風
俗
也
。

(幽
)
「遣
美
使
節
洪
英
植
復
命
問
答
記
」
、
金
源
模
課
、

一
九
八

一
、
『史
學
志
』

一
五
、
二

一
六
頁
参
照
。

(541
)
註

(68
)
参
照
。
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(641
)
彼
は
復
命
時
に
高
宗
が

「日
本
は
我
國
に
対
し
て
他
意
が
な
か

っ
た
か
」
と
下
問
し
た
こ
と
に
対
し
て
答
え
た
後
、
次

の
よ
う
に
富
國
強
兵
策
を
建
議

し
た
。
彼
ら

〔日
本
側
〕
は
か

つ
て
我
を
敵
國
視
し
た
が
、
西
人
と
通
交
し
て
以
來
、
我
を
隣
國
視
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
他
意
が
あ
る
な
し
は
我
に
か
か
わ

っ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
彼
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我

々
が
富
強
之
道
を
得
て
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
彼
ら
が
あ
え

て
他
意
を
持

つ
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
そ
う
で
は
な
く
彼
強
く
我
弱
け
れ
ば
、
他
事
が
な

い
と
は
保
障
で
き
ま
せ
ん
。
隣
國
の
強
は
我
國
の
福
で
は
あ
り
ま
せ
ん

〔傍
瓢
筆
者
〕。
魚
允

中
、
前
掲
書
、

一
二
二
頁
。

(上
日
)
日
本
之
於
我
國

姑
無
他
意
乎

(允
中
日
)
彼
曾
以
敵
國
視
我

自
與
西
人
通
商
以
來

視
我
爲
隣
國

而
其
無

他
意
與
否

在
我
不
在
彼

我
難
得
富
強
之
道
而
行
之

彼
不
敢
有
他
意

不
然
而
彼
強
我
弱

難
保
無
他
事
ム矢

隣
國
之
強

非
我
國
之
福
也
。

(741
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
二
頁
。
今
俄
有
内
攣

普
法
相
持
之
時

極
力
綱
　

致
富
強
之
圖

失
此
時
則
不
可
。

(841
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
八
五
頁
。
各
國
之
互
通
貿
易

不
特
物
貨
相
通
而
已

可
以
材
相
資

習
其
智
巧

善
者
取
之

長
者
行
之
耳

此
才
智
貿
易
也

比
物
貨
爲
尤
大
。

(941
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
五
三
頁
。
近
來
各
國
務
遣
人
各
國
遊
學

而
多
向
大
國

若
英
若
法
去

不
干
諸
小
國

是
不
察
也

諸
大
國
所
行

多
籍
其
物

力
之
富

修
濫
過
度

廉
財
不
小

如
我
小
國

未
易
肢
及

而
又
欲
傲
之

則
勢
民
傷
財
而
巳

現
西
洋

英
法
徳
俄
之
外

白
耳
義
瑞
西
等
國

治

法
政
規

多
有
可
観

比
英
法
徳
俄

反
有
勝
者
耶
。

(051
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三

一
頁
。
欲
學
外
國
技
藝

買
汽
機
軍
物

不
可
不
審

外
國
教
師
之
願
雇
者

毎
多
大
談
欺
人

無
所
可
學

汽
機
軍
物

多

以
古
制
及
易
傷
無
用
者
出
僖

不
如
深
悉
外
國
情
形
而
後

基
公
往
復
該
國
政
府
若
公
使
而
求
之
也

日
本
已
受
其
弊
云
。

(151
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
三
頁
参
照
。

(雌
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三
四
頁
参
照
。

(溜
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
五
四
頁
。
先
治
道
路

除
奥
稜

一
國
之
氣
象
可
新
。
そ
の
他
に
も
既
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
彼
が
、
明
治
維
新
以
後
日
本
政
府

が
成
し
遂
げ
た
成
果
で
、
交
通

・
通
信
施
設
の
接
充
を
と
り
上
げ

て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
朝
鮮
に
お

い
て
も
こ
れ
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

(451
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
五
二
頁
参
照
。

(551
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
八
八
～
九
三
頁
参
照
。

(651
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
七
七
頁
。
尚
文
則
國
勢
不
振

宜
於
學
校
設
武
學

一
科

毎

日
分
幾
刻

學
騎
射
砲
撃
之
技

自
小
學
而
習
之

人
才
不
流
於
頽
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惰
　
。

(751
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
七
七
頁
。
非
特
學
校
養
武

工
場
官
人
商
民

皆
定
爲
頭
領
爲
規
則

於
毎
日
幾
時
習
武
事

至
於
山
野
農
民

亦
皆
爲
法

以

養
勇
衛
國

爲
義
務

則
常
有
敷
百
萬
之
軍
也

他
國
焉
敢
侮
哉
。

(851
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
四
七
頁
。
欲
學
航
海
術

則
先
購
商
船

載
海
軍
與
將
校

習
航
海
之
術
而
後

可
漸
學
海
軍
艦
駕
駄
之
法

又
選
年
幼
者

入

於
日
本
海
軍
兵
學
校

機
關
學
校
及
三
菱
商
船
學
校
亦
可
耳
。

(951
)
朝
士
視
察
團
が
派
遺
さ
れ
る
前
に
朝
鮮
政
府
の
財
政
状
況
を
考
察
し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
八
七
九
年
、
朝
鮮
政
府

の
財
政
出
納
を
担
当
し

て
い
た
中
央
各
司
、
各
螢

の
曾
計
簿
に
記
載
さ
れ
た
時
在
金
、
銀
、
銭
文
、
綿
紬
、
綿
布
、
苧
布
、
麻
布
、
米
、
田
米
、
太
、
皮
雑
穀
、
黄
密
な
ど
を
銭

文
に
換
算
す
れ
ば
六
九
八
、七
二
〇
爾
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

一
八
〇
九
年
の
朝
鮮
政
府
税
入
で
あ
る
六
、
〇
七
九
、
〇
五
三
爾
に
比

べ
て
み
て
も
約

一
/

一
〇
程
度
に
過
ぎ
な
い
、
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
安
乗
始

、

一
九
七
三
、
コ

八
八
四
年
ブ
ル
ジ

ョ
ア
愛
革

・
甲
申
政
婁

の
繧
濟
的
基

礎
」
、
『
ア
ジ
ア
経
濟
』

]
四
i

一
、

四
頁
参
照
。

(061
)
魚
允
中
、
前
掲
書
、
三
四
頁
。
日
本
之
生
財

在
於
慶
封
建

一
着
慶
各
國
之
石

稻
郡
縣

只
置
三
府
三
十
七
縣

府
縣
之
下

有
郡
匠
町
村

統

於
府
知
事
縣
令

府
知
事
縣
令

庫
給
郡
匿
長
以
地
方
税
支
給

國
内
租
税

井
輸
大
藏
省

以
爲
調
度

(
161
)
柴
垣
和
夫
、

一
九
六
八
、
『三
井

・
三
菱

の
百
年
l
I
日
本
資
本
主
義
と
財
閥
』

(東
京
、
中
央
公
論
社
)
、

一
二
～

一
六
頁
参
照
。

(261
)
魚
允
中
、
前
掲
書
、
四
四
頁
。
國
用

可
使
有
財
者
任
之

如
日
本
之
三
井
。

(361
)
大
江
志
乃
夫
、

一
九
六
八
、
『日
本

の
産
業
革
命
』
、
(東
京
、
岩
波
書
店
)
、

一
〇
～

=

頁
参
照
。

(
1
)
魚
允
中
、
前
掲
書
、
四
五
頁
。
海
關

不
可
令
外
國
人
占
商
利

欧
米
諸
國

皆
禁
外
國
船
及
外
國
人
民

來
其
國
内

以
通
航
爲
生
業

如
英
國

學
術
技
藝
巳
精
美

故
或
慶
此
禁

他
皆
不
然

合
衆
國
憲
法
全
書
日

外
國
及
外
人
船
舶
在
合
衆
國
者

不
得
運
搬
各
種
物
産
製
造
品
及
其
他
費
買
物

品

自
甲
港
至
乙
港

苦
有
犯
者

則
併
船
物
没
牧
之
。

(561
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
四
七
頁
。
参
照
。
ま
た
、
こ
れ
は
当
時
朝
鮮
政
府
の
汽
船
導
入
計
劃
と
も
関
連
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

(661
)
魚
允
中
、
上
掲
書
、
三

一
～
三
二
頁
。
此
國

與
諸
國
立
約
之
時

不
能
明
言
自
治
之
権

不
能
律
外
人
以
該
國
之
法

税
關
則
見
欺
於
各
國

倶
未

免
爲
牽
制

所
宜
深
察
乎
此

必
立
自
主
之
権

可
也
。

(761
)
彼
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
当
時
、
各
國
の
公
認
利
子
率
は
次
の
通
り

で
あ
る
。
英
國
の
場
合

一
〇
〇
圓
に
該
当
す
る
利
子
が

一
年

に
五
圓
で

あ
り
、
半
年
で
は
二
圓
五
〇
銭
で
あ
り
、
米
國
は

一
年
に
六
圓
で
あ
り
、
半
年
に
は
三
圓
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
日
本
は

一
年
に
八
圓
ま
た
は

一
〇
圓
で
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あ
り
、
半
年

に
は
四
圓
な

い
し
五
圓

で
あ

っ
た
。
魚
允
中
、

(
861
)
「
追
美
使
節
洪
英
植
復
命
問
答
記
」
、

一
二
六
頁
参

照
。

上
掲
書

、
九
五
頁
参

照
。

神奈川法学第37巻 第1号2004年

〔著

者
紹
介
〕

一
九

六
〇
年

一
月
生
ま
れ
。
高
麗
大
学
大
学
院
を

一
九
七

八
年

に
修
了
し
、

↓
九
九
三
年

に
同
大
学
院

で
博
士
号
を
取
得
し
た
。

現
在

は
慶
煕
大
学
校
外

国
語
学
部
副
教
授
。
専

門
は
韓

日
関
係
史

で
あ

る
。
著
書

に

『
近
代
韓

日
関
係
史
研
究
』

(国
学
資

料
院

、

二

〇
〇
〇
年
)

が
あ

り
、
そ

の
他

、
多
数

の
論
文

が
あ

る
。

(252)



253
一八八一年朝鮮朝士 日本視察団に関する一研究

一 「聞見事件類」と 「随聞録」を中心として一 {253}

〈付録1>朝 士視察團 朝士たちの視察記類分類表

一連

番號
著 者 書 名

奎章閣

圖書番號
備考(影 印事項)

#1
朴定錫 日本國内務省職掌事務一

附農務省職掌事務一
■

(韓國學文献研究所編、r朴定錫全d第 五巻)

#2
ク 日本國内務省各局規則一 ■ }

#3
ク 〃 二 ■ C

#4
〃 〃 三 ●

(〃)#5
〃 日本國農商務省各局規則一 ■

(韓國學文献研究所編、『朴定錫全集」第六巻)
鼠U

76##

〃

沈相學

〃 二

外 務 省 一

■

3015-1
(〃)

従来 閾鍾黙のものと知られていた
#8

〃 〃 二 3015-2 〃

#9
〃 〃 三 3025-3 〃

#10
〃 〃 四 3015-4 〃

#11
ク 日本外務省視察記 3711 〃、#7の 草稿である

#12
嚴世永 日本外務省視察記一 3703-1 ●

#13
〃 ク ニ 3743-2 ■

#14
// 〃 三 3703-3 ■

#15
ク 〃 四 3703-4 ●

#16
〃 〃 五 3703-5 ■

#17
〃 ク 六 3703-6 ■

#18
〃 〃 七 3703-7 ●

#19
李鋳永 各港税關職制 2451-1 ●

#20
〃 税關事務 2451-2 ●

#21
ク 貿易章程 2451-3 ■

#22
〃 神戸税關図 10330 ●

#23
ク 釜山元年半年輸出入表 3182 ●

#24
趙乗i稜 税關事務 ・ii ■

#25
関鍾黙 日本國際條例目録 1835-1 ●

#26
〃 各國條約 第一 1835-2 9

#27
ク 居留條例 第二 1835-3 ■

#28
〃 貿易則類 第三 1835-4 ●

#29
〃 ガ巷開場 第四 1835-5 ●

#30
〃 税關規例 第五 1835-6 ■

#31
〃 各國税則 第六 1835-7 ●

#32
魚允中 日本大蔵省職制事務章程 ●

(韓國學文献研究所編、『魚允中全集」)
#33

〃 横濱税關慣行方法 ,

(ク)#34
姜文馨 工部省 1834 ■

#35 趙準永 文部省所轄目録 2871 ■
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#36
洪英植 日本陸軍総制上 3271 1 (韓國學文献研究所織『魚允中全集』)

#37
〃 〃 下 3271 2 ●

#38
李元會 日本陸軍操典一 3710 1 従来洪英植のものと知られていた

#39
〃 〃 二 3710 2 〃

#40
〃 〃 三 3710 3 〃

#41
〃 ク 四 3710 4 〃

〈付録2>1881年 金弘集と趙乗鏑 両人の税則および通商章程草案主要内容封照*

①金弘集の草案 ②趙乗錆 草案

分類 税率 物品種類 分類 税率 物品種類

第1類 無税 金銀および衣服類 第1類 5% 船装工具

税 輸

入

第2類

第3類

5%

35%

船具 漁具機 関・
盤漬・食物類

洋製 日製 諸酒類

第2類

第3類

35%

25%

各色 酒類 時

時辰,.お よび洋製珍貴之
物

第4類 25% 時辰種類 第4類 10% 不記載品
口
ロロ

第5類 10% 不記載品 第5類 無税 米 ・麦 ・大 豆

則 第6類 免税
巳造金銀幣未造金銀幣
巳造衣服靴帽外式着

輸 第1類 10% 木綿・布繭 練 牛皮 第1類 5% 出口諸貨
出
品 第2類 5% 不記載品

通
商

米・麦・大豆農 牛・禁輸

紅蓼禁輸

米・麦・大豆禁輸

紅蓼禁輸

章
程
主

地租・船税改正

規定外遊歴禁止

地租 船税改正

規定外遊歴禁止
内
容
阿片・異教書籍搬入禁止

奇淫眩幼した日用に適切でない品物輸入禁止

阿片・西教書籍搬入禁止

*① はソウル大學校 奎章閣所蔵 『花房公使朝鮮関係記録』巻四なかの「税則商談」條内の

公信第16號 によって作成した

②ソウル大學校 奎章閣所蔵『涜西随筆 朝日税議』(図書番號:23023)に よって作成した


